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飛鳥諸寺の調 査

飛 鳥 藤原宮跡発鋸調査部

1 坂田寺 跡 の訓査 (坂凹寺第8次)

奈良時代の坂田寺の商而田原jfが想定されるI十j北ill辺に西接した水回における家屋新築に伴う

事前調査である。 検出した遺構は上下 2 附に分けられる。 上府迂t{，'~には基闘をもっ掘立柱建物

I棟 (S8200)，それに伴う柱列 2条 (Ŝ210・211)，土坑 2~ (SK198・SX213)，f:H務1品tなとeのi，V;:
3条 (SD205・215・224)，t;PIiの松石やi昨のJijiiじなどの石$I118条 (S)¥20]-203・212・220-223)が

ある。下附遺構には土坑1基 (SX226)，rJi }d: 1 ~走 (SX225) がある。

錨立柱建物S8200 ;tI，¥1査区中央で検/1¥した尚北側{で，梁IBI211flの身舎の東西に庇がつき.桁行は

6 11旬以上である。枝問寸法は桁行 ・梁1111ともに2.7m(9尺)等1111で 庇も同様である。身舎の

柱訪日形は1.1X] .5mの長方形で， i奈さ約1.2m，柱痕跡は直径約20cmである。一方庇の柱抑形は

身舎より小娠り (一辺0.9X1 .0m，深さ0.6m ) で， 柱~j.H占:の直径も 15cm と制11 1.-、。 S8200は松石を巡

らせた法制をもち，東・北 ・阿辺 (SX201・202・203)で確認した。縁石は杭径30-40cmの自然

石で，原位置を保つ北半の松石基底部でiJ!lJった場合の法的東剖幅は約]2. 8mである。建物から

基壇縁石までの距離は，東で0.6m，(2R)，北で2.7m(9尺)，刊で1.5m (5 )()と異なり，見

かけの法附高も一定しない。*辺では結石の下成古1¥は南が0.2mi¥:6く，東西は東がilJiより約

0.5m j'.':jl.-、。基出上而が水平であった場合， ~，~壇市はj'lj北11日で1.1m. 東南部で0 . 4 m と般定され

る。これらのことは建物の.flltiliや正而仰と関わる主裂な点である。つまり阿而がllAl慌の正而

だったのだろう。なお京!克の柱抑形は;1，1.)内総石の下で検出された。

S82001人l にはm~ヒキ主

列 SA210と束尚柱列

SA211がある。柱穴は

一辺0.8mの方形で.

i奈さ0.4m。底に20-

30cm大の石を Irr:き，

礎寝室とする柱穴もある。

SA210 はS8200の身舎

梁IIIJの1/3の位ill.にあ

か柱IBIは2.4m (8 

尺)等11110SA211の柱

穴は S8200の身舎米~IIIJ

を3等分する位i?i:にあ

る。 これらは床~{か。

'J^~ _ 
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SB200の基檀内には北からーII¥j自の身舎梁間IIIlに土坑SX213，石タIJSX212がある。ともに器出

築成l時に形成されたもので， 性格は不明である。SX213は東西2.9m，南北1.8m，泌さ0.5mで，

下附に木炭綱11粒Mが1m松し，その北端-は:器国土のIlIjに入る。木炭紛l粒肘の上を桜う黄色粘土肘

中に SX212がある。 石~Ij(ま SB200の柱筋の方向に並び， 30cm大の石を 2-3段桁み上げる。

基1血縁石の外側には幅 1m前後で深さ0.3mの索抑りの悶?をi昨SD205・215がある。

その他の遺構 基出酋縁石から酋へ6.9mの位lriに器出に平行する前北小石事IJSX220がある。そ

の西似Ijは0.35m低くなっているので，幅0.9m以上の南北揃-の:!UJ即時の可能性が2μ、。

器包'1.の*側には 7也-紀の瓦)¥- 鴎尼を大誌に含む賞灰色粘土の整地層があり.北でl写く， f却

で議い。整地柄上而から浅い不整川形土坑SK198が偲り込まれ，平減町の土器が多ll(に出土し

た。整地層の東端には*西石組lみH庁渠の側石 SX221・222があり， 113'渠は西で素抑り i~Y，:SD224に

つながる。石91JSX223は商に而を揃えて南北方向に並ぶ。その-，''f而のfi't土防が第2次調査で確

認した段状の盛土に類似することから，西而回廊のiJq側基底部の一部と考えられる。

整地用を一部で除去したところ，下而の灰褐色砂f't土~~上而で，下府追ー構の土坑 SX226と炉

お1:SX225が検出された。 SX226*刊 3m，南北1.8m，深さ0.6mで， 短辺と!日l一方向』こ並ぶ石ヂIJ

と埋土から投楽された石がみつかった。これは本来指!形の内側に石を砧み上げ，内部にl!'i:水な

どをする施設だったと推定される。SX225は直径約1.1mの炭化物府で， SX226と|日lー検出而に

広がっていた。ただしその下而に長期使用を示す焼け而はなかった。

遺物 土器は 7世紀前半から12世紀後半までの各税がある。土川端には灯明JIILや坂田ミ手の法サ

「金剛寺」の省略と思われる「金Jの墨型1・を残すもの(平城N)がある。瓦は坂田寺式の重弁迎

撃文軒丸瓦6型式など7世紀代の軒丸瓦を主体とする。また坂凹寺B型式のl路l己のほぼ全形を

復元しうる各部の資料を得た。 さらに ill.!ï-什六」と}~i!J:きした叫もある。 このほか土製小仏像

の~Ji部破片や竹の節の表現がある小金銅仏の光背支柱が・8ニ目される 。

まとめ 造物の検討によって， SB200は8世紀前半代以降に造営され， 10世紀代には廃絶された

坂川ミ予調査治情(:xl(1 : 400) 

2 

といえる。この悲同の北縁は北

ifli回IliIIの基礎とみられる石垣

SX210と揃うので， SB200は奈

良時代の伽藍と1it・存していたと

4ft定される。伽艇の正而をiJ可と

仮定すると，SB200は中1"]と前

門のIIIjに位IIIすることになり，

他の平地寺院とI，ij維に考えるこ

とができない。その解明も合め

き て，坂田寺の寺成やflAn11iの純|瑚

の早急な確認が盟まれる。



2 飛鳥寺の調査 OIU王寺1992-1次)

この調査は住宅建設に伴い，飛.13ミ干の土佐の工~*，伽斑 ~ll'l~h線からがJ140111 のところで実施した

事前調査である。検出した遺構は，礎石建ち法的:建物 (SB840) 1棟，石列 (SX852)1条，南

北il'li:(SD860)，東西i梓 (SD845・862)2条などである。

事E壇建物S8840 基担は0.5111の高さで，まず旧地表而から0.]1111の泌さまで掘り込み， 15間前

後におよぶ版築を行って築成されている。基出のj!._q而には石和みによる外装が残る。ただし制

査の制約から束 ・北両而を確認できなかったため，基助!の規肢は不明である。悲図上でみつ

かった礎石抜き取り穴から，建物税肢は東凶i3 IIIJ以上， rfi北2間以上で，柱問寸法は東西が

4.05m等間で，南北は2.85mである。礎石は花嗣岩である。東西の礎石抜き取り穴の間には，

凝灰岩小片を含む浅い出 SD842がある。おt灰岩製j也被石の抜き取り前であろう。建物は北で酋

に8J立の振れをもっ。なお礎石据付け抑形からは 7世紀後半・の土器がu'.土した。

石列SX850 SB840の凶の柱位置からI瓜に8.1111(27 Jo(_)のところにあり， SB840と同じ娠れをも

っ石列である。おそらく SB840の基邸周間にあった犬走りの附側の見切りであろう。

南北溝SX860 SB850からj!._[jに2.7m(9尺)のところにあり，京J平に石組の説岸の一部が残るの

で，本来は石組Li品・であった。椛幅は].2111，泌さ0.6111である。I昨のJlli土からは10世紀後半の土

器が山土し， I品-はこの頃まで機能していたことがわかる。

その他の遺稿 SX850の酉に瓦亨IJSX852が平行してあるが，部分的にしか残っていないので，性

格は不明である。東西悦 SD862はSD860と直11Jに合流か分岐する。中日1.3111，泌さ0.25m。調査

区東辺で検出した東西部SD845は師 1111， i奈さ0.25111の素掘り出である。

遺物 蓮華文~q・丸瓦 1 . VI . x rn . X lV . X \~I -X X型式，草弧文車|ー平lI1.凹型式 (今回五lfi:
弧文を凹とし，凶iI¥:弧文の旧日.IllをllA・8と

する)などのほか整理祈:i240杯分の丸 ・平瓦

はSA600とまったく同じであり， SD860で

画された一郭があったことも考慮する必要

がある 。 SB840の候補として，壬j支(，I~ (662) 

三月に道H~{建立とされる担ií院が挙げられる

が，断定はできなし、。SA600の延長線にあ

るはずの東門の確認など， 手~:域来m~の保定

は今後の重一安課題である。(佐川正敏)

- 3 -
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南都諸寺の調 査

平城宮跡発鋸劉査部

1 薬師寺の調査 (第233次)

伽EE復興のための事前調査。調査区は，伽監中軸線をはさんで.1990年度の講堂東端-および

北而回廊の初査区と東西対称の位置にあたり.講堂西端および北而回廊を検出した。

緋堂は当初の器出土である;fi'j良な燈色名fi11土が全而に残存し.北而には化粧の凝灰岩切石，

Tt，j西国には雨落i昨の一部を遣存している。 礎石跡ないし抜11~.1\を 13箇所検出した。 掘形は一辺

1.4-1.8mの方形で，抜]夜穴は不整形であるが，根石を留めるものがある。これらから復原さ

れる当初の講堂の柱Hl1寸法は，身舎桁行4.5m(15尺).梁行5.1m(17尺)，庇の/B3 m (10尺)と，

1990年度調査の知比と一致する。也し， 今回は裳|猪の痕跡、は比/JJせなかった。北n!IJに残る凝灰

岩地磁石の幅は25-35cm，長さも60-140cmと一定しない。地税石は現状の外端から約6∞1ほ

どのところで一段くり込みを入れて内側を1.5cm低 くし，羽闘石との仕口としているが，羽目

石は残っていない。悶落椛は側石である二条の玉石列ないしその抜取跡が断続的に残り，内法

幅は35-40cmほどに復原される。

北面回廊は講堂~1_fLの西端から西へ32m にEって，従来の知見と同様，単廊・絞廊の 21時Jt11

の礎石据付穴をif(似して検出した。法凶は地山の上にーJ¥v，和むだけで，残存状況は悪い。ljiJm;

は桁行 ・梁1111共に3.7m (12.5尺)に桜町、され，講堂l限付部も合めて81111分を確認した。M:も残

りのよい*端部，特にl収付の、ら21111日周辺では上而の化粧ないしその下地と思われるi和食の層

が残っており，またl収付を含めて京から 51111日までの，北すなわち外側の柱筋上に.瓦片を並

べた， J聖子窓腰壁の壁持地覆を検出したことが特記され， 1単i位im賄廊iiがある程j度立建ち上つていた可能
性を明示する。1却ji

側下層で当4初初q切jの1単i払1阪附郎îi~器左1出白を整?形修した端音剖部|日l を官硲0在;認 しており， 柱自'jjからの/-Uは1.3mである。これに

さらに化粧の似IJ石が加わると想、定すると， lji廊の基凶の/1'.は5尺，器国の総:幅は22.5)cの計画

であったと挑定される。 複原ßは礎石似付火およびその抜取穴を 81111分検出 した。 ~，P丘北而の地

磁石はほぼ完存しており，i武東部は羽目石の残欠も残っていた。地斑石の幅は24-33cm，高さ

は約24cmで一定である。羽目石は叫さ約33cm，高さは北s!11に転落した 1枚が全日を留めており，

38cmという値を何，これは基壇23iを復原する|祭に有効な紋拠となる。一方，南而の化粧石は羽

目石状の仮石であるが，足元で帽を広めており，地磁石と羽白石を一体にした形式で.:1仁而と

は様相を異にしており，回廊内外での:U":匠の追いを示している。柱1111寸法は，桁行4.05m(13.7 

尺)，梁行2.95m(10尺)という計il!1H砲を得た。また地礎石外slIJに玉石を並べ，約40cmの1111隔を

置いてもう]91)の玉石列があり，この1111が北問洛構となるが.)氏石はない。雨洛hYtの心は地桜

石外側より60cm(2尺)であり，絞miiの!I司:の/Llは8尺に復原される。

その他， ;o.'，J査区*寄り に南北に設定した断而観察用の畦|祭で器出下!併の南北械を検/Hした。
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幅40cm，残存の深さ約10cmで，方向は回廊の梁行より北でやや凶に振れ，坦!土には造物を含ま

ない。粘土で丁寧に組め戻されており，回廊器削造成に先行する仮設の排水i品または地剖りの

講であろう。また回廊東端部の器国上自11では中近世・の建物跡の柱穴を検1'1¥してし1る。なおp 回

廊基凶断而で，地震の|僚の液状化跡、である11ft砂を観察した。

造物は瓦が多く，境内他地区と同様，奈良|時代のnl1では6276型式， lIfF平瓦で・は6641型式が

卓越しており，また軒平瓦では天禄火災以後のものと考えられる6339型式が特に多くを占める

のが彼自される。その他，中・ 近世の];Lも多く /1¥土している。

今回の剖査では， lji廊の造立と移築の可能性が浮かび上がった点が注目される。従前の，1詳

廊の礎石を抑えた程度の段階での抜廊への計闘変更Jという推定から， lji廊自体がある程!立建

ち上っていた可能性，さらに本来r.iIi寺からの四郎の移築の可能性も検討する必要が生ずるに

至った。しかし，本薬師寺の回廊の調査は未来手であり，今後の重要な謀題である。また1jt廊

の東西規模に|刻しては，今回検出したlji腕*i:rJの推定柱{立i泣から講堂官111{主までの距離5.6mを

18.75尺と考えると，装階へのl政令:J.の柱I/¥Jは12.5尺となって， lji廊の柱問と等しく，さらに単廊

桁行を|判のII¥Jを含めて従来通りの片官!11111/IJとすると，総長412.5)亡すなわち東西回廊の心々で

400尺という完数を得る。ちなみに誹立は， 1990年度制査と同じく，桁行総長137.5尺と彼原さ

れ，この数値は12.5尺の11倍であり， 1j!.IJIIIの東西規棋400)<とそれを32等分した12.5尺という基

準寸法が，講堂の規模設定とも術援な|刻係を持っていたことがl"jrJらかになった。次に複廊の柱

問寸法については，梁行は束三!との 199011~度制査と 同じであるが，桁行は東半での13.5尺に対し

て13.7尺を妥当と考える。東と!とでは桜l目訂目立':Mの講堂へのl政付の柱の礎石跡を未検/IJであったが，

今回はl収付m¥分の寸法が議1itil!lJ柱まで、5.4mであり， lji}{!jiよりやや短いことを確認した。 これを
仮に18尺と考え，抜阪liの規桜を隅のIltJを含めずに片i1!118 I/¥}と仮定すると， EiiZ酉規棋は心々で

400.5尺となって，ほほ単廊と等しいイ[包になるのが注目され，講堂への11)(1寸寸-r去の考え方次第で
は，抜l郎の東西規模も単廊を踏襲していると復原し得る。

. 揖乱部分

v・19封;0 Y.Iお'0

楽nili寺都立.I!II聞:訓1f.泣tl~図 ( 1 : 500) 

p 
d 

| 日咽10

V-l9520 



2 東大寺南 大門 の 調 査 (第234-2次)

東大寺南大門阿jf~f象解体修理にw う ， fヰ安置の|努の基壇上而iの整備の事前部!査。今回の調査

は I~ド形像側の地下調査の所見に基づく整備が目的であり 掘り下げはI~I:形像il!lJで~(g認された鎌

合|時代の而を目安として， 10cm程度行った。上から]層 ・三和土， 2 J百・明褐色砂質土， 3 

1百.11音質褐色土， 4照 ・褐色土という!古序が認められる。遺構としては，調査区の北側と南側，

つまり阿形像の右足元.左足元で，各々の東西に並ぶ2石の台石 SX512.513およびそれらの周

囲の自然石SX514・515，際敷SX516などを検出した。SX512・513は磁石を転用したもので，

上而に径70cmほどの作り出しを持つ。SX512・513の掘形は4府から掘り込まれ，3層を敷き固

めて台石を固定し，同時に SX514-516を回定したことが確認できた。また調査区西南部で4府

1 
vφ1・m l 

y.uα3 v・i・'" ，-.1'・" ，.，“.， 

上而に炭化物 ・焼土が広がっているのを確認した

が，対W!は非常に務く，炭化物 ・焼土ともに粒子

-34問 状にまばらに分布しており，火災などによるもの

とは考えられず，またこの広がりは台石蝦形に切

い られており，台石設置以前の椛和であるから， iH 

大門焼失の可能性はさらに弱まったといえる。な
X 

-，・ul31
お，足場穴SX517-522， JIIL状土坑S0523はとも

ふn に明褐色砂の埋土を持ち， I昭和5年の解体修理の

|祭の遺構と思われる。造物は足場穴と2肘中から

近也-の附総片・瓦片 ・3E永通宝などの貨幣，石片，

*大寺市大門別31E逃構図 (1: 100) 鉄片 4府上而でかわらけの小片が出土した。

3 頭搭の調査 (第237次)

奈良県教育委員会が行う復原整備に伴う事前調査。1992年度調査で設定した東而中央トレン

チをさらに掘り下げ，杭土内部の築成手法を解明するとともに，土府断I耐のはぎI絞りを行った

(A調査区)。 また今年度は東而北半音11の基国および塔本体の石輸を修理 ・復原することになり，

石和の解体工事を実施した (B'C湖査区)0 11止下段 (第 l段)の石積は基本的に解体しない方針

であったが，樹木のJ恨に押されるなどしてfq'(いている部分があり，その石を一旦取り外して据

え直すことになったのでその部分にトレンチを設定し，第 1段石和の下にもぐり込んでいる磯

府および石般の広がり，現存する石和との関係などを明らかにした。

A調査区では， J.谷本体の七段石和 (上層石-1;'1)造営以前に造られた|荷役状の石杭および仏布状

の石和を検出し，この下府石耐を発見したのが大きな成果である。下府石和の平而位iiiは上府

第2段目から第4段目の間で，上病第1段石和前而から約1.7mのところである。下層石杭は基

底部が2段の階段状を呈しており，その上に径30-50cmの石を 5-6段に積む。残存する石和

の高さは約1.8mである。この下府石和は， s調査区では同様の形状を持つ石和を検出したが，

C 調査区では検出できず， 北端はrl(~認できなかった。 また B制査区では，前固までの調査で 3
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時期の変遷を確認していた基担上而石敷のうち，第IWJ基国上市石敷が下層石和の階段状の基

j氏石に接続するこ とを確認し，下明石拐に伴う石!肢であったことが判明した。なお，下層石積

に伴う土府からは造物は見つからなかった。以上の下府石和については全体の規模，構造や築

造時JUlなどは不明であり，干'1'設京芸元年 (767)に東大寺の僧実忠が築造したという「土搭」と

の|刻係を明らかにするのが今後の課題となろう。

その他，第 OWI~担当上而際敷は第 1 J~l~国上而石敷を約lOcm 埋めた上而に~泣いたもので，上

層第1段石和の内側へ潜り込むが A'B詩iM査区では批乱または削平のため途中で消滅してお

り，十分な確認ができなかった。C調査区ではトレンチ全而に磯敷を検出し，その延長が下層

階段状基底石2段目上面付近にあたることを確認した。この第日JYl基駐上国際政と下層石積の

|刻係を究明することも今後の課題である。 なお，遺物としては， 上l晋石献に伴う版築J~ から，

丸瓦73点・平瓦368点、が出土しており.B剖査区では土師器 (lIllC) ]点がw土した。

115 -

第
六
位

じ司毛民 4

宙
開
玉
段

己》

、首、:

-m
箇
段

'=='=-=禽_. +:怠--
~O~ A o 5 

iiJ'i熔i絢ヨ!日立{丘図 (1: 300) 

II! 

段

下層右隅珪u下層腫鑓層

口 側冊量

.11111111右量且川監

110→ Y-14495 
ト 110

Y -14490 

A別交区北壁土附図 (1: 70) 
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4 法華寺 旧 境内の調査 (第234-3・15次)

第234-3次調査は住宅建設予定地の事前調査，第234-15次調査は奈良市下水道工事ーの事前守~J査。

双方とも.j!f~定金主位illに近く，地桃が|刻辿するので， 一括して報告する。 法華寺金主について

は，第82-6次 .98-2]次調査で，前身建物の掘立柱の柱抜l以穴に凝灰岩の棋巻き石を投事長一し，そ

の上に礎石を置いたと忠、われる柱穴l側を含む， 41U]分の柱列を検出している。今回の制査で

も，明白な根石を持つ礎石柱穴 2箇所を検出し，これらはすぐ北の第82-6次調査で検出した柱

穴と性格が似ており，その南北間距離も約30尺と適当であるため， SB01を金堂身舎と考えた。

但し，庇柱は検出しておらず，また第98・21次調査ではその範囲に礎石掘形を検出していないの

で，可能性としては， SB01はl1ii身建物の佼世・規模をそのまま踏襲したものではなく，庇柱位

置では礎石を新たに据え，その掘形が浅かっために削平された場合が考えられる。しかし，こ

れまで伽取中軸線とされていた Y= -17 .686付近がSB01の西端になること，第174-22次調査で

検出した東西方向の雨落仙-が回廊のものであるとすれば， SB01の北庇想定位置に峻続し，これ

まで知られる伽藍配'iu:とは異なることなど，不審な点も多く，今後の調査で庇柱や安柱の検出

が期待される。なお，特筆すべき造物として， SB01の礎石被石中から奈良時代の新種の判ー平瓦

が出土した (図参!!(O。

その他の遺構としては， SB02は東西方向 ・南北方向ともに10尺等間の掘立柱建物， SB03はそ

v・177曲

"'2l4 - 15~ØI :iiE 

国
別6
 7l
 

v
 

事
X-U5'同

新型式車f平瓦
( 1・ 4) 

》ト14臼10

法務寺旧}ji:内i純資迂Hllj.図 (1: 500) 

れに切られたより古い技il立柱遺構で，ともに

法務寺が礎石建で整備される以前の建物であ

るが，法華寺の前身建物か，それ以前のもの

かは不明である。SB04は.j{li定金堂 SBOlのよ

うに搬立柱の前身遺構を持っておらず，礎石

建で新造されているが，検出範囲が小さく，

現時点では性格不明である。拐!立柱SS08，

SS09は各々 5尺InJ， 6尺I/ljで，柱間が小さ

いので柵列かと思われるが，建物の一部の可

能性もある。

造物には，前述の新種の!肝平瓦の他に.!Iff 

丸瓦6138A，!阿ー平瓦 6667A'C， 6713A， 

6714Aなどがある。また近世の土:t'[SK05か

川挫 ら多祉の11，凝灰岩，緑Wdlの長年，土器類が11¥

土している。凝灰岩は近辺のものが投楽され

ル"邑盟

国
I
1
1

日
たものであろうから，この辺りに凝灰岩基出

が存したと考えられる。 (森公式定)

- 8 -



飛鳥諸 宮 の調査

飛鳥藤原宮跡発錨調査部

1 992年度に飛鳥地域において尖絡した石神遺跡 ・ 飛鳥寺南方迫tW~;. IIIIU迫の誹l査概要を判lf与

する (訓裕一覧参!!の。

1 石ネIjI遺跡の 調査 (石や11追跡;第JJ次)

今年!立も旧飛鳥小学校の敷地を制査した。今回の制査j他は第4次司M査区の阿，第10次部ot区

の北にあたる。従来検11¥した泣怖は，大きく A!リJ(7 Ilt紀中頃 :itIYJo:Vj). B JUJ (7世紀後半 :天武

報1)， C JUJ (7世紀末-81止紀初以 :藤原符JUj)に分かれる。今回の司，¥I3'tでは AJUIとCJUIの迫怖を

検11'，した。

A期 飛13寺寺j或のï'lj~ヒに米両J)Jf.SA600がれ:られ，その北側に石初I@U*(f'i砂HVJの饗宴施設)が，

I判官[IJに水落遺跡 (itゆj六年 (660)に"1-'大兄!日イーが11，ったilil主IJ台=水l"f，;I-)が形成されたH寺WJである。

9次制査の段階までは AJYJを3小時JYJに紺|分してきたが.今回はおおむね A-3 JUIの遣備に|拠

られるようである。今回の訓査によって.該JUJのj1lj区阿it，j端部の級相がIYJらかになった。

検出した遺構は張il立柱建物4練 (S817∞.170卜 1702・1703)，姉!立柱桝 1条 (SA1 705)，消 3~

(S0297・1625，S0277・1595・1713・1714，S01715・1716).石敷 7Tm (SX 1706・1707・1708・1709・

1710・1711・1712)以上である。

S13]700は東西 51111，市北311¥1の身舎の凶而にJJ:Eがめぐる東阿械である。ただしI十iJiEの阿端の

柱を欠くので，入問悩となる。柱附

一部残ってし、る。

S131701・1702はS13]700の北にある桁行 31111，

梁11¥13HIJの総柱東問線で.ともに側柱筋を術jえ

ている。S131701の阿実柱筋は S131700の身舎の

それに揃えている。柱11¥1寸法は桁行2.5-2.6m

「桁行2.3m，梁間2.2mで.庇のIIJは1.5mであ 、
る。身舎の柱掘形の一辺は 2m， i奈さは1.7m 

程で. 庇のそれに比べて大きい。 なお~J;;刷土が ‘e 

'"・ ~1"l.l~

2.7mであるが，酋から 4HIJ 13だけが3.3mとJよ

い。この部分SX1704は通路の可能性がある。

事一ー _ !tA'lIfhil伽円、
喝、 7 ~ 

JI~μj也h!Z;J'j干t1カ':irn;(1 (1 : 8000) 
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相i通りの柱搬形は 1m前後で，商姿.fl!IJ柱のそれに比べて小さくかっ浅いので，床束と思われ

る。なお SB1703はSB1700と棟通りを揃えている。

以上の建物の周りには石敷がある。Ss1700とSs1701のHIJには SX1708・1715が.Ss1701の西

にSX1707がある。SB1702の北に SX1709が WiにSX1710・1711があ り.SB1703の北 に

SX1706・1712がある。石敷は AWIの建物の柱筋に合わせて縁を通しており，建物の外部はすべ

て石敷であったことになる。石敷は通路や広場としての機能のほかに，雨落ちも兼ねていたで

あろう。

SA1705は石敷SX1706の悶縁の見切りと SXl7l0の東縁の見切り(1:1]隔2.7m)の中央を迎る南

北塀で.SB1703北の広場と建物群を画する。柱UIJ寸法は2.5m等間で. 5問分を検出し，さら

に北へ延びる。SA1705の南端はSB1703の北ll!1J柱に直接取りつかない。

SD297・1595・1713は水落遺跡から延びてくる木樋などを抜き取った痕跡で.SD1595・1713

が木樋Eに.SD297が木樋 Hの抜き取り前に相当する。ともに水落遺跡から70m以上延びてき

たことになる。SD1595は調査区北端で鴎へ折れてSD1713へ連なり.SD297はさらに北へ続く 。

これらの抜き取り前の両ll!JJには木樋漫設l埼=の掘形があり. SD277がSD1595に. SD1714が

SD1713に.SD1625がSD297に各々対応する。抑形は幅約1.7m.深さはO.8mである。掘形に木

樋を据えつけたのち，版築状に埋め戻し，その上に整地土を置き，さらに石を敷いている。

SD1713とSD297は剖査区北端で交差する。ここは一辺1.2m程の方形の掘形が深いので，析の

ような施設があったようだ。なお抜き取りliYI:に焼土が含まれていることから，木樋を抜き取っ

たのは周辺の建物が焼けたあとのことである。

C期 街i立柱建物 (SB1720) 1税i，掘立柱lJJ(・(SA780・1725) 3条などがある。ほかに検出した土

坑の大半は， 出土造

物からみて，当期に

属すると考えられる。

SB1720は梁H¥I2 

間桁行7JIIJの東西棟

で柱間寸法は桁行 ・

梁11¥1とも 2.3m等間

である。 jl~1I総は北で、

西へ約 2。振れる。

北側に部分的に残る

石組構SD1722は北
!!!? 

雨~~Yj:である 。

SA780は剖査区北

端を横断する東西塀石事11遺跡第11次調子E泣構図 (I・400)

ハU



で， 13問分を検出した。柱川寸ー法は平均2.401である。これは第4次訴!査で検出した CJUIの区

岡市m~施設の京vljJ}，f.SA780の西延長上にあり， 一辿のものとすると.その総延長は251111(60111) 

以上となる。南北J}Jf.SA1725は北で東西財SA780におそらく取りっき， i:ti端で鍵の手に折れ，

SA1724となる。SA1724の西端は SB1720の*実柱筋延長上に位向する。柱IBI寸法はともに2.401

等1111である。これらのJ)Jf.(;l:Ssl720とほぼ同様の仮れをもっ。

出土遺物 注目すべきものに文字を箆f11・きした須

7il〈部 (別項参mo，京国系のT.H色土nilir.!f杯，外表に
白土を強り控小W:fiの ~jO~;のある A JUH土火IJ¥土の

大祉の壁土，第4次訓査11'，土例と同一似体の新HI，
製{i伏脚円而fJQ，f本部に 2条の川線と 3条の小突起

列がめぐる施~Ih陶碍などがある。 基部が凶fíJ錐形

で先端の鋭く尖る突起と深い椀形の器形からガラ

ス或いは金銀総の焼かl:，'ji.不の絞倣と思われる。内

外の施利はi炎紘一i炎黄色で.蛍光xk~~分析の結

果は銅を発色斉1Iとする鉛草IItであり本来は緑色lit-彩

まとめ 今回の調査によって， AWIのi!_4区画の級

相がより明らかになった。Ss1703とSs820の位

置関係は，旧小学校の単道下の調査を待ってiたす

べきだが，東区画の建物配ji'i:を参考にすれば.

Ss1703の桁行は 91111で.その来安柱筋と北側の

Ss820の京生E前j，そして Ss1330の東安柱筋が一

致する可能性がある。Ss1700の中納税lを西区別i

の1:1:''1~1t線と仮定すると ， 阿世11I には Sß820 ・ 1703 に

対応する建物があり，問区剛が*区画に比べて大

鋭校ーな建物配 ;u~になることが予想される。

水部遺跡に発した木樋が石判1jiJ:跡の奥深くまで

延び、さらに北とi!_4へ続くことも判明した。

両追跡の箔:接な|刻辿を示している。今後の制査で，

木樋の行方も明らかになろう。

C JUIのSA780が予想;ljillりで検出でき，さらにそ

の南方に CJUIとしては大きい建物のSs1720がみ

- 11 -

。 5cm 

5丹治h悦J?if(2 : 3) 



っかり，藤原宮JUJまで当地が総体として使用され続けたことも確尖になった。なお SB1700より

新しいSX1721は東開塀になる可能性があるが，所属時期は今後の課題である。 (佐川正敏)

石神遺跡出土の箆舎き土鏡 石や11遺跡では第 5 次市，J ftの短頚~Ig f(s五十戸Jをはじめ文字を箆f!?

きした土慌が藤原山WJまでの包含11'1あるいは土坑から10点余/U土している。それらには文字の

内谷や土持の特徴から生産地の推定が可能なものがあり，律令制成立JYJの土器の生産と供給の

様相を考える上でも i~tillである 。 ここでは東海地方産と .J f~定できる劉恋誌について， 今回の節

目次別査出土例と過去-の部l査て"の/1¥ニヒ品を併せて制介しておきたい。

第11次調査の 1，立大型直口鉢の体1l(1J;~I\に縦位 2 行に「楽人マ佐口/三野間加|口」とe.く 。 2

は平j阪の体側部に繊位にf生かれ， r三野同加々ム(牟)詐口Jと:ドl印tされる。体部上半の櫛抗波
状文とi:t線はこの時JUJとしては特ー異で，資i例は岐阜県各務原市尾崎大平黛跡群にあり箆むきの

国3・I't，と一致する。ともに大宝令施行以前の国評制下の生産地で恐かれたことは明白である。

]の袋入部は大宝2年の御野国戸絡にみられ， 国3・I'r，+人名の表記は稲岡県大野域市牛頚窯の

誕口縁部の文字や荷札木fliiの表記とも共通し，納税主体を意味するとも考えられよう。 3-6

は第4・7次調査/1¥土で「尾山寸Jrlll寸Jr久」 の文字は愛知県小牧市篠岡78~子紫に類例があ

り， 出形や胎土， 色部!なども鶴岡古然跡m;を含めた尼北古楽跡群のそれに類似する。「尾111寸」
r ilr'lJ の意味は r)~ (仮)寺Jr寺」あるいは「尾(張国春日部11日)iJl村 (郷)Jと般定されてい

る。 6，ま直径40cm代の~.itの底部に述僚に〈生かれた r:日比太j で，愛知県名古庄市:J.1WJl05号黛の

ね;鉢，正木11汀遺跡の長野i査には 「知見回」の文字がある。山一緑色に発色する内外而の鉄紬も

絞投烈の特徴と一致し、同様の「金五十戸」とともに紋投銭の製品と考えられる。

以上の諸例と類似する土器を美濃 ・ 篠阿 (ß~ヒ) ・ ~;i投窯の製品とすると，それらは 7 世・紀後

半の飛九地域に一般的な存在であり，東海地方の殺の性格を示唆するものと考える。 (i国ロス子生)

一ーー--

更三三三弐一一二j 。 10cm 

箆，!r-き土持実iP.胞1..f!i影 (1: 4) 

。，u



2 飛鳥寺南方追跡の調査

この部l査は広j或下水道立坑の掘削j也の選択に1'1':い，すlH~手'f瓦然の南方で 3 次にわたり尖施し

た事前調査である。 今回北を jl~ ，(~ =!fの寺域nil拠 . 市を伝飛，e~.f反荒1;f などの75殿:iil椛の北|拠 (米

限定).!.Irをj商船石が所在する丘陵.j!._qを飛I3川によ って閉まれた平出郊の 7世紀代を中心と

する遺構群を飛鳥寺南方遺跡と仮称する。みつかった石組LNIt，や1Ij'1渠は飛心寺南方遺跡の京の基

幹m水路といえ，肘f立と切り合い関係から A-C JUJの3JVJに分けられる。
A JUJ (7世紀中~後JUJ)には京1J!ljの丘陵止刊誌をi'jlJって傾斜而SXJ3とし，それに治って阿・泌さ

が約0.8rnの石組問渠 SXIOを設iji'lする。SX10の出土lti下l百からベニバナの花粉が大id:にみつ

かったので，上流に染色|長jiiliの工房があった可能性がある。

B JUJ (7世紀末-8111:紀代)には AJUJii1椛上に整地をしたのち，幅1.7-2rn.i奈さ約0.8rnの

石組出SD20をi昔前する。そして SD20から木倒 SX21と石組iiYtSD22を通して木樋 SX23に水を取

り入れる。のちに SX23の続きの木樋は政き取られSD24となる。石5iiJSX25の存在から.SD20 

の阿に幅約 2O1.尚さ0.201の従があった可能1"1:がある。さらに SX25の刊は会開石敷であった

れ. SX26はその一部であろう。柱列SXllは1.7m等HlJで 2H:j分検/1'，したが.性格は不明。

c JUJ (9世紀-101止紀)には SD20がまだ存在しその約 1m束に石敷r.iliill S F'l5を設iri:する。

そして丘陵からの耐水を剣道を横断して

SD20に流すために石組i，Y，:SD17を作る。ま

たSF15の京には石敷16がある。この上か

ら9世紀末から10世紀初めにかけての土師ぜこ¥

協が/1¥土している。

訓j査区付近は従来から水の利用に|勾わる ー

多織な形態をもっ遺怖が集中する特殊なj也

域と考えられてきた。今回検/1'，した遺構は

そのなかでも最大の脱肢がある。とくに

SD20は北で西にIlkがり. JI~ .t.:日J:の寺械を

避けてその耐を通り，飛鳥川に流れると41(;

定される。 また飛.r~);(助:第28次訴l査の石組 ・

i昨などとー辿の施設であった可.能性がある。 nV，王寺ït1方泣跡調*illfllt~1 (1 : 400) 

3 山田道の調査 (111田辺節5次)

リ人道樹原初l宮来日十;~ 'IH))jJltI.:~線拡幅工事に{午い. ，，，;..1王の東で尖胞した事前制査である。司:，I.J査

、:¥
1戸ノ

区中央にはかつて南北方li'Jの谷が走り.それとおそらく谷に注ぐ東西桃SD2805が7世紀後半に

整地で埋められる。そして.SD2805の上に設けられた藤原宵JUJの!.Iri-川市SD2800は，:E!定山凹

i立sr2607の北側市SD2540の阿延長線上にあたる可能1"1ーがある。さらにH制。lは不祥だが，粘土

保抑グLとも4ft定される一辺約 3rn.泌さ0.6mの土坑が多数段される。 (削11正敏)

勾

J



藤原宮跡・京跡の調査

飛鳥藤原宮跡発錨調査部

1992年度には，藤原、宮跡内で10f!I:，京助;内では10件の部!査を行った (22Jlの別査一覧参mO。宮

跡内の剖査は内装酋外事1¥地区と東方官級J地区での計画調査および百方官i街地区南部での司会前調

査のほかは小而和の事前調査である。京跡内では冨丘北方遺跡の調査を継続し，懸案であった

本薬Oili寺湖:の計画調査を本格的に開始した。以下，主な調査の概要を報告する。

1 藤原 宮 跡の調査

東方宮街地区の調査 (第67次) 内裏に束接する官1M地区は東西約66m，南北約72mの規模の官術が，

問に幅約13mの*1国道路を挟んで南北に 4区間，縦列配置されることが明らかになっている。
この制査はすでに区画の東北|判 (賀川次)と凶商問 (努;61次)が判明している南第二官術の内部

を対象とし，官術建物の構成と配置の検討を目的とした。検出した遺構は弥生時代から中世に

及び，藤原宮官ll1rの巡t{iltl洋とその前後の|時刻jに大別される。
藤原宮以前では弥生時代の斜行椛 SD7617，古墳時代の限立柱建物 SB7647. 7653，素掘ijYJ:

京プJ官街地区別貸越一併図(I・500)

- }4 -

土坑SK7608がある。四条々IIIJ路は

路而幅約 6m，官!IJiN;:心々距離は6.9m

で従来の所見と同じである。掘立柱

建物は北でやや東へ傾き，北の柱筋

ーを揃えている。

藤原宮WJの官mr建物は四条々問路

部には東西塀状の SX7601があり床

採りの可能性がある。官術区画の中

心は正殿の中央ではなく南1l!1J柱の西

から 4番目付近にあり，正殿の周辺



にはその束凶の姿柱と柱筋をliiijえたSB7610・7650，7620・7670が配され.正殿と討;建物とはそ

れぞれ等距自1~ (5 .4m あるいは 1 5m) にある 。 土坑 SK7641 ・ 765 1 はともに jl，~ Jj;l官の瓦を合み，前

者の炭化物府から1'1'，土した'/111製表記の荷札木簡によって，大宝令市IJ下にJ.!.Ilめられたことが判明

し.後者は後述の建物SB7650によって撲されている。

藤原、':gJUJ以後の逃併は建物方位の違いから 3JYJに紺l分される。北で阿に何iく大規模な建物1洋

SB7605・7630・7655・7660は，柱抜l収?にに玉石が詰め込まれる特徴から.玉石敷と石組lの間務

i俳 を伴うとみられる。 石敷 SX7632は洲市古1\に遺作するだけであるが， 各mに石の敷かれた4j~跡

が-rr{~認され，この l時JUJ の建物周聞は全而が石敷であったと考えられる。 SB7605は広い商庇のつ

く建物で身舎の中央に1111仕切があり， ff;j. i'lj .北に石翁Li非SD7621・7622・7637が配される。

SD7637は西走して南北線Ss7630の東両落治SD7631に流入する。SB7660・7655は柱筋が揃い，

調査区北端の東西石組出SD7675は剖査区外にある建物の市雨務泌である。これらの廃絶時期は

SD7637の側石抜取り助;/1¥土土保から10世紀以前と考えられるが，造営H剖リlについては郡表記の

木附が山土した土坑SK7641を躍って石放が迂げがすることや建物方位が山JUJのそれと異なること，

Ss7605が広庇をもつこと，周辺に奈良 ・平安H午代の石翁lはや113'渠があることから藤原宮JUJ以降

と考える。しかし，厳術には相対的に新しいことがTi{ll認されたにすぎず勝以宮JVJの中でのillて

替えの可能性が残る。r'，iM区間施設との関係を合めた周辺の成果を待って符考したし、。北で*
に振れる建物Ss7640の年代も雌証がないが 'k京六条三J;/]で検/1'，された条良|時代の建物lt下が同

様の方位をとる点から奈良H守代に脱する可能性が7.::jv、。

j~原宮の官iEJ建物配ir，~ は従米， 長大な建物のíl'(ダIJ ・ 並列配置が特徴とされてきたが. 今回.

区阿中央に東西棟正殿を配し.その両県から延びる抑立柱塀によっていJl必を形成する例を初め

て確認した。この述いは官1Mのぞ1:絡を反映したものと理解される。また，石敷を伴う建物群は

大脱艇で整然、とした配iRにあり.官1Iirの性格やその変選の解明にとって1f(必な意味を持つ。
内裏商外郭地区の調査 (第70次) この訓査は当該地区の附rHI料音1¥の椋材|をrYJかにし， rt1而区阿施

設を確認することで， 内楽外部のy.y，j北規肢を目。:定することを目的とした。

迂H/ltは藤原宮JUJとその直前期に大別される。日直前!リjには宮内先行条J'}jの凹条大路があり，

道路心が内事南外羽11M とほぼ一致する位irì:で検 / 1 \ された。 南北両側泌とも ~U.跡的ではあるが.

北側出SD7792・7793は幅0，5-] m 南側枇SD7791は叩0.7mで，両側仰心々距離は約16m。

藤原7i'.'JUJの遣桃には|人l磁i'lj. iN外事1¥侃立柱J))(:， 内袋iJlj大桃とj挺・m・池状施設や斜行i，W:，土
坑などがある。内事刊外羽1J))f SA] 670はも1:1111約 3mで4IIJJ分を確認し，束折してi*j外郭m
SA7800となる。南外羽¥J)j(:は1Jfの南北2等分の{、，i:1(1:にあり東へ約30mの佐川でi;yJjit院回廊の阿北

附にとりつく。これによ って内浪外郭の規模は京間303m. rfj~t378m と隊定した。

i'4大桃SD1680は師4m前後，i.奈さ ]m以上の端焼Eりi，Y，ーで，東山がSAl670の西約9mにある。

内議京外郭の東大椛SDI05に対置される引いjの法斡排水路である。消は上下2段に採ilられ， 下

段のi此はl陥].5m，泌さO，6-0.9mであるが， -'二段のi，Y;:は出の中松に設けられたj医SX7790の上
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流 (市)側と下流 (北)側とで大きく異なる。上流官(IJは上段械の両岸が広がり，東西16m，南北

10m以上 i奈さ0.2-0.4mの池状追椛SX7780となり，中に下段ii'/i:と斜行泌S07786がある。下

流側はmSX7795までのIIJJは下段出は将1m，深さ0.6mで直線的であるが，以北はhYt幅3mの
深いj儲りとなる。堰SX7790は西大慌を桃断するように 2本の丸太 (径12cm)を0.3mの間隔で

立て十数個の石を絡ませて配列した構造で，下流官!lJに散乱した石などからみると，堰は粘土を

混じえた石駅みであり 2本の丸太は他門に|刻述するものかも知れない。橋SX7795は東西2問，

南北21mの掘立柱で，東西3.2m，Tt;j~ヒ2.6m の橋脚に復元され，その佐世から先行条坊の凶条

大;簡を踏襲した東西の宮内道路が復元される。宮内道路の南1m陥時S07794は先行条坊;:fj側治-に重

なり，東流して西大桃へ合流する。

出土造物には木間，瓦類，土器類があるが，なか

でもI国大r，Yt下宿の鉄釘に閲する文書木附jや荷札が注
目される。また，西大iiYi:. i也状追f1I?の埋土から多数

出土した瓦類は，その多くが高台 ・峰寺瓦窯産の刺:

瓦，粘土手]~巻き付け技法の丸 ・ 平瓦であるなど大様

殿 ・l;VJ:主院地区や内裏外邦地区に共通する内容を持

ち，内事外郭塀が瓦泣きであることを示す点で重要

である。なお，広端官{IJに浅い顎をもうけた特殊な形

態の平瓦があるが，内装外郭堺西南|判の入|消音I1に用

いられた谷樋瓦である可能性がi吉iい。類例は平城宮

内装酋外邦地区;湖ft巡itllt図 (1: 600) 内裏北外郭 (平城宮第20次訓読)にある (37頁参!!¥o。

宮南商西門 ・内漉・外漆の調査 (第69-4次) 歩道整備ii工事に伴う宮南而西門想定位置の調査であ

るが，商而西門については基塩土などの痕跡は全 く認められなかった。南而内涼S0502は幅

1.6m，深さ 1mで， 3 J刊に分かれるJft杭層の上・中層からは瓦類が，下!汚からは土器や木前が

11'，土した。木附には表裏に「封 口Jr架道宰熊烏口」と古:いた検封木簡がある。外濠について
は外誌に向かう傾斜而を検出しただけで，ほかに宮内先行条坊@-tJj大路の西側榔にあたる帆

1.2m，深さ0.3111の南北枕S07758と， 2 X 211¥J以上の掘立柱建物を検出した。

西方官街地区の調査(第69次東西，他) 宮西南部の市営住宅建替えと個人住宅建設に伴う調査であ

る。検出した巡航は藤原宮Wlとその直前期のものに大別されるが，これまでこの地区ではいず

れのH寺期も大規模な建物を検出しておらず，この点は今年伎の 6件の訓査も同様である。藤原

宮WJ直前の遺構には第69次西区の先行条tJJiLti二坊々問路SJ71082の東側泌があるが，西側i荷は削

平されたと考えられる。藤原宮Wlの建物には69次東区のS87730，7722， 7720があるが，いずれ

も梁間211¥Jで， S87720が北で酉へ約 5度傾く桁行3問 (16尺)の建物であることが判明する外

は一部を附:認しただけである。 第69次東区の~I・戸 SE7700は幅約50cm ， J平さ 3cll1の板4枚から

なる縦板組の井戸で，底から小型の土仰器裂が1.'-'，土した。

cu 
'
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なお，下肘の凶分遺跡については.第69次京 .j1q区内で緊穴住}凡:11:戸，柱穴，織を検出し

た。検出した住居 ・柱穴は弥生時代中JVJrll業一後楽のH寺WJであり，ii'l;ーは"1コWJ後楽であることか

ら，この11¥)にJr5住地をかえるという土地利用形態の変化が認められる。

2 藤原京跡の調査

宮外周帯および右京五 ・六条三坊の調査(第69-9次.69-12次) 官跡のj1lj を南北に通る県道~imr有八

木線の建設に14:う事前調査である。第69-9 次は外周;a~: に 1立 íi'lし藤原宮の ill椛はない。 藤原7~i"

WJ直前の総柱建物や中|止のHI;:を(!'{Ii認し中世のiN;:SD7687からは7世紀代の地位、 1点が/1¥土した。

第69-12次では南半に想定された四二坊大路東 ・閣官!IJi品ーと五条大路南側消は検出されなかったが，

北半で西二ljj大路阿ll!1J出と五条大路北側i，Y;:，右京五条三坊東南坪l人jの井戸を検/1¥した。五条大

路北1][IJiJli SD7846はl陥1.2111-1.401，i栄さ0.3m，阿二ljj大路間側i品i:SD7845はl陥1.3m，i奈さ0.2m

である。:11:戸 SE7851は径2.5111，深さ2.6mの川形掘形で， :11:戸枠抜取り火から!篠原常WIの土r.ili

Rif聾，aJ~!~l器:Jg ， 1111物などが山土した。 土 Oili出裂の{本部から頭部には粗く制んだ1;I.~が造存し

た。下府の凹分遺跡については，砕j三|三でr.IlJVJ前業-r.ll諜の土砕を主体とする幅2.6mの南北大i品

を検 ，'1\ し，中WJ段階の遺跡:商|恨と ~(t定された。 北半で検出 した泌 6 条と土坑 ・ 校火のうち，斜

行i此SD7855・7854は前WJq:o段階，斜行i，'Ii:SD7853・7856・7857・7858は中則前半の方形周i九三去

を構成し，遺跡;の北から北西にかけては基城であった可能性が高u、
藤原京条坊関連遺構の諸調査 右京一条一 ・二ljjの前l査 (針i69-IO次)では阿-ljj大Jr(t，凶二ljj坊II¥J

路を確認した。西-ljj大路SF7491の京1l!1J俳SD7492はl陥2.3m，1引l!IWI;:SD7493は幅1.6mで，路

而幅6.3m，fj[lJi昨の心々距開tは8.4111である。114ニljj坊11¥1路SF7495は路而阿4.6m，東宙開側i詳の
心々距離は5 . 9 111 である 。 jllj-ljj大路:W: fl!ll i桁1'，土土器に， これまで11~μ地肢の石やIl j立跡から特徴

的に/1'，土した京国系の県色土日ili器)'，.が合まれておりi注目される。

右京二条二J:)jでは阿T十jj~ ;.の東北ì~)\ (m69・1次)で二条条II¥Jll指南側Ili的SD6331からill;ι、々 距離ーで
8m耐に位iFJする藤原官JUIの京jllji梓SD7740を検，'1¥した。また，東北.TI'から一条大路の推定位iE

(第69-5次)で一条大路SF6250を検出した。:1七jl!ll泌 SD7766は幅1.9m，南側r，Y;:SD7767は幅1.1m

で，一条大路は路j(li幅7.5m，i梓.(.、々駅間t9 01となり，これまでの知見を再確認した。

左京丸条因坊の調査(第69-11次) 芥久山のけjでの道路拡幅にj!J:う調査である。道路新設時の第58-

20次訓査でヲ;i!見した石組lllil'渠SD2430については，その後，埋蔵文化財セ ンターの協力で周辺地

をflL気探査した結果，凶北西一京市東の方li'Jに延びることが判明していた。今回の拡幅にあ

たっては前回調査を合めてそのHi，北延長吉11について制査することとし，都合]6m分を検出し

た。SD2430はj長幅0.4-0.45日1.j35さ0.6-0.65mの税般に玉石 2-3段を和み上げた1Jl1J石の上

に大きな天:)1:石を梨椛し内部には小型の際を光唄している。この;規棋 ・構造に|刻する所見は

先の成果のili認であるが，1!!11而とりわけ北西側の磁土は先の所見 (7 I止紀中頃の幣j也と一体でlWま

れた即位j色粘iJe土)と興なり 天井石を合めて}火色砂で!以〈桜う特典なものであることが判明し

た。 1I{'i渠内i})1が全て僚で、光領され，そのlij)!)I¥Jには干停止!.ltgl'Jやゴミの到!fiい水煽が詰まっている特
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|川崎 |蝿

X竃2尽~

徴からも， これが通常の

導水の用を果たすもので

はなく，呑久山南裾の扇

状地にあたるl暗渠北側周

辺部からの水をH音渠を磁

う灰色砂でila.すようにし

て集杭 し， 開口部で汲み

上げる施設であることを
底掴

想定させる。その行方や

施工時JYJ，具体的な用途
土 |

左京九条凶りif純資泣榊図 (J: 200) の解明が期待される。

左京十一条三坊の調査 (第69・13次=雷丘北方遺跡第3次) 199]年に発見された話丘北方遺跡ではこれ

までの調査成果から，左京十一条三坊西南坪のほぼ中期h線上にある大規棋な四而庇付東西棟建

物(正殿)の東方に東脇殿が南而の区画施設には門が想定された。道路新設予定地内とその商

でこの想定の検証を 目的と して調査を行った。その結果，東!協殿や区画施設をほぼ想定通り

Y16.800 

第66-1次調資区 SX2685 

S.'¥2745 

左京十一条三坊;羽査泣ml~1

。。
句
E
A

lUJ :¥168.300 

SA2845 

10 20m 



の位置で検/1¥したが.I"Jのill備は確認されなかった。また，遺跡の南京百1¥での制かな造住の様

相|から.A1-3'8の大別211

束l脇協殿S8283却Oは耳京〈阿jil肺耐L可，j庇小付jの南北制株{建物で.

規脱はjlq脇殿とI.il椴の身舎が17X2 UlIと4ffi定され

る。柱1111寸法は身舎2.4m等1111.庇の/1¥2.1mで.

身舎の3・51111自に11¥1仕切りがある。身舎内部に

は玉石敷があり吹抜けの建物とみられる。Tlq庇の

聞には丙阿部i伴S02836があって.mの東西川:
S02730に流れ込む。京間棟建物S82850は来安柱

列とihs!IJ柱 ・庇柱YIJの一部を確認したに過ぎない

が，東 .1141協殿の時F&と揃えたI旬1ft付建物であり，

第 2 次調査区の 3 本の柱 SX2732 を北側柱の- i~l)

とすると，梁行 2111Jで柱問は2.4m等111]， fij行は

171111と4m定され，問 .*，協殿とはそれぞれ4m隊
れて中央部のiliを塞ぐ位置を占めることになる。

京l協殿の東6.501 にある市北J)，日・ SA2845は中心区~hi

の束IUOJif.で.ih端でThl拠のSA2735と接続する。

91111分を検1'1¥したが.S02730がj曲るT-iiから31111

目が4.3mと広く .それ以前は柱111]1.7mで円形小

型の柱姉i1~. 以北はi毛方形抑形で S82830とねがj

が一致する。京JJJf.SA2845と京協殿S82830との距

離 (6.3m)は，凶塀SA2745と阿l協殿S82670との

距雌 (5.2m)より大きいが，京!協殿のTti5.6mに

あるI十'jIIHJJJf. SA27351ま総長約7801(265尺)となる。

醇il浪桝の中 ~~h紋付近には門が検/ 1 \ されなかったが.

簡単な/1'，入り口が存紅した可能性は残されている。

砕im~塀と 11仏殿とのIIIJ の*阿川 S02730は幾度かの

改作があるが.A 1 JVIのS02730AはS82850のIh

については帆炊く. S82830の東側柱筋以来では

阿 3-3.5mと広くなる。市立がのT十]の束pqi，Y，' 

S02740は東方で耳浮から離れる方向にのび，区ドlij

中和h;Î~~1 ・1・近に怖の存紅した形跡;はない。

逃tft'Itのその後の変遷は.A 2!u1にはS02730の

南 J-~~ を埋め て有で議;~すること で幅狭くし，

n
wd
 

11 

11 
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1I 

JeJ;t十一条三.lJjj立情変遷図 (1: 15∞) 



SA2845とSs2830の問の空間に鍵形の小ー規模な区画施設を作る。A3WIには SD2730を埋めて東

脇殿に南庇を付ける一方，先の空Il¥]には泌SD2832・2853. 井戸 SE2840，石敷施設SX2855・

2856を設けて庭国状とする。さらに，正殿が小規模な建物に変えられる B朋には Ss2750を徹去

した跡地を含めて南半ー怖を粗い機数SX2685とし， SD2740の北半を埋めて SA2735からの排水

のH音渠SD2880・[Jf.J渠SD2881が造られる。 Ss2830南端の東にはSD2846・SD2847・磯瓦敷施設

SX2849を造り，それ以北は磯敷SX2860とする。SA2845の東側にも SD2848が造られ，以北に際

敷SX2861が施される。

遺跡の性格については建物規模，形態，LB土造物などからは宮殿あるいは官術である可能性

が強いものの不明な点が多くがとし難い。建物配置からは正殿の北に後殿の存在を想定すると飛

鳥稲淵宮殿遺跡と極めて類似し，正殿の四周を長大な建物で阻む形に推定されるならば，石や11

遺跡 A-3W!(斉明削)の東区画に似た配illとなる。いずれにせよ中央部の建物群は左京十一条

三坊の西南・西北の2坪を占めており，建物群の南方と北方には相当の空間がある。今回の調

査で南而中央部に門や橋が検出されなかったことは，南方に一体性の百1"、関連施設を想定する

ことを難しくする官!II而もあるが これらの解明には周辺部分の継続的な翻査が必要で‘ある。

本薬師寺中門・南面東回廊の調査 (右京八条三坊) 11下年度の金堂跡、基壇周辺での予備ii的調査を承け，

~IJ 門跡と雨而東回廊跡、を対象として本格調査を開始し，伽車中取h線の確定と藤原京条坊との関

係の解明を則した。逃椛の残存状況は概して良好で，現地表面下約50cmの造営に伴う整地土の

上而で中門 ・南関東回廊と雨落fIIi.石敷，参道などを検出し，その直下で中門の造営に先行す

るi篠原京商三坊々問路SF2740とその両側椛，土坑などを検出した。

中門Ss130は検出した 9倒の礎石据付 ・抜取穴から，桁行 31m.梁行2問であり，桁行は総

長47尺，柱問寸法は中央問17尺 (5111)，問!協IHJ15尺 (4.43111)，梁行は総長22尺，柱間寸法11尺

(3.25m)等間に復町、される。これは間口511iJの平城京薬師寺の中央31111分の規模と一致する。

基担は外装が完全に失われているが凝灰岩を使用した形跡があり，規模は後述する雨務f，Yt.犬

走りの規模から南北長29尺 (8.55m).東西長55尺(16.23m)で，基位の出lま平 ・妥側ともに3.5

尺 (1.03m)に復原される。訓査区西北|問の土坑の花尚岩製礎石は直径 1-1.2m，厚さ約75cm

で，中門のものと考えられ，柱座や地悲座などはない。雨落l1Y;ーが直線をなすことから階段は外

側に張り出す形式とは考え難く，内n!IJに切り欠く構造としても礎石の厚さから復原される60cm

弱の基壇高からすると最大でも 2段を越えない。以上の成果から想定される中1"1の意匠につい

ては，重層門である可能性もあるが. 2 p，i1自にのみ入母屋の屋被が付く楼門であった可能性も

否定できず，南大門の意匠 ・構造を含めた全般にわたる詳細な検討が必要で、ある。

中門の周聞には南北岡而に二重にめぐる石敷と，石敷に挟まれて矩形に折れ1111がる石組i昨が

ある。石組Li1YtSD135・136は中門の同落構で，その内1J!1!の石敷SX131・133は中門基壇の外周を

めぐる石走りに相当する。また外ff!IJの石敷SX132・134は，中門周辺の化粧石敷と門の南と北に

延びる参道の舗装石!放である 。 北而の石~iJ.il背 SD136は帽60cm，深さ約25cmで、底石を敷くが， }，長
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石而には小礁が薄く tjt和する。南而雨落泌 SD135は北f][IJ石が抜き取られているが，側石 1石の

石翁w背でSD136と同規模と思われる。同落械は南而東回廊 SC140の取 り付く東而部分も師60cm
とみられ，その場合，中門側柱心から問落i#i心までの距離は平1l!1J.委側ともに約8.5尺と等しく

なる。南の石敷SX132は， 3142JUが南而束回1iiEの凶2列目の柱筋にほぼ揃う位置にあり，問90尺

(約26.5m)で南大門まで延びていた可能性がある。北の石敷SX134は幅4.5尺(l.33m)で北而雨

落i昨をコの字型に取り聞む。SX134の北縁に直交して追存する玉石SX150は中I'IJの柱筋に揃う

位世にあり，これを東の縁石として SX134の北から中門の中央問と同じ幅 (約5.1m)で金堂に

通じる参道が復原できるが，完全に失われている。

m而東回廊SC140は単廊で，柱問寸 法は桁行梁行とも12.5尺 (3.7m)等IIIJで311lJ分を検1'"し
た。礎石は2カ所で原位置を保ち，ともに上而の平坦な自然石で柱座や地桜座などはない。他

の柱位置では据付訂正跡と礎石抜l的反跡を検出しfN石が遣存する。回廊基町は玉石 1石での外装

で，基壇外装の玉石列が直按雨落柿ーの内fl!IJ石を兼ねる形式である。 SC140の悶落椛の幅は中門

雨落i品-と同じく 60cmで，回廊の基出師は25}ミ(7.4m).悲出の出は6.25尺に復原できる。また

後世-のìlY~に凝灰岩の!青が含まれており. @]Ji'1E~P.l';i.にも凝灰岩が用いられた 11寺mJが想定される。

中門造営時に施された整地土の直下で検出した西三事Ij々 問路SF2740は側部心々距離約 6m

で， 道路の ~IJ取11線は中門のそれとほぼ一致する。 また. SF2740の束1l[1J榔SD152に重複する葉掘

椛SD153からは本薬師寺式のllq:平瓦 (6646FL¥2互に)が出土しており， このUli:は寺域の設定に伴う

SF2740の廃絶後に開削され，中門の造営工事の直前まで存続した瞥定的な排水路と考えられる。

以上の成果による限り，藤原京の条坊は ~IJ 門の造営以前に施工されている こ とは明白である 。

ところが. 1 976年度の寺域TLqï半'Í 111~剖iの調査では四三-J;/j大路東側市が本薬mfi寺の瓦を含む南北構

よりも新しい重複関係にあることが確かめられて，本薬師寺の寺域は凶三1)]大路の施工に先

立って設定された可能性が高いとされている。本薬師寺と条坊の施工過程については，寺跡;全

-XI67 .580 
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体の造営手Jmを含めたN検討が必要となってきた。なお， 土坑SK154は7世紀後半代の土総Jr

と炭化物とを多iAに含み，寺域の設定以前の西itjff.1付の宅地に|刻わるとも考えられる。

本薬師寺中門と平城薬師寺中門との関係については，①平側の!I'干の出が平城薬師寺が10)く以

上であるのに対し，本薬師寺では8.5尺であること，②奈良時代の瓦が11¥土し平城巡都後にも中

門で瓦の差し替え等の維持管理が行われていたと-1ft定されること， ③本薬r.m寺の回廊は単廊で
あり，桜廊として完成した平城薬師寺は全而的新築であった可能性が高いことなどからすれば，

中門を移築した可能性は殆ど無い。ただ し，これはあ くまでも中門に閲する所比であり，金

堂 ・ 塔などを含めた移築非移築i論のもI~~i:は今後の;'J.\j査の進展を待ちたし 、。(j)!î口Jf~主)

~J，'j i'f. j也区 足I跡 ・調査次数 調盗 JUI 1111 商品~l 倫 ョdr 剥ヨ't~閃

6刈F・C'O 1Í~'J~(':~ç 第67次 91. 4 .17-93.4.6 2000 点ブ'j1¥W地区 同計画調1f.

6AJG-T' U 桜1以下・; 第69次点 92.6.8 -92.7.29 620 山フ'iHI街地区 市住宅立替

6AJL-E . F 枚以';;~' 第69次国 92.8.6 -92.10.7 820 i1liブ'JHJ街地区 iIi住宅立替

6AJfーT'U JI者以';;." 第70次 92.9.30-92.11.27 750 |λI~聞外邦地区 同;11画調ヨモ

6AJQ-f 必lJ;o;r ~l69・ 1 次 92.4 .13-92. 4 .16 72 ;{iJ;r、二象二r)j 伽1人住宅建設

6AJE-Q 総IJ;(J;C 第69-2次 92. 4 .24 -92. 5 . 1 24 ;(IJ;;;二条-1)j 伽l人住宅建‘没

6AJO-II 政If.o;r 第69-3次 92.5.19-92.5.20 12 なJ;r六条三t)j 例人住宅ill訟

6刈11・Q JÍ~JJ;(':;'" 第69-4次 92.8.5 -92. 8 .25 95 ';:0お而大屋外首長 i)i歩道ill芯

6刈P-R 必IJ;();( 第69・5次 92.8.27-92.9.3 60 ;{iJ;i:二条二t)j 1肺l人土地逃成

6AJIトP d夏以'j;'; 第69-6次 92.9.16-92.9.16 4 凶ブ'jnmi.l1!!区 1111人住宅建ol立

6刈H-P 必IJ;(山富:69-7次 92.9.16-92.9.17 7 阿プ'i1iJ5i.l1!!区 自由l人住宅建ぷ

6AJIトP t語以'::~' 第69-8次 92.9.16-92.9.16 4 1 l'り'inl街地区 fl¥j人住宅建芯

6刈~I - I\ ・ B ・ C lII'ilJ;(";:i 百:69-9次 92.10.13-92.12.2 580 日図書ト)[;1荷 りよ道路建設

6AJ P-R/6AJQ-C it'I'il);O;;; 第69-10次 92. 11. 9 -92. 1 1 . 13 42 ;{iJ;(一条二r)j 日I~歩道建設

6I¥Mf-B 必If.O;[ m69・1I次 92.11.]7-92.12.7 230 ta;(九条四r)j m道路鉱悩
6刈L-D'E' f 必I);(fi m69-12次 92.12.3 -93. 4 .21 729 :.j国外周fi7 L'，~道路建設

6AWI-j . Q 1II'il);O;i:第69-13次 92.12.8 -93.3.15 850 "，1;'丘北方遺跡3次 県道路建設

6i¥J0-11 d刷;(京第69-14次 93.2.25-93.3.2 35 左京六条三坊 他人住宅建設

6AJG-T 総IJ;O::' m69-15次 93.3.16-93.4 .15 230 州1J1\J~ij也区 jliO，名立替

6AMII-f ILIEH辺自15次 92.8.10-92.9.28 440 'tI;'j王点ブi遺跡 県道路建設

6I¥MY-D 本uiSr.i1尚，'1992-1 ;.k 93.2.25-93.4 .15 450 中I"J. rHi前東回廊 同ill"l菌;凋1f:

6I¥MD-U 石和11.i1'i跡第11次 92.7.8-92.12.22 680 I川区間 l孟Iin.問調査
51¥011-1 小終111";引992・l次 92.9.25-92.10. 1 18 伽1人納lぷ建設

5AKB・B 飛s，'i'rfiブJ濯I跡 92.12.1 -93.3.10 245 以下水道注目没

5BAS-T 飛鳥寺 1992・l次 92.7.6 -92. 9 .10 270 ;'fJ成見[f何百11 例入住宅ill;芯

5sOQ-N 奥山li~、引 992- 1次 93.2.8 -93.2.12 25 問団腕 伽l人住宅建設

5sST-M i以IH，'J・第8次 92. 4 . 7 -92. 7 .23 330 州問IP.lii!Yブj f附人住宅illJlt

1992年度 JIV.:~藤原宮跡発J靭訓査部発抱i却代一党
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平城宮跡 ・京跡の調査

平城宮跡発鋸調査部

1992年度に平城宮跡発掘調査部が実施した平城宮跡・平城京跡と京内寺院および頭j各と東紀

寺遺跡の調査概要を以下に報告する。調査一党については35頁の表を参照のこと。

1 平城宮跡の調査

式部省北半部の調査 (第229・235次)

T-m而大垣にもうけられた宮城門のう ち壬生門を入った区岐に 奈良時代後半には式部省と兵
部省が凍西左右対象に並立 していた。 昨年 (1 991)度までに，兵部省と式部省、I宇ï ~1と音11について調

査を進めてきたが，残る式部省北半音1¥について第229・235次調査として発技n調査を実施した。
式部省は一辺約74m(250尺)の築地塀で囲まれた官術である。築地塀の基底部幅は，添柱の

間隔から 4尺であることがわかる。内部空間は， 北寄りの音1¥分にもうけた東西塀SA15日Oによ

り南北に二分している。この東西塀の南側で正殿SB15100と東第一堂SB15300を， 北側で後殿

SB15120・西北殿SB15150・東北殿SB15350を確認した。いずれも礎石建物である。なお，東

而 ・凶而の築地の内側には 後に片!湘廊をとりつけている。

正殿 SBl5100は東西棟で，東北111~ :g11分の基助ー土および博組の悶落ili・を検出したにとどまるが，

北側の悶落ijVtに階段部分にあたる張り/JJしが2箇所あり，桁行5111J(60尺=12尺x5)の建物に

複原できる。南1l!11柱列は東西第一堂の南安・とそろうと惣定でき，梁間は 4IIIJ (32尺=8尺x4) 

で，南北二而踊のvリ姿造りであろう。礎石据え付け掘形が残っておらず， 他の建物よりも高い
基担であったらしい。東第一堂SB15300は.:1ヒ妻とその 11日lili，(l!ilの柱列を検出した。桁行31111

(40尺=13.3尺x3)で梁間2111j(18尺=9尺x2)に復原できる南北棟の総柱建物である。正殿の

北で 2尺ほどの間隔をおいて東西にならぶ凝灰岩切石911を28mにわたって検出した。北へ折

れる石列が4箇所あり，東西塀の雨悶部構を波る.fr(i;(板)の台とみられる凝灰岩ないし燐へ続

く。この南北列が東西坊'f.の柱と柱の間に位置することも考雌すれば，これらの石列を踏石と考

えるのが妥当であろう。この踏石に沿って東@f)J(:の扉をくぐり，北の区間へ通ったものだろう。

東西堺の北にある後殿SB15120は，桁行4IIIJ (44尺=1]尺X4)尺で梁IIIJ4 1111 (26尺=6.5尺×

4 )の二而廟の切安造りで，中市h線に柱が立つ。穴を掘って務とし込まれた礎石5'(問が残って

いた。後殿の両脇にある東北殿SB15350と西北殿SB15150は， ともに桁行31111(30尺=10尺X3) 

で梁JIIj21lJI (16尺=8尺X2)。この三つの東西棟の1mには，掘立柱による廊状建物 SB15130・

15140および商北塀SA15135・15145をもうけ，それぞれの空I:¥jを区画する。廊状建物の規模は

桁行5問 (45尺=9尺X5)で梁I:¥j1 1111 (9尺)。なお，後殿背後の東寄り部分に.北而築地に1m

く棟門SB15160がある。9尺のIIJJI何で{圭30cm強の柱似を留めていた。

奈良I~i代前半の迫ttllt として， 京第一堂の棟通り下層で検出した持il立柱南北塀 SA14680がある。

柱問寸法は平均8.5尺で、直径40cm近くの柱が想定できる大型の坊1・である。ほかには儀式用の版
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竿と思われる柱穴がある程度で 後良H幸代前半はさを|刻地であった。 南北塀は壬生門中 II~IJから束

へ275大尺 (330)く)に位'li'l:し，左右対・私;枕W11:のj!lj側でも，校火は米孤ii習ながらi:Fir6I的とみられる

2条の南北市が検/1¥されており 存在が想定しうる (1;;(1D)。

今回の調査によって，奈良時代後半の式部符の全容が明らかとなった。兵部省と式部約は同

I Y-18.250 

式締約調子王ill l/~図(I'xlA 1:ニ|三百i229・235次 下二1'-(:il220次

a
“. 
n
f
u
 



- ~.:Il絡で造営された250尺凶方の1157である。 1: ' 1:: 門の Il l fl~1I線か ら 1 30)~11~てた位iri: にそれぞれ

京間と酉ïfijの築地心をおき.Hi而築地心を"t; ，;，村，(， i 大.h(の心から 45 )~ :1ヒに， ~ヒ而築地心を仙集|淀

Itjl以から125k南におく(I:xlD)。ともに線路があるため米掘部分カf践すが.fl 1Il. Iこ比較すること

によ って補うことが可能である。まず兵部省の遺仰について，これまでの知見を 2点訂正する。

X-145.9∞ 

X-145.950 

SB14740 

式i~ií 'tì J.ltl 'fWi訓1~;ïWlfl:x1 (1::11 B ". r.~;236次干ニ1'.~;222次 I : 600) 
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第一に，式官11符正殿の検出により兵部省にも正殿が想定できること。兵部省の正殿はこれまで

認めていなかったが.rNと北の雨落i梓にあてうる東西i梓があること，基壇に該当する部分に舗

装の際1肢が1えばないことなどから，基国は完全に削平されているものの存在はまず間迫いない。

第二に，兵部省の後殿 <r北方建物Jと呼んだもの)を桁行5HIJと復原したが，中紬線上に柱がく

る桁行 6HHの建物になることである。

これらの点を踏まえた上で，同宥術のill椛を!照し合らせると，同じ風格にもとづきながらも

細部では異なる部分が少なくないことがわかる (凶C)。①築地塀の器底部何が，兵部省は5尺

で式部省では4尺である。また，京面 ・阿而の築地桝に後に付加される片廟j郎の出は，兵部省

がll)~で式部1îは13尺である。②*西併の南北位位が，式部省の場合，兵部省と 同 じ位置で地

訓消を検出したが，実際には2尺雨に変更している。③正殿の桁行総長は同じものの，梁間は

雨洛i停の心々距維のi主いから典なるとみられる。また，兵部省正殿が凝灰岩切石を用いた壇正

和基胞であるのに対し，また部学?正殿の~tll化粧には切を用いている。 東西tr;-堂 ・ 第二堂は，

梁IIlJがわずかに異なるとともに，式部学?のそれが総柱建物である。このように正殿と東西第一

立 ・第二堂の梁間が異なる一方，コの字形に配したこれらの建物に阻まれる空間を.130尺四方

にそろえる配慮がなされている。@東西城より北の区画の三つの京商械についても，柱間寸法

が微妙に異なり， 中央の後殿は建物構造も異なっている。したがって， 北側の区画を三つに区

切る市北塀の位世も異なり，式部省では阪ii状建物をともなう。

以上のように，築地の基底阿や例々の:m物の規棋は兵部符の方が大きく，式部省よりも格式

の高い官街であったことをうかがわせる。奈良時代後半の阿官街は，左右対称、の均整な配置を

とり高い音'.Flij性の下に造営されている。今回の式部省北半部の調査により，正殿の確認をはじ

め，両官術の正確な構造が明らかになった意義は大きい。
250 ト81-tーすート81斗

1<-50 

奈良時代後半の式部省・兵部省の彼li;l(医IC 数字の単位は尺)
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式部省 E賢官衝の調査(第236次)

1m項の第229次 ・236次;U，¥I査区の東|努にあたり.1991年度に尖施した第222次制査区とは.線路

を附てた北似1Iに{立ii1する。第222次調査によって.奈良時代後半の式部省の京側に，築地JJJ(:で!m

まれた別の'，'flltfが存在すること，その下J\'，1 にも州立柱桝に IJH まれた条良II~J・代前半の遺怖があり ，

/u土した木Niiから式部省に|刻わる宮1Mであることが予想されていた。この式部学j'W:官fnrの北半

部について，負(;236次調査として発抑制査を尖施した。

奈良時代前半 姉!立柱塀による区阿JJ;(:SA 1 4685の ~I:r に . 抑_:)H ì;建物 6 械を (i{1・25 した。 妨!立柱桝

は西而で]31111分を倹出し.北町;'[;1¥分は水路のため未確認ながら， 北へ1111びないことから京へ折

れて北而をjiliiしていたとみて誤りなし、。内部には正殿とみられる大型の京I川被があり.まわり

に小規模の建物が配置されている。正殿には佳て替えがあり，当初jの正殿SB15413は， 十fi行 7

11¥1 (68尺=12)cX3 + 8尺xOで梁間411¥j(44){=身舎]0)cX2+)白i12}くX2)の間的l建物である。

桁行の柱訓りは8尺と]2)くが交売にならぶ特児なもので， )，よい柱1111部分に1)1¥が忽定できる。や

や砕jに建て替えられた正殿SB15414は， m行71111(66)，-=12k + 9 )cX 6)で梁111141111(42k=身
合12尺X2 + Jfli 9 k X 2) の l国 ìfl i Jfli建物になる。 桁行中央問のみが12)-': と長い。 周 !J~の建物には，

京ゐ:りで米州部分にかかるが3!I¥j (21){ = 7 ){ X 3) x 2 11¥1以上(生U::j8){)の総柱建物 Ss154]5

があり，北凶部分には桁行311¥1(15尺=5}cX3)で梁11¥12 11¥1 (lO){ = 5尺X2)の小規悦な京附

械が3械ならぶ (S8]5416・154]7・15418)。

なお， 'ffl!fi を I L\ た北iWIで鍛冶 ・ $)i造|州系のIj~~~物を抗てた土ザL を 11j;;;ii9I'検/J'， した (SX1542]-

15431 )。 いずれも深さ30αnほどで，焼土 ・jえ・灰色村i1'[土が交互に枇秘し，怖の;J;J口やfJl:協が

多iifに含まれていた。 1:[\/1 \ した土 ?';fは平減土?~flai1FII JYIにあたる。建て符え後の正殿SB]54]4

の柱抜き取り?ににも ， 同じようなH~~物がJ77て られている。 制査区内で炉そのものは見つかっ

ていないが.付近で還者1¥後のlli営にともなう金凶器!:tP'(iが行なわれたらしい。

奈良時代後半 前半期の区間をほぼ踏襲して築地桝に造り伴え.:)};;出にillつ礎石建物を配位す

る官1mへと掠変わりする。iJyiflI築地は杭土やiぷ位は泣存しないが， r何の第222次調査区では煽り

込み地業が比られ.築地弘氏帆が5)-.:であることを確認している。北而築地は下府とliilじく水

路のため未確認ながら， iiiiT:H糾昨SD]5432とJヒにIJBく八馴11"1SB15434を検出した。間滞iNI:は築

地部分が玉析結lで， 門部分では凝灰岩切石による。 1"]の t~!v"l は ， 間務j昨心々で東西1].8m (40 

尺) ・南北8.3m(28)c)の規肢で，礎石州え十lけ拐形が3P:i ;~r残る。 柱川は桁行が中うた:11¥1 ]4)く，

阿世!IJ8尺で総長30)<.梁川は16)込(8)くX2)である。この八j肉11"]の確認により，上府'ifWが北

を正而とすることが判明した。築地|人jで検出した 2似の礎石雄物は，いずれも同正和JL刷の凝

灰岩j也被石が部分的に残り.J;'i)!JHを間務il'I，:が巡る。 悲!.l'iの航土は10数 cm残るものの，礎石扮i

え付け掘形が比当らず生tf立iiJ:はIYIらかでなし、。;JPWの鋭校は.北のSB]5438がTij北9.4mで}f{iJ可
11.6m，阿寄りの市北棟 SB]5442が南北13.4m以上で京i'y9.6mである。第222次調査検11¥の正

殿とみられるW:ii回線Ss]4740を合わせ， Jニ肘rfiffiの建物は3{lI(が明らかになった。正殿lま北I"J
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と心をそろえるが，今回確認した2f~iはいずれも西側に待っている。 この 2練の京側には祭大

の磯敷が広がっており， :1ヒ1"1心に対して対称位ii'1:にあった器出が削平されたとは考えにくい。

上府官術は京千年りに空間地をもっ非対称の建物配置をとるものであったらしい。

なお.奈良時代以前の遣桃と して，古地l時代のW，:SD1541 1がある。幅8m・深さは 2mほど

の北凶から陶東方向に流れるi走路で，栄子の木製品と布留式土器が出土した。また大型の査結

を組制した土坑 SX1 5412がある。 土附(.~艶 ・向均;をともない引王製管玉川闘が出土した。

下防 ・上肘の各官litrの性格について， 現在の見方をまとめておこう。下府については，第222

次調査で検出した井戸SD14690から木簡が多訟に出土し，多くは官人の勤務評定である考謀木

附であった。「式部省五口」とf生かれた品性土器も伴出している。奈良時代後半の式部符の下照

に官術が存在しないことも考慮すれば，東官1Ifrの下照遣ll~を予告良時代前半の式部省にあてるこ

とが妥当であろう。一方，その区画を踏襲した上層遺構は， 平安宮の絵図に見られる式IIrf(式

部厨)すなわち式部省のド付属機関と考えていたが，式部省そのものとは築地塀で隔てられ，北

に門を聞 くこと，正殿の規模が式部約正殿より大きいこ とから，別の官l~r に比定することが適

| でム? | 奈良時代前半

しI~

|よLぃι-m「
6ω(550) 

十48

5AI4ωQ 

(40)' SA 144∞ 
壬生門

壬生門北側の官mrの変a(1互ID 量生字の!ji(立は尺
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当かもしれない。上肘迫(，mそのものからは性格を判断する造物は11¥土していないが，第32次調
査でT十J而大垣の北陥落i昨から11'，土した木日Ii群 ・よ!H!r土器の中に.式部省関連以外に神祇1'fに|刻

わるものが合まれている。これらの造物が.'WJ集院南方の'r¥'mrからおてられたものとすれば，
上府1~\'1市をや11紙宵に比定することも一家である。 平安);(でのや11 紙'，'fの位jrí:がやは り宮の東南|利

付近であることや，雄物配置が左右非対称で類似することも参考となろう。

以上，第236次までの淵査成果を踏まえて.:r:~ミ門 を入った地域の変濯を示したのが悶 D で

ある。 奈良時代前半には， 壬~三門を入ると朝集|淀rti辺の区間が正HIi に比え. 550大尺を隔てて東

西にTti北.t))f.が配置され.その1111は広大な空閑地となっている。そして前北1jft.SA 14680の京に式

部省があった。奈良川:代後半になると，市北功f.は撤去され京阿に正方形の宵1Mがおかれる。式

部省は新設された京の区画に移り.かつての式部省の跡地を占めたのはや|凶[~官と想定する。 袋

良時代前半の式部省と後半の利市[官は，ほほ同じ区阿を踏襲しており.T十j北長は250kである。

ただし東西長は束而iの区間を検出しておらずrYIらかでない。けれども，袋良時代前半の当初jの

正殿 SB15413の桁行心が.西而の掘立柱塀から 1 00尺のf~irl~にあり 奈良時代後半になっても，

北門である八脚I"JSB15434と正殿SB14740は. 101じようにiJ叩ii築地から100尺の位iEを心として

おり，開門である秘1"1SB14725もわずかにずれるがほぼ心をそろえている。この南北wlが奈良

時代を過して意味を持ち続けていることを考服すれば，これを11"1111とする東西200尺の区白iを想

定することが妥当であるかもしれない。

第二次朝堂院東第五堂の関査(第238次)

第二次刺1~:1淀の 1 2立のうち，昨年 (J99 1 ) 皮ま でに京都-iiどから凶堂までの尚北棟について淵

査を終了した。いずれも現存基出に建つ礎石建物を臨認するとともに，下1¥'1に掘立柱建物を確

かめている。今回，第238次訴l査として京第五堂の訓査を尖施した。京阿械のM:主としてはM初

の調査である。その結'*.奈良時代前半の掘立位建物である下附京第五堂SB15700と，これを

建て答えた安良時代後半の礎石建物である上府東第五jltSB15710を検11¥した。

奈良時代前半 下肘京第五堂は鋸立柱建物で20~~の柱火を検11 '，した。 桁行121IlJ (120尺=10尺×

12)で梁11114 II¥J (40)く=10尺X4)の南北にj揃をもっ両lili建物である。'*第二堂から第四22:まで

のけj北~*の下肘 ・:OJ ~~:が. 初出古1\に而する西側にのみlili をもつのに対して. 東西械の下!日，第五堂

が両j高lであることは新たな所見である。阿l和である点を除くと， 下j付第二:主 ・第三;主と規模は

等しし、。 身舎の北~[IJの柱筋を第凹堂の北安に合わせ，北川i音11分はこれより北に 11\ る 。 来事は第

四1itの凶Jiiiからは20)く(5.9111)にあり.fFの11¥を考1.&.すると，かなり近*した位ii"i:1刻係にある。

なお . m安部分のIfJr ち'，1111 りの車内巣，下肘の柱穴に先行する位抗I!)r~を検1 1'，した。 身合妻柱と :1七人

側柱の間におさまる佼iFtである。西側にさらに l例あることを服，認したが，ともに柱の抜取り

痕跡はない。節凶誌のj助合，一度掘った柱穴を砕jに拡脱しており，施工段階での変更を必定し

ている。抑形を拡張した第四立とは方法が異なるものの.1刻辿ある現象と考えておく。

奈良時代後半 上肘京第五堂は本瓦IIきの礎石建物であり.版築による基出の上に建つ。いず
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れも礎石は抜き取られているが据え付け掘形が28箇所残っていた。上府東第五堂は桁行 9111]

(111尺=身会13尺X7 +lfIilO尺X2)で梁!日J41旬 (46尺=身舎13尺X2+陥ilO尺X2)の凹而廟建物で

ある。これは第二立 ・第三盆と同一規肢である。また，礎石姉形の四方に配された足場穴，さ

らに器国南側で，基血縁から6尺ほどの位置でならぶ軒先まわりの足場穴を検出した。基出の

規模は，凝灰岩切石による地桜石の抜き取り跡から.東西125)て (約37m)X南北60尺 (約18m)

に復j京できる。階段は東西に各 1問所， :1ヒに 3箇所を認めた。南辺側にも 3箇所にあっただろ

う。建物から基血縁までは 7尺 (2，lm) 階段は基血縁からさらに 5尺 (I，5m)外に山る。基担

の周囲には際政の舗装がなされている。

今回の調査によって，東西械のi:VJliA:にも下府建物の存在が確認でき，第六堂が米調査とはい

え，第二次iWJ堂院に当初から121主がそなわっていたことがほぼ確定した意義は大きい。東第五

企の規模は上用 ・下層とも基本的に第二堂 ・第三堂と等しく ，さらに同ーとみられる第六立を

加えて，東西各六つの~i)t主のうち，第一堂と第四堂をのぞく凶つの1羽生:が同一規模となる。

また，奈良|時代以前の泣椛についても，ある程度の様子を明らかにできた。古出時代前期に

は集落が営まれ(竪穴住居SB1565ト 15652)，その後おそらく中期には古噴群が形成されている

(方的SX15660-15662，円j賞SX15663)。奈良時代の整地土下には，住居主1:や古噴が広がりをもつこ

とが予想される。さらに 7世紀代に入っても，確実な遺構としては土坑]基 (SK15680)にとど

まるが，包含J~'1 中に多くの土保が認められ，古墳周濠の組立土に白鳳l時代とみられる瓦が見ら

れるなど，この地j或が継続的に生活の場として利用されてきたことがわかる。

第二次〈リj ，;E院:lli第五i色調資迂HI~閃 ( 1 : 500) 
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東面大垣の調査(第234-11次)

法華寺11111人jにおける奈良市の河川改修 (ボックスカルパート以設)に

ともなう発長H調査。111，年 (1991)度に第223・16次調査としてTt.iO!IJを;WoJ

査したが，それに続く 北延長官11分にあたる。総延長100mにおよび，

平以下{東而大垣の-1ft定位iR付近にあたる。

トレンチの北端と中央部の 2箇所で*而大坦を検.'1'， した。北端では

大所の*半世I1が残り.)!メさ10-40cll1ほどの築地航土および京附務併

を確認した。 ;J~I長官11は姉!り込み地業でなく，地 1 11削 り 1 1'0 しによる 。 こ

の地点から北の水上池に向かつて，築地は高まりとなって現在の地表

前においても認められる。 トレンチ中央部で検11¥した築地は，やはり

;JJ; Ji.~部を池山 j'jlJ り /1\ しにより.その上に]5cm ほどの初土が成る。こ

の築地基出部分の幅が約3111，築地本体の幅は不明。jj[i:l:i泌出は中日

0.7mで深さ0.25m，阿岡部品ーは幅 1mで深さ0.25日1である。 2問所

で検出した京而i大垣の位置は.これまでの想定から約 1111 i'qにずれる。

itJ端付近では訪日立柱建物2械を検出した。北fWJのものは北1mのつく

東西線とみられ.京芸::の4:1，~の柱穴を杉ttI ~した。 HiJiti の平日![fi は ;;J，'，]査区

外のため不明。大垣のすぐ内側まで規般の大きい建物がillてられるH手

JUJがあったことがわかる 。 そのTy，jの建物も |百l じく京ïlÿf~(になろう 。

一条通りよりTijの卜レンチでは， 2基の住火を検1'1¥し，昨年の

223-16次市lヨ!日11分と合わせて6~，~の柱穴がならび í十j北の孤立キI))j{: を

構成する可能性カ可:・4 くなった。 柱間は2 .4m 前後だが/f~tHíjv、である。

西面大垣の調査 (第234・12次)

寺の1!II裂II改修にともなう調査。 jlqjj而大短の;;I，~J反日!;と jjü!:i孫i砕を雌芯

した。築地部分の下肘には斜行する流路があり.これをj恨め立て雑j也

した上に大垣が築かれる。斜行i，Y，:のi註下肘から奈良時代初!リ!の訂i悲出

鉄鉢カti'B土し.このifll分の大町築成は選者11直後には巡らないらしし、。

斜行川のはずれる北壁付近の所見からは， J也山を[t!り込むj血業はliZめ

られない。 築地法ほí~'I)の fi'l土が厚さ 5 -20cmでl阿3.2mほど政る。築

地本体の叩は不明。京f:f:ii存i，'I，:(ま，現状で叩0.3111で深さ0.1111で、ある。

東薗大垣

130 -

140 -

X-145.t50 -

160 -

東西棟建物

-X-145.2∞ 

-210 

(i日本~' I‘文) 掘立柱塀

.Ji 1 I 1-220 

tp I 1 Y-17.810 

tJli t(ti J;:.ht;J'l脊足I悦|主1(t : 2∞) 州大dh脊441E11l(l:6∞)
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2 平城京跡の調 査

左京三条ー坊十・十五・十六坪の調査 (第230次.234-10次) ともに駐車場造成に伴う事前調査。発

抑の結果，十五 ・十六坪のJIIJには三条条IfIJ小路が存干1:せず，向上ドが条良時代を通じて一体の敷

f也 として利用されたことが明らかになった。 ill し，同p!~の IIIJ には京凶中指h線上に礎石建の門

SB8を1mく築地Jjjf.SA 1があり.Iti北二つの区画に分けて利用されていたと見られる。SAlは門の

位irl~決定方法から考えて， 平城京造営当初からのものと見なされる。 SD3a . b. SD2a' b . Cが

尚北の間務I，YJととなる。十五pドの中心部では，三械の大型東西材iill物SB14・15・16の東西に南北

t~fill物 SB13 ・ 1 7 を配するという . J;(内の宅地だけでなく，宮内でも例を見ない配置が奈良時代

をjffiじ続いている。これらはいずれも当初のぬ!立柱建物を後に礎石建物に建て仔えている。瓦

の分布から見て.SB14bが瓦王lき辿物であった可能'1'1:が高い。また十六坪では2111Jx 7111]の身

舎の四而に庇が十j・ く桜めて絡の向い来四棟擁立柱建物 SB7が建てられ， 京内では lt:i大脱艇の~ I・

戸SE6が設けられている。SB7は桁行 .!諮問方向ともに柱IIIJ寸法は身舎9尺，庇8尺で，桁行

は総長79)亡梁間は34尺。瓦の分;(tiから見て，瓦.iJきill物であった可能性がiI3い。SE6は一辺

が約1. 8m の蒸能組の~I・戸で (1:;(1 参!!H) . 従来立内で1I立大であった長居王邸の~ I:戸 SE4850の一辺

1.35mよりはるかに大きい。横仮は 7段 (1段の尚さは24.5-26.0cm)が現存する。i采さは約3m

である。舟形および11:戸枠内j.!J!.土1'"土の土器の年代から，ヲ長良時代後三|三に掘られ.長岡選者11以

後に廃絶したものと考えられる。その他.11:戸枠1肥土から予告良時代末期の軒丸JC.井戸枠内か

ら「内口〔匠カ〕波」と記された/1三fiij1点， 斎:1'1・1111物なとeの木製品カ{IU土している。

十五 ・十六坪は，平械宮の持jに接するj也であり，その建物配i丘だけでなく，山内の則合'iみ器

出'i'f1IfIと!日lー型式の粁瓦が全粁瓦の四分のーを占め，叫が多数11¥土し，官街:?'Iの{'l:かれた木flii

左京三条一幼卜 ・十五・十六上1'，刈1f.佐世間 (1: 5.000) 
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一方，十時と十五J'I'のIIIJでは.京-.lJj坊11¥j)ii小路SF33や十作京辿を|拠るrN北方向の築地J)J(:

SA34・柱IIIJ8尺の長TI.:y~柱の I"J SB35を検11'，しており，十fI'は十五 ・十六Jtとは別の区間であっ

たことが明らかになった。十n束辺で検11'，した-;)1:戸 SE36は 一辺が約 6 m の|糾丸方形の持i! Jr:~を

もち.枠木は全て抜き取られ，土;坑状を足する。，11:戸枠i}i取穴からは平城日の土器や「 ・絞宅

111二 I~，j/ ・ 口年六月 ー|十一 日口口〔赤染カ〕口J. r辿チ壱斗jなどと記された水Oii5点が出土した。
また十.t'l'阿南青11の節234-]0次調査 (34!'i 1;<(1参mOでは，奈良時代の蛇行する流路SDOl(申M4-

6111，深さ 2111). これと J(桜する~ I:戸 SE02などを検出した。 SE02は. ~ I・戸-1ft!)隠は95αn の方形で，

内側に 8枚前後のii'1-v、縦仮を立て並べている。，11:戸!なから3Ju.¥;':?if.fi'lU依・広口3612・能状編物など

とともに木附 7 点カtlB土した。 木削はいずれも j'jlJMで，印刷~J. r阿jなどの記載が見える。
SE02は造物から細かい年代を IlJ~定できないが， SDOl下肘 Jjf.航のある II~!点で造られ. その上附と

!日I IJ;~:に廃絶している。 SDOl 下肘からはいJifli に放射 IIff:丈とラセンH日文をつける土r.iIi待相;A カtH'，こlニ

しており.平域日からIIIの古い段階まで流路として使JIJされたようである。上jMからは土川持

腕 A が11'，土しており，平城 m の中段l併以降のある lI~i点でJ_!j!められたものと考えられる。
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左京三条一坊十.f'l'は平安京では布IljI{?江の位置にあたり，その位iu:で奈良時代の蛇行流路を検

11'，し，池の存在を示唆する印刷むJの木仰が11'，土したことは注目に値する。illし， 第230次調査

では，某宅の存在を411f定させる木f:iiも11'，土しており，偶人の邸宅の可能性も高<，今後左京三

条-t)j十坪の性絡を検討していかねばならないであろう。
東一坊大路西側溝の調査 {第234-9次) 駐車場造成に伴う事前淵査。左京三条-J}j十六坪東側の東

一駒大路凶側出SD3935を約 5m分検11¥した。SD3935は.帆は検11'，而で 6m， J氏で4111，深さ

1. 6m の|折ïúi逆台形のUII:で刊J~に40-50cm 大の河原石による諜伴を持つ。 埋土は上から IIffl天

制色砂質土 .IIjJ灰色粘'f(土 .lIi'1ttl色村i1'(土 ・H行灰色パラス土の叶4肘に分かれる。泣物には木

f:ii 8点，金製飾金.H断)r，和制|品!苅;6点，や11功閲宝 1;点.417金J!.4点，海老鍵1点，鉄釘2点

などがあり，またjEj;!:石91Jの南端でt~*と思われる木製品がまとまって出土した。今回の調査

で，JU-:tJj大路間側出に，部分的に護;~!:の施されていることが明らかになった。 また 11土下用の

H庁灰色パラス土JI"づからも奈良時代後半の土器が11¥土しており，*-J}j大路jJtj側械は袋良時代を

通じて椛としての機能を保っていたと考えられる。SDOl(立中日約40cmの素掘榔で，左京三条-J}j

十六坪の*を1lJ~る 1~.J盗施設の東側1昨の可能性がある 。 SD02は中世の瓦器や火鉢を合むUI;:。
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左京三条-以i十町調査泣椛同 (1: 250) 京-J)j大路jJ可slII協調査遺構似1(1 : 400) 

東紀寺遺跡 {第240次) 奈良女子大学附以'1'・ 尚等学校の体育館建設にi:i'う事前調査。当該地は

平J成京外にあり . 紀苛・跡41t定地の*~!'，)l OO O1 に位置する 。 建設iiHlijでは，建設予定地に建ってい

た講堂を撤去し，より広い而杭の体育fi.nを建てることになっていた。調査区内は講堂建設の際

ト... マ四

A 

の造成とそれ以前の制作により大きく j'jlJ平を受け，さらに講堂説礎や建築廃材を投殺した土ぢL

などによるJit乱が若しし、。また調査区北辺部では，汚 .f:1:i水色:の~設による撹乱が現地表下

l.301 1m後に述している。調査区の土附は上から造成土，耕土j付，控黄褐色砂n土肘で，以下奇襲
用と粘土 ・シJレト附の五Jriが続く。泣併は償責褐色砂質土肘上而で検出し，担fit怯j色砂質土府

以下での造物の11'，土は確認できなかった。検11¥した遺十時には，古噴3法 (SXOI-03)，土坑1基

(SK04)， :)1'-1寸]~I~ (SE05)などがあるが，いずれも上半部はかなりのj'ilJ平を受けている。

SXOI -03は周泌!辰吉1\が僅かに残るのみで，深さは20側n~後，師は 1. 5- 2mである。いずれ

も周濠lλjに以尚色のあW(土混じり砂抗土ないし粘'IT土がJl凶tし，Jl皇制土の色調 ・土質は共通す

る。SXOlは内法で12m前後の方lJ'tになろう 。 J1I~杭土中から JI自給小}七土伺i器i台市:が11'，土したが，

風化が者しく 11判明は不詳である。SK04は杭径1.2111，深さ30cmの川形を呈する土坑で， 9世

紀前半のm泌総，土nm(，誌などが11'，土した。大手n型の土馬11阿部n-も11'，ゴこしているが，9世紀まで
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は下らない。SE05は， ~ I‘戸f4"!土上三|土音1Iが一辺約90cm ， 高 さ 1 m 以上の方形縦板縦横伐flf め， 下

半部が一辺20-40CIll，1台jさ約 1mの六f{J)彩縦似定11， }，氏古1Iに円形1111物 (白後40-50cm，市さ20cm) を

抑えている。現状での深さは約2.2mである。井戸御形は|街段掘りで，検t'I¥而では直径 3mの円

形，検出而から50cm下で一辺1.5m程度の|判丸方形に狭ま り，さらに1.7m下で直径]m内外の

円形土坑となる。 井戸枠内の埋土には 9 世紀前半のみi~i!B器，土師器等が含まれ.井戸はその頃

に廃絶したと考えられる。 また:11二戸掘形四辺mlの担II土から大和1型の土馬胴ml片が出土したが，
今回の出土状況からは井戸枠設置|時の祭杷に

f'l~ う も の と は断定できない。

今回の訓査では，調査区内の削平が若しく ，

古代一中世・近世-の遺物包含Jr1は皆無であり，

遣備も全体的に少なかった。上掲以外の造物

として は，純文ヰtJVJ土器小片 1 点 (撹百L土 n~

土)，粁平瓦 l点 (6732F)，平瓦数点，銅銭

(銭文不明)などがある。 (森 公i;f)

刊醐 ト川国 申 y.u略3悶

‘'¥!l]O 

'1t!>I 

東条:寺立H占:湖主計足I椛J;l1(1 : 800) 

2用~地区 治跡 ・ ;澗~-2J，数 ;刈脊!日1 1111 而 4立 i桁 王J5"

61¥1¥11卜x.y 'f JI~':;\ t!i229次 92. ，( . 2 -92. 7 . 9 2100m' 式日11干?

61¥1¥11・61¥1¥1 'r'級官第235次 92. 9 . ( -92. 9 .24 1200m' 式的I:t'i

61¥i¥l1・61¥1¥1 平城7!_f 第236次 92.10.3-92.12.26 3300m' 式日11 1'î東'I~'mj

6AAV w城'iP; ~1238次 93. 1 . 7 -93. ，( .8 2400m' 第二次l:VJ~'t院京第五ài:

6AAN 平械':!.f t!i234-1次 92. ，( . 6 -92. ，( . 8 20m' 'I(~.主1江lλ1 :1仁ブJ

6ALs・6ALC 'T'.~~古負i\234- 1 1次 92.12. ( -92.12.15 125m' 東I而大]1j

6i¥D日 'T'.城1出( 昔';231-12次 93. 1 .27-93.2.5 30mz 西1m大垣

6AsN 'n~'i'i第234- 1 3次 93. 2 .10-93. 2 .12 21m2 司'.1)主官!大1:1ヒブJ

6i¥sN 'f!波宮 U~231ト 1 4次 93. 2.16-93. 2 .19 27"，2 平械'::fJ1、1:1ヒブJ

6Afj 平械}j( ~~230次 92.7.6 -92. 8 .31 1700m' tD;(三条-J)i十・十五 ・十六坪

6sYS 平j成3ft ~~233次 92.7. 1 -92.9.4 700m' 淀川寺

6日ZT 王ド械~rþ~ ~~237次 92.10.28-93.3.2 4011】2 :iJi終
6AER '1'減Jit 有';240次 93.2.10-93.3.30 1500m' i11紀ミ5・足I湖、

613TL 平城京司i¥234・2次 92.4 .2 -92. 4 .22 13m' 京大子'jd.克|λl

6日1'0 'I'.JI.良京、 ~ï234 -3次 92.4 .15-92.4.22 58m2 1去 (I~ ;'fl円境内

6ASs '1'械)j{ ~ï234 -4次 92. " .20-92.4 .21 6m2 平城山北プj

6AS日 'f;.~RJj( 第234 ・5次 92.6.22-92.6.25 36m2 '1 '減'tf~ヒブJ

6AS九 'f.l)ま);( ~ï234 -6次 92.6.25-92.6.29 12m' 司(1)主':ii ~t:Jj

6ASi¥ 平城京 ~;234 -7次 92.7. 1 6m2 '1'.J，Jt:i;'北ブi
6日YS 平城京司i¥234-8次 92. 7 . 6 -92. 7 .10 5001' W;r.lli#旧j克l人i

6i¥fj 'T'.l)車五t ~~23lト9次 92.10.5-92.10.19 100m' 東-J)i大路西側榔

6i¥Fj 平城京自1'1234・10次 92.11.18-92.12.1 90m2 1μ;(三条-J)i十上l'

6131'0 平h主京白1'123'1-15次 93.2.22-93.2.23 4001' it眼寺i日JJiIλl

6i¥Fj 平城京 ~ï234 - 1 6次 93.2.25-93.3. 1 30m' 左京三条-J)j七月t

61¥S!¥ 平域首(首'1234-17次 93.3. '1 -93.3.8 32m' '1ξ JI~'ú~tブi

6i¥LE 平城京 白1'1234-18次 93.3.15-93.3.19 20"，' 平W:fDli辺

1992年度平城~~f跡発品]: ;利子h\Me品ll i羽1f: . . ~y 
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藤原宮跡 ・京跡出土の道具瓦

3 

瓦笑il!lJ図 (J: 6) 

飛鳥藤原宮跡発錨調査部

1992年度に行った調査あるいは整理作業で見出した

特殊な瓦について報告する。

藤原宮第27次関査(東画中門調査)出土丸瓦

1979年に行った藤原宮第27次調査では，宮東而大垣

の内と外にある泌から大iii:のー瓦がw土した。
1はそのなかの一点。現存長26.2cm，玉縁長7.3cm

の一見普通の丸瓦である。しかし，通常の丸瓦 (2) 

が脱骨-に巻いた粘土円前を二分割して形成するのに対

し， 1は三分割して弧の浅い細い丸瓦とする。通常-の

丸瓦と一緒に使用できないことは確実だが，その用途

は明らかではない。

Iと2は，丸瓦音1)と玉縁部を各々別の粘土板で成形

する技法が共通する。JI台土，焼成等から判断して，こ

れらは藤原宮瓦のGグループ (r飛鳥藤原学報nJ)に

属す。さらに 1には，玉縁者1)の布をしばったねtの圧痕

がある。これも Gグループの丸瓦に観察できる (大

脇1992)。玉縁部の紐圧線は，法隆寺西院{加産や川原

寺の丸瓦にも認められる技法である。

雷丘北方遺跡第3次調査(藤原京左京十一条三坊)出土丸瓦

3はほぼ完形の丸瓦。全長33.6cm，師17.5cm。丸

瓦の玉縁部が欠相したかに見えるが，玉縁段部の凹而

をへラケズリで調整するので，もともと玉縁部は作ら

れていない。玉縁部のへラケズリは，許可音11先端と同じ

く端で深くなっている。これは，両方に玉縁音11を差し

込むための工夫であろうか。粘土板巻き付け作りで，

凸而にはかすかに縦位純叩き自が伐る。

市丘北方遺跡、では主殿のほかに東西脇殿なとrがみつ

かっているが，いずれも掘立柱建物である。出土した

瓦の総却の、らしてこれらの建物は瓦茸きではなく ，せ

いぜい械部分にだけ瓦を用いた屋根だったろう。この

丸瓦もその一部を構成する迫具瓦と考える。
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藤原宮第70次調査 (内裏南西偶の調査)出土有段平瓦

4 ，ま藤原宮第70次調査で南北端SD1680から出土した平瓦。現存長32.8cm，現存幅18.6cmo

軒平瓦のように広端から19cmところに，高さ0.8-]'lcmの低い段を作るが，広端而に紋様は

ない。段部は幅7-8cm の範囲だけに粘土を貼り足して作る。 I~I而は縦位純叩き日をヨコナデ

で消すが，段部のナデは弱く縄叩き目が残る。粘土板巻き付け作りである。

これと全く同様の平瓦が平城宮跡でも出土している (5)。 この瓦は平城宮跡第20次調査(平

城宮内淡北外郭)の斜行前:SD2110から出土した。全長38.6cm，広端幅25.7cm，狭端幅23.5cmあ

る。段部は長さ16cm，高さ0.8-1.0cmあり，段部金而ではなく段近くにだけ粘土を貼り足す。

縦位純叩きの粘土板桶巻きf'1"り。製作技法だけでなく， )J台土や焼成も 4とほとんど同じなので，

平城遷都に際して藤原宮から持ち込まれた瓦であることが判明した。

さて， 4・5とほとんど同じ瓦が平安京商効の鳥羽離宮跡にある白河天皇成菩提院陵や，鴨

東の尊勝寺跡からも出土 している。いずれも11世紀から12世紀初め頃の橋膳産の瓦と推定され，

鳥羽離宮では側縁に一定間隔で段を作った丸瓦や軒丸瓦と共伴することから，平瓦凸而の段は

瓦のずり落ちを防止する工夫と考えられている(鈴木1989)。

一方， 藤原宮ではこの種の有段平瓦は今回紹介するものが初例であり， iit的に軒平瓦とみあ

わなし、。この瓦が内裏外郭塀.の西南隅から出土したことから， 13羽離宮のような使用法ではな

く，入り隅の谷に用いられた谷樋瓦(たにどいがわら)と考えられる。入り隅の谷はほかより勾

配が続くなる。凸而にもうけられた段部はそれに対処する工夫とみるのである。(花谷治)

〈参考文献〉

大脇 潔 1992 r丸瓦の製作技術J(r研究論集IXJ奈良国立文化財研究所学戦第49111t 奈良国立文化
l材研究所)

鈴木久夫 1989 r鳥羽離宮の瓦J(阪田t正三郎縦 f古瓦図考j ミネルヴ7{'r房)

5 

谷樋瓦 (4 膝1f，(l'iWJ:出土. 5 : 'Fl成1佐川、出土)
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平城宮・京と同箔・異箔の軒瓦

平城宮跡発鋸調査部

1992年から 1993年にかけて平城宮 ・ 京式と !日J~立の~q:瓦の訓査を行った。いかに概要を記す。

A 同箔瓦

①近江脈所J発寺のI十J5 -600mの地出土6235B一一平減宮6235Bと同抱一-1*良宮・の瓦だろう

②河内国分寺及び河内百済学'j:6663H- 平減薬師寺6663Hと同箔一一国分寺例が古い

①丹波国分寺62360・6725A一一成招提寺金堂62360・6725Aと阿倍一一箔・工人の移動

@伊予国分寺63040一一大安寺63040と同抱一→叫-・近代に瓦が述ばれたものか

⑤下野薬師寺6682E一-lJ!t!.稿寺6682E一一般rOi本IUJ遺跡6682E-.捕底抗日廃寺6682E

@下野薬師寺6307新種一一興稿寺6307新説一一掃!宮山口廃寺6307新種一一⑤ ・⑥は組み合う

⑦壱岐的分寺6284A一一平城宮6284Aと問抱一一箔型の移動

③tJt前例1JA寺6284F'一一平城宮6284F'と同抱一一抱型の移動
@伊勢御!t$生面i雌苛:6235B一一平城宮6235Bと同箔一-f泉良宮廃止後箔型が伊勢へ

⑮伊勢長者屋敷6719A一一平減宮6719Aと同抱一一箔型の移動

⑪河内新堂廃寺6667A一一法務寺下層6667Aと同箔一一服犬養橘宿嗣三千代の本1't地

⑫河|人j新堂廃寺6671A一一興稿寺6671Aと同氾

B 臭箔瓦 (行i本・写l'iの比較では!日l箔・災箔が判断できず.現物相Iliの比較で災犯と判IYI)

①信濃国分寺軒丸瓦一一東大寺6235Aに陪似一一工人の移動

②伊11三回J~~寺!Iq:丸瓦一一東大寺6235AにWi似一一工人の移動

③f1iii前幡多J~寺*f丸瓦一一平城宮に6225C酷似

C 契箔瓦 (~印式祢41ーだけでなく航ま で.そのま:ri似した瓦が明織にP{I・Æできる。 似12に類似)

①信濃国分寺~q平瓦一一平城京6734Aに類似

②伊賀三回J~寺事f平瓦一一東大寺6732Eに類似

①美作国府 ・国分寺 ・国分尼寺4[f丸瓦 ・野平瓦一一平減宮6225C. 6663Cに類似

④駿河片山J~寺粁平瓦一一4z城宮6663Cにm似

@併ii後間遺跡、他軒丸瓦ー一瀬後谷瓦窯6316新種に類似

C又はD ①申書多l握手F粁丸瓦2麓 (6225CかA類似)②武田廃寺軒丸瓦 (6225AかC類似)

①上総国分寺~q:平瓦 (6691 AかB~i似)(1)本Ilr[遺跡l~f平瓦 (6721 C他に:l3i似)

D 異箔瓦 (型式番号を;2EEできるだけのま認似点を有するが，純の1ii似点まで確定できない)

①申請多}ji寺.:i.'t回l必寺 ・片山廃寺平f平瓦 (6663類似) ② 日の出山窯軒平瓦 (6721類似)

①描J喜本町遺跡軒丸瓦 (6010類似) (1)術後間遺跡他!Iif平瓦 (6710類似)

E 異箔瓦 (型式番号の主要な~~廷が択なる。 どの瓦をイメージしたかが推定できる。)

①片山鹿王子・上総国分寺軒丸瓦 (6225イメージ) ②日の山梨粁丸瓦 (6282イメージ) (山崎信二)
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平城宮東大溝 SD2700出土の黒陶片

平城宮跡発揖調査部

1986年度の第172次訓査で検出した基幹m水路SD2700の奈良H寺代後半のJiHl't府から， 炭素を
内外而に吸着させ器表而を黒色処理IIした土器J1-(説陶片)がIJ¥土している。いずれも水簸した綴

禽粘土を用いロクロで成形する。内外岡而は丁寧に箆j必き調整され，光沢を放つ。硬質に焼き

上がり，破而はi炎灰禦色を呈す。

我国でも土器の内外両而を黒色処理する焼物は存在し 黒色土器 B績と呼んでいるが， その

初現は. 9世紀前半代であり 風字硯や小査などの器粧が知られているにすぎない。黒色土器

B類の盛行するl時期は.10世紀後半-11世紀中頃であり， 粘土紙巻き上げ成形で作られている。

出土した泉陶片は，時代的にも製作技法的にも我国の黒色土器B類とは明らかに異なり，調j

海もしくは唐から搬入された可能性が高い。

1は須恵器杯叢に似た破片で外而の縁音1)周辺には浅いit線がめぐる。披大長3.7cm，1.￥さ約

0.4cmo 3は輩もしくは態とみられるもので， f!liり付けによる輪状紙もしくは高台を付した痕

跡をとどめる。接合を良くするためか，!!占り付け而には同心円状に 2-3条のit線がめぐる。

最大長4.9cm，1.平さ0.6-0.9cmo 2は外而に稜を有し，殺より上音11が外反する破片で稜椀の可

能性もある。最-大長3.5cm，厚さ0.6cmo 2は天平宝字年IIH頃のSD2700の設岸の瓦肘， 1・3

はそれより上位の堆和ー層から統一新雑時代の陶質土出資片とともに出土している。(持 淳一日11)

3 

SD2700出土黒陶片 (上:表前.下 :E良市)
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平城宮跡 ・京跡出土の木簡

平城宮跡発錨関査部

1992年度の湖査では，平城京左京三条-.t)Jの3カ所から総計21点、の木簡が出土した。検出し

た遺構については，本性 「平城宮跡 ・京跡の調査jの項参!!白。また9]年度の第222次淵査で出土

した木附については.昨年度の年報で一昔日報骨したが，その後の整理の結果を踏まえて改めて

その主なものを制介する<r平減官発JlI!fOlE1f.11¥土木削慨報 (26)J参mO。

平城京左京三条一坊十・十五・十六坪 (第230次開査) 十五 ・十六坪は安良時代を通じて一体として

利用されていたことが判明した。木Oiiは十坪京辺で検出した，枠木が抜き取られて土坑状を呈

す井戸SE36から 5点と， 十六坪内で検/1'，した京内最大級の茶能組の井戸SE6の枠内から 1点

出土した。 前者には.~宅へ11ï二両で何かを運んだことを示すとみられるもの (1 )がある。

また後者は「内匠錠Jという官司1'，を記すが (3). 内匠按と造的tとの|刻述は不明である。

平城京東一坊大路西側溝 (第234-9次調査) 左京三条-.t)J十六上Fm1l!1Jの京一坊大路西側i昨SD3935を

5 m 分検出した。 JlJl土は大きく 4 肘に分かれ， 木j1îi は第 3 肘から 1 点，第 4 府から 7 点 ( うち I~IJ

Jiit3点)の計8点、が/1'，土したが，判読できるのは第3府出土のl点のみ。

平城京左京三条一坊十坪 (第幻4・10次調査) 十坪阿南部において検出した井戸 SE02から7点の木前

(すべて自IJIFt)が/1¥土した。この井戸は蛇行する流路SD01と:ill:抜している。

式部省東官街(第222次調査) 木Oiiが/1'，土したのは式部省束手(術地区である (r.1lo報 1992j参l!の。

そこでは大きくは上下2時期のill仰があり，その下府にあたるI'¥"fAlの西南部を検出したが.t目

立柱塀で区間された中に南北桜掘立柱建物 1械と井戸SE14690があった。井戸は一辺約5mの

賜形を持ち，深さは*':J2 m。井戸枠は抜き取られ土坑状になった埋土中から.大祉の木簡が一

括投楽された状況で出土した。その点数は4794点，そのうち削府が4705点と大半を占める。

木11iiの内科は式部省の召文とみられるもの (8).考目鈷にl刻するもの (7).選文の付札

( 9 )や考書Il令分帯条の条文 (21)(22).考諜・成選|刻係のもの49:であり，第32次補注調査/1¥土

木簡群 (r平減白木簡凶j参!被)と同じく式部省に関わるものである。その時期については，木簡

に見える年紀は天平元年 (25) と阿 3 年 (26) であるが，記載内科からすると rJúl~聖使J (16)は

天平3年11月に設置され.r放吉市m内親王J(14)との表現は向元年2月以降にあたる。また下

|浪の目安としては.r新回部親王J(13) r舎人税王J(15)は共に|吋7年に死去している。おそら
く天平3年]J月以降そう遠くない時期にー折投楽されたものであろう。したがって.下h"1'R'・術

は当該時期jの式音111守山jili官街とみられるが，間官!IJで検出された式部行宵1Iirは奈良H与代後半に属

し，かっその下府には建物遺構がないことから，当遺構は奈良H芋代前半の式部省そのものと判

断できょう。I討にl発篠する第155次調査j也区で/1¥土した布1110.1ド1111の年紀をもっ考謀木日iiも本行衡

から拾てられたものであろう。なお木附の中には大宝医疾令医w士条の一昔11を記したと凡られ
るもの. J肢の川天武后に|刻述する日:t， らしき f聖母ヰ11I阜集j のt，を記すものもある。(創I(~!f-手1巳)
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石山寺密蔵院経蔵聖教目録

~ 

主究研史歴

石山寺所蔵の盟教は，燕聖教，校合聖教，深密政聖教，知足J位盟教などに大別できる。燕聖

教は平安時代中JUJのi字祐内供執筆の聖教l洋であり，校倉型教は江戸時代明暦年UJJ~こ i草野僧正に

よって， 当H守石山寺に所蔵されていた聖教類のなかから，平安時代以前のものと般定された盟

教を取り出して三十合の経箱に収められたものである。深帝政盟教は，大正年11IJ大産?と城氏が

それを深帝政聖教と命名 したものである。寺内院がJに分磁されていた聖教家iを本助・に一括し，

目録がすでに作成されている <r石山寺の研究J)。知足崎聖教は上記以上の三聖教1洋については，

の聖教群以外の聖教で，現在調査中のものである。ところで，深諸政聖教は現在122粕の経箱に

収められている。 そして，近時製作の野r~Ø司箱を除く 111箱と，現在空箱である 1 箱の，併せて

112箱の旧粕が現存する。旧箱は江戸時代末から明治時代初年にかけて製作されたものであるが，

その院J:}jのものであることを示す型的:銘カ号己されている。そのill也:その多くに各院幼ごとに，

その多くにつき明治時代までは寺内銘によって，深手伝蔵聖教と一括総称される経箱 ・聖教も，

のどの院tJjで所蔵されていたかが4ft定できるのである。品目:銘を院坊により分類すると，諾・政

明王院担1'J銘箱第2H:は20箱，院墨啓銘粕45箱，法輪院墨告:銘箱は2組布り，第1;睦は8箱，

]5箱などである。そしてそれら寺内の院坊のうち，密政院については「密蔵院経蔵聖教目録

それと現j誌の状況を示す

j菜穂'h説盟教r.lJ所収の目録と照合することにより，現磁の聖教のどれが当時の

~:蔵院でどのように所殺されていたかが判明する。 さらに t f1兇i-銘の存在しない経箱所収の聖

教についても伝来の院坊を確認していく手がかりになろう。そこで，寺院における聖教の伝来

(深W，'政第120函13f;・)Jという江戸時代末の聖教目録が現存しており，

『石山寺の研究

宏)

剣
先
お

三

帖

関
本

悉
H

叫
先
手
ほ
釈
義
大
師

(
巾

-m}

東
寺
要
配

球
ヰ
ザ
噌
州
法
制
K

満
州
頂
御
彩
供
安
問
的
終
供
廷

後
七
日
御
修
法
等

東
寺
御
即
断
供
行
法
次
第
二
帖

向
次
竹
中
東
寺
祭
文
相
M
tu
院
然
文

同

人

全

次

第
(
中
前
町
)

仁
配

剖
H

川叫
院
後
編

m
m
m瓜
犯

北
院
御
室
五
十
箇
条

仁
和
寺
諸
院
・
家
紀

仁
和
寺
年
中
行
事

法
会

高
野
山
大
様
供
妥
m山
元

応

二
年

延
師
寺
供
発
問

一
巻

東
大
寺

供

必

氾

一

巻

市
部
品
寸

wh"
供
応
記

一
巻

(
巾
・
帥
町
)

忍
辱
山
流

部

移

法

八

結

円
L
M
ゆ
山
流
目
録

一
帖

旅

略

法

口

ム

=
一巻

凶

俊

次

第

凶

帖

(絞村ここにその目録を抄出ではあるカf紺1rしたし、。

応
徳
ご一
年

に閲する史料として，

官
会
、
ヲ
令
‘

ιlh限
S

仁
兜
盛

仁
党
副
仲川

仁
柑
却
が
院

m
m成
尖

回
師
的
正

泣
巾
一
教
H
U
M
車
引
事
同
町
紙
院
予
終
段
納
処
之
明
一教
之
件
也

従
一般
引
坦
例
都
中
治
而
お
厳
長

m
m立
制
円
之
役
写
之
者
也
尤

他
山
江
山
事
不
汚
之
者
也

子
叫
吋
天
保
五
叩
午
年
二
月
中
句
作
写
終

rJi文
本側

文
飾

i1i l~ 
本 n

f! 
n 

r，.: 
n 

世
吋
令
市
行

柑
時
制
叫

尊
観

-42-



心
山
首
臥
町
紗
七
帖

勧
修
ヰ
寸
流
甲

小
川
別
紙
九
紡

印
可
略
作
法

札
制
流
伝
長
日
記

勧
修
寺
流
乙

凹
山
弘
次
第

制

n
問
冶

川

知
山
県

二
巻

必
取
次
第

n決
附
仰

い
以
受
集
凶
巻

地
蔵
院
流
甲

HHZ
H
H
1
、e
u

、eι
4川
町
，
J
令
市

一一
唯
八
結

作
法
山
山

It，'j 

{中
附
}

地
蔵
院
流
乙

い皿
円
紗

一
日制

辺
教

m郁

夫
仰
紗

一
帖

成
町
U
例
町
附
口
説

深

民

法

印

記

上
巨
紗

一
帖

川
体
的
法
印
口
決
悦
快
法
印
川
仙

ド
ポ
心
紗

州
制

滋
深
帥
川
正
門
決
側
同
快
法
印
U
山

{
中
副
町
)

中
院
流

四
度
次
第

同

日

決

十
人
道

n“
お

快

法

印

小
院

初

伝

栄

遍

(中
M
町
}

安
祥
寺
流

1..1 
ì~. 
jl!1 

jli 
泣

~ ，~ 
i''f. jl!1 

ifr i':t 
j1川 j~

良 Jb
!ll 1生

イI
~:J. 

Jl 
!li 

惇tt'I ~"t 
jr.l IA 1両Ijr.l 

川
俊
円
状

-一
帖

削
間
判
的
.止

A

H
ハ
単
縦
瓜
儀
式
延
命
院

叶

引

払

リ
U

-
H
R
H
I
t
srH
I

;
川

Hjnha山
町
r
L
1
1ツ
pi
同
rtH

-
砂
制

(
中
前
町
)

醍
醐
流
一

川
俊
次
第

問
山
山
紗
五
針
刊
耐
閉
山
堵

金
剛
川骨
広
次
第

一
帖

延

命

院

川

略
次
第
勝
滋
川
川
.
弘
鰍

(中
的
)

醍
醐
流
ニ

問

俊

次

第

五

帖

“
決
川
川
町
必
防
次
第

一
帖

甲
山
崎
法
浮

一
磁
初
来
一
-
位
之
内
鰍

市
山
内
中
法

一
災

初

一
.
之
内
欺

(
中
副
町
}

臼
冊

紗

何
冊
紗

三
十
冗
巻

秘
紗
問
答

山
町
紗
問
答

二
十

四

帖

新

治

問

烈

別
縁
組
輯
犯
甲

別
格
維
円
山
間
軟

H
凶
巻

心
江
川
MM

別
首
相
総
記
乙

別
符
枕
J

山

内

軟

附
三
谷

首
再
拍
冊
甲

崎
叩
M

惜

八

軟

六

十

九

巻

出
H

川M
院
流

前
専
制
冊
乙

nM陀
十

軟

八

十

一
巻

同

上

持
続
院
方
伝
綬
目
録

一
一帖

L
A
元
法

一
一附

愛
盈

1，;1 
.仁

れ
快
法
印
ぷ

尊，'i
1l1* 

;，~ 
ZE 

I~~ 泊:鉢
uf &. í~ 

s事
jl!i 

‘5 
jl，l 

倹j作
jj，j 'U 

1甲山
k児玉E1..1 

5 
rt 同

。;
jl!! 

愛
品
川
供
次
第

同川
下
必
欧
次
第

如
法
愛
染
主
次
第

(中
断
)

御
修
法

後
七

u・μ災
必
山
防
次
第
術
院
流

川

mHMa欧
次

第

安

保

川

次

第

二
帖

後
七

u究
大
内
神
供
次
第

{
中
臥
町
)

法
会
甲

一止
五
九
月
御
祈
供
持
法
次
第
石
山

御
山
口
附
供
行
法
次
第

川
上

川

論

絞

作

法

川
上

火
般
若
転
説
法
則
川
上

{
小
臥
町
)

法
会
乙

式
部
的
附
附
妙

一
-帖

法
則
悠

一
一
帖
仁
花
山
蹴
院
柚
川
正
弘
舜

ゆ
巾

k
h
r+ム
Huu
H
u
n

J
i
r
J

I

 

Hm
A
茶

維

供

次

第

民

楽

(中
略
)

図
鎗

金
品
川
三
味
川
故
後
縦

M

二
巻

飴

縦

必

茶

縦

附

巻

同

大

変

茶
維
凶

述
久
五
年
於
石
山
科
村山
戚
俳
写

胎
磁
念
論
儀
軌
印
知
山
側
四
巻

(中
略
)

悉
且
審

火
悉
公
妙

一
巻

許
制M
行

順

次

必

坂

間
本

時
1.'1 1"1 jj，[ 

J:'j. i~. i行
j!.l前五E

-草
Hrt 

-43-

}軍
抱i本

文
1.;1 r.，~ 

文
飾

7片
1，;1本



金
剛
瓜
念
川
山
間
軌

仲
畑
悼
山
餓
山
地
飲
食
H
品
ル
小

法

供
覧
儀
軌
(中
略
}

鍍
軌
乙

八
大
社
h
町
陣
n
m
A
茶
縦
絞

金
剛
頂
沿
伽
護
出
陣
叫
問
軌

附
比
沙
門
天
王
経

未
利
文
提
出
資
花
笠
経

(中
略
)

口
訣

一

成
就
院
別
行
紗
七
帖

党
助

m正

附
像
妙
十
巻
弁
外
日
以

一
巻

口
波
同
問
拠
出
申付

崎
山
降
下
必
欣
妙
五
巻

向
上

幅
削
写
成
岨
居

ω
a
m妙
二
巻

口
敏
二

十
八
M
W
印

次

第

太

郎

同
h
晶
状
生
起

一
帖
・
ポ
万
元
年

御
池
血
口
火
師

阿

二
条

向
上

(中
略
)

口
訣
三

金
胎
略
次
第
二
鮎
神
楽
岡
長
俊
八
ム

不

淑

鈴

等

法

三
符

怪
・
隊
金
剛
帥
町
念
論
次
第
後

m.1山
一ハ伏…

録

鈴

口

訣

向

上

(中
略
)

口
敏
四

友
市
山
布
必

二
帖

.
北
御

給
一
禁
処
向
上

ド
民
俗
h

父
開
制
閉
山
向
上

金
剛
山
骨
火
山
川
桃
川
惜
決
妙

同 I.il1，，1 
~':t: ~':t: 
iJ'i 見通

~':t:移
行 j騒

ilj ~':t: 
1，，1 1，;1本 rt

助
i1i 11iI ~ 
本当l鋭

4IIi 

相
指
刷岡

崎
市
開
H

削
除

ω諸
制
泌
必
肌

(中
時
)

口
敏
五

金
剛
準
寺
山
辿
立
修
行
紋
起
千
心

山パ
リ
附

法

纂

必

妙

成

m
m
m

受

法

作

法

大

附

孔
筏
経
音
義

三
帖

上

本

欺

日

本

来
山
保
h
M
押
沙
門

(中
略
)

口
訣
六

法

花

問

題

大

師

仏
ほ
品
民
族
叫
帆
悠
削
H
沼
大
仰

い
Hパ

3
一-一
身
問
答
ヌ
ム
u

大
口
絞
心
円

削H
芯
ト人
制

(中
時
}

口
訣
七

待
従
妙

二
帖
助
阿
川
制
前
向
紙
本
U
U
，

m叫
肋
組
終
絡
決

三
帖

勧
修
寺
泊
-M
比
例
正

川悦
本
六
兆
』
州
町
長
十
八
年

臨
終
川
心
情
ザ

mAH九
州

一
秋

位
脂
血
相

仲
桁
H

刊
掛
川
預
金
脈
作
法

二
巻

京

非

同
夜
次
第
金
胎

二
帖

乞
戒
次
第
・
ぷ
正
年
中
石
山
行
川
本

向
次
第
尚
雄
山
行
用
本

(中
略
)

琢
法

当
年
M
崎
県
供
次
第

本
命
川
口
供

北
斗
次
第
弁
指
地
法

光
明
供
次
第

二
帖

{中
略
)

作
法

内
必
爪

泊
付
引
掴

」

r
H
本
尊
溢

助
問
梨

或
泌
法
三
目
御
作

件
同
悦
寺

内

一
-本

一
行
坊

台
本阿m
 

rM「

俊十1:
I.':t: i年

?包~':t: )，巴型1
HI! 'N HJ! jJ.l 

ilj ~下
本阿遍

l
i
t
-

川山

R
M
h
uバ

向
次
第

駄
郷
双
九
珂
川
比
沙
門
浴
泊

(中
略
)

酉
院
流

一

八

結

外

二
結

印
可
次
第

同

前

行

折

紙

広
前
八
口
伝

広
丙
伝
受
目
録

西
院
流
ニ

金
玉
八
紡

開問
水
六
紡西
院
流
三

回
出
弘
次
第

一
二
円

以

十

七

帆

伝
法
線
市
川
市
山

二
巻

(中
前
町
)

伝
法
院
流

一

小
巻
七
紡
六
十
七
巻

伝

流

妙

十

巻

伝
山
内
柴
崎
持
法
一
巻

同

尊

法

抄

三
巻

伝
法
院
流
二

伝
流
浦
山
頂
式

三
巻

四
俊
次
第

同開
供
次
第

内

俊

次

第

忍
M
叩
山
流
俳
人
ア
リ

(中
前
町
}

常
事
院
流

心
紗
七
結

心
事
同
紗
十
六
結

二
帖

m
y
!

下

'j1; 
澄
附I*i~~ 
:!t!本jI5

I.':t: ~， 
i昼前

t事
同jJ.l

~， ~， !J!. 
済jI5HJ! 

-44ー

尊
"'1同同 j¥ol

6: 1.' 1.':0: 
jI5済同 j厄

6:済
yt遍



(
H
K
紙
)
「
税
必
院
内
町
桜
山
ι教

H
U
M

M
，I
T
L
I
l
--L

阪
百

d
l
，j
r
vリ
M

7

4

H

H

U
曲

川
州

n出帆

H

刊

紙

作

法

.内
院

流

伝

法

悦

流

常

収

リ院
流

地

山

賊

院

流

中

院
流

山

女

作
寺
・抗

日

陀

抄

絶

妙

問

符

別

保

紙

記

ん

η
4

9
E
R

H

L
T

t
z
，

a
a
F
I
-
-
/ふ

芯

%

以

上

吋

必

ぷ

仁

.

4

令
I~] 作両足助 I~ ， I昆
絵 IQ.・糊修 it帆 11上
if，[苛'::.:
話L 院

品Z
'-

保
寿
院
流

一

同

皮

次

第

問

帖

仲
供
次
第

一
日制

問

俊

次

第

問

帖

必
山
川
次
第

一
帖
制
閉
山
心
的
正
本
rud

M
初
行
次
第

一
一
防
止
引
何
人

'BH
E
-
-
b

a
L
 

t
E
E引由
己
川

uuuυ

咽

伽
都
市

必
附
ぷ
分
神
供
幣
情
中
之
形

一
一秋

伽
縦
人
常
次
第

.
軟

問
山
は
加
行
折
紙
仲
町
長
内

一一
軟

行
中
HM制
川

心

之

が

紙

加
行
中
川
心
之
市

一
紙

北
御

金
脈
融
町
次
熊
谷

一
帖

十
八
道
次
第

一
帖

h

仰
の
人

一生
徳
元
年

必
取
引払
紗
治
十
八
道
次
第
之
災
枠
内
之

十
八
迫
次
第
ぃ
H
パ采
院
学
教
次
第
也

十
八
辺
町
払
芯
御
山肌

川
念
川
次
第
円
状

金
剛
山骨
印
心
阿
間
然
説
北
御
門
ι

息

災

度

改

次

第

大

師

保

延

元

年

必
山
昨
日払

芯

広

沢

俊
'
A法
制
十
八
追
っ叫

受
法
川
川
忘
抄

問
山
弘
次
第
印
附

五
JJ 

時
停 ;!i
i1 Iai 
IN 11円
I:III，;J正

vu-khv 

'S

J

S

 

Lι
日
本

，';-略
本 j]，l

';(!'噂
iι 'rt m 織
"t.' 11"1 時 的
本正同 j]，liE 

ド是
~)'. 

惇 i去
j]，l r.耐

サ
山門
妙

削
帆
本
十
兆
二

兆
』閥

半
切
本
也

川
川
T
乙

二
巻

M
惜

-W抄

w
n内
一
巻
附

石
文
妙

二
帖

凶
俊
次
第

正
安
元
住
・

Jf: 降~':\
r.-" '-)¥. ]，;J ]司 jl!l

f草作
'[-( ]，'J j¥<l 

号!i ~':\ 
NdJ1 

当
N 

十
日
本

・水
尊

m
m
移
民

石
山
流
二

八
巻
妙

十
兆
』抄

十
七
巻
妙
じ
上
石
山
三
川
妙

石
山
流
三

大
猟
師
次
第

三
帖

必
川
円
猟
凶
刷
次
第
山
似
て}
帖

阿
川
市
川
以
多
附

M
抄

一
帖

金
剛
刷
骨
ト
民
法
猟
郎
作
法

一
巻

{小，
臥町
)

石
山
流
四

金
剛
附
心
ト
人
法
身
呪
内
供

金
剛
削
骨
A
品
川
次
第

川
上

恥
山
川
融
界
七
集

一ニ
帖

川
上

脇
机
作
法

川
上

{中
略
)

瀦
頂

一

伝
法
続
前
刷
2
.巻
式

川
初
後
夜
法
則

同

一
帖

調
文
H
h
次

第

正

応

三
年

{中
副
町
)

潜
頂
ニ

伝
法
縦
凶
数
回
臼
円
以

必
川削
元
年
・
於
仁
和
hf
花
川
献
院

給
仰
正
御
一

ω仰
向
惟
本
巾
刊
行
，
了

附
伽
水
汲
作
法

滞
仮
名
義
小
野
流
欺

川
道
具
桁
凶(中
略
)

儀
軌
甲

十
八
巡
俄
帆

不
知
作
者

む
1hre令
亀

山
へ
回以
-
h1
 
・21
 

.::.:叩
]..J rt ]，;J似

時 I'i
I..J ]..J n本

PB

、υ
sq
 

交
法
指
山
川
妙
保
寿
院
流
二

八
紡
八
軟
肋
円
相
勝
院
仙
川
正
尖
段

以
日
比
六
巻

…M
成
仙
川
正

以

抄

十

巻

川

上

柑
州
法
円
以
保

一
帖

保
H
M
院

伝

受

日

以

仁

二
H
坊
川
削
沼
附
然

川
以

受

紀

仁

一斤・

M
m泌
以

前

作

.
帖

保
寿
院
流
三

沢
川品
新
妙
六
軟
冗
十
八
巻
北
川
削

叩
乙
沢
日
比
妙

二
帖
山
内
Ma
比
例
町
附

深
川
陀
妙

HV
一
三
五

北
御

保
寿
院
流
四

刊
川
兆
五
帖
山
押
九
Mm飾
品

川

観

的

剛

山

桜

似

内

帖

御

流

品

刊

行

川

.

軌

刷

出

城

川

似
HM
院
中
流

.
帖

仁

陀

法

印

川

引
相
科

附

向

H
J

M
J礼
印
間
M

M

M

法
流
大
成
山
川
雄
法
九
珂
院
川内
海
的

正

利

点
バ
集

三
帖

心

，M
間

集

同

公
広
修
法
問
立
一
肘

一
一航

自
甲山叫
M
山

北
院
文
氷
川山
作
附
則
泣
附
訓
市

川
宅
淳

一
一
航
路
久
冗
年
於
川

梨

寺

市

本

以
山
怖
が
院
法
務
御
.M
W
御
本
'N
内
了
.
γ
A
h・

川

帖
.b山
寺
所
伝
胤
um

時
計

石
山
流

一

祁
柏
崎
口
伝
集
九
帖

仁

It_ 
1来
院

一. ... ._司
〉巳，u・8リ1
1較 1畳 I，;J j¥<l 

附
'tt 同本

~~ 
j]，l 



石器剥離面検討計測システム

埋蔵文化財セ ン タ-

{/<IJ縦而計測のシステムを完成したので報告する。システム開発は平成 2年泣から始まった三

年計阿の文部省科学研究費補助金一般研究B研究部題「石持製作経過復原と製作追試実験研

究」に伴う基礎作業である。

利高!日目の検討が石器づくりの経過復原に欠かせない手続きであることは.改めて述べるまで

もない。とくに立体的な剥離而構成一桜合した打悠点.:.':IJれ而の広がりデータの取り込みは長

年の懸案事mであったが，正確 (打j術)なデータを脊易に扱えるようになった。
計iWJには三次元空Il\J崎原測定装1~( (ベクトロン VSC-07型小坂研究所製)を滋入し.iJ!IJ定した。

本裟irl~ は測定環境が蛙備されていて， 倍加できる iJllJ定が可能である 。 とりわけ測定時の屯子案

内機能が， 2J;本有Iiとは別に白山設定できる利点がある。この機能によって，死角となっていた

主幅Iiに平行的な剥離而に対しても安定したデータを取り込める。三幅Ii回転を行う基本而広がり

データとして宥効であり 後の回転;!照合処理を紋小|岐に抑えることができる。

ここに，単純な而榊成をとる資料サンプJレを取り上げて説明する。資料はlliiり拳大の円礁を

素材・に一方の端部を加工した 「際器J(67X51X90rnrn)で，制雌回数は4而ある (必沢1991)。

測定原点を原、目IJとして資料本体のほぼ中央に世いた。もしiJ!1J定データを図に展開するとすれ

ば，石詩作図正而形をxz平而 (決裂)に.YZ而が左右側而形に.xy而が上下側面と航|折而形
に当てられる。同じデータの XYZ値の組み合わせと向きの設定で6而の作図が自在である。

4而問の而界殺， エッジのil!リ定1ilI.また全体の形状をと らえる平行した XY而すなわち Z稲Ii

を2mm問削で{J日る断而l程標値を準備した (A)。基本的にはこのデータで而検討が可能である。

なお各断而のx.y判l方IIlJの1151:大小を求めたデータの集まりをつくれば.xz而の平而輪郭図，
YZ而の側面輪郭岡を姉ける。ただし単純な而構成ならともかく，抜維になればなるほど側々の

剥離而の広がりデータが必裂となる。刺雌4而それぞれを独立 して扱い，打点付近にm子案内
原点を設け，議IJ離の流れ方向に主羽Iiをと ったiJ!IJ定而を設定し，得た而広がりデータ(B)を基本と

する。それを三朝i回転させた計'ZHiIIから，コンター怖を得て，同心川状に展開することを確認

する(C)。三幅Ii回転他が正しい千flJれ而を得る作業に対する素ー材の設世状況を示していることにな

|ベクト ロン+パソコン |

(iJ制定)1)制雌而斜線 2)断而 3)判例:前広がり 4)而交j(J.距隊:11・t): 5)不在部分復原

I/-{ 'J -::Jヨ
〔修正) 1)データ推理 (訂正，切り張り，量級削除)

〔加工) ])マトリ ックスデータ作成 2 )三州回転 3)コンタ一計t):

|プロ ッター+パソコン !

〔作図) 1)測定データ作同 2 )加工データ作間 3 )コンタ一作図
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る。また加工過校での剥片不在官1¥分の復町、)_ui1j~{ x y fi砲は同装iu:の機能(KEEIコL1NK)を使い Zfjl{を

iJ!IJ定して同じ精度のiJ!IJ定価としてllii.り込める。

iJ!リ定検討作業の流れは三者のII¥Jを行き来している。それぞれの作業に凶わるプログラムの準

備が必要であり，また作業効率を尚めるためにもプログラムの整備が要求される。

以上のように， 測定データおよびその処理仰は次の 5種類である。( )内の数値は本資料で、

の測定および計t):数値である。総数約4h点である。首!IJ定には忍耐lを裂する。

1 )而輪郭座標値(3880点) 2 )而広がり測定値(13950点) 3) IfJr而形座標値(19110点、)
4 )面交j(J_打点間距離に|刻する座椋他および計幻値(90ヶ所， 670点)

5 )不在部分復原測定値(1500点) (総;11"39110点)

付開はその成果を作図したものである。大idデータを問H寺的に処理する嬰求は今のところな

い。使用機磁は小型のパソコン範凶 (NECPC-9801LV21)であるが， 十分にその役割を果たして

くれている。追試実験はただ似た石器ができればよいわけではなし、。こうした剥離而椛成の検

討の上にたった実験こそ 立義ある追試になるだろう。本iJ!IJ定は現物に直躯=接する接触方式で

あるが，今後の方向として非接触方式のil!lJ定に大きな魅力を感じている。

〈参考文献〉松沢亜生 1991 fiE外研修報告J(f年報1990J) (松沢!W~Iミ)
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年輪年代 学 (10)

埋蔵文化セ ンタ ー

適 用可 能な樹種の検討

年輪年代j去が適用できる ~t穂か，そうでない樹種かの検討は，伐採年代の判明している試本|

が複数個，入手できた|時点でおこなってきた。これまでに，針葉樹11種類，広葉樹2種類が適

用可能であると確認された。その内訳は，針葉樹がヒノキ，サワラ，アスナロ，ヒノキアスナ

ロ (通称ヒパ)，ツガ，スギ，カラマツ，エゾマツ， トドマツ，コウヤマキである。広葉樹は，

ミズナラとブナである。一方 この研究に適していない樹種は 針葉樹のモミと広葉樹のケヤ

キである。これらの年輪は， 1司王手に形成されたものでも前年に形成されたものに比べて，奥方

向において広かったり，狭かったりする点にある。つまり，同一円盟主標本内における年輪パ

ターンの11IJの相闘が惑いことを示している。

樹種別の暦年標準パターンの作成状況

年輪年代法の基本は，樹種別，地域別に長JUJの!膏年i標準パターンを作成することが望ましい。

ヒノキの府年標準パターンは，1989年度においてその先端が前206年に到達していた。その後，

滋賀県下の遺跡I L'.土木材の年輪データによ っ て前206{1~からさらに前734年まで，古く遡る こと

ができた。

スギの場合は，前420年まで延びていたものを滋賀県下の遺跡出土木材の年輪データによって，

さらに前651年まで延ばすことができた。ヒノキ，スギともに，その先端部は純文時代の晩期jに

到達した。

コウヤマキについては，すでに186-741年までのものが作成済みであったが，その後，大阪

府下の遺跡w土木材によって，その先端を22年まで遡らせることができた。この他に弥生の木
棺材の年輪データで作成した745年分の暦年末確定の標準パターンを作成しているが， この年輪

パターンに暦年を確定するような11¥土試料は依然として見つかっていない。

東北地方におけるヒパの暦年標準パターンの作成

東北地方においては，スギとヒパが主要樹離である。これらの樹種の年輪パターンのあいだ

には，市iい相|刻のあることが判明してる。スギの暦年標準パターンは，秋田， IW杉岡県下の遺

跡、出土木材，古建築音1¥材， 埋没スギなどを試料として，1165年分(l21年-1285年)が作成済みで

ある。一方，青森県川内111]"にある高野}II(2)遺跡からは，ヒパ材を使った井戸が出土した。

この井戸は多数の板材で桃築されていた。このなかから11点を選定し，年輪データを収集した。

11点の年輪パターンを個別に照合し， 36ω9隅カか、らなる平均fu値[直巨パ夕一ンを作成した。パ夕一ンは，

さきのスギギ、のJf:

のj府罫年4続棋雪翠:採準:パ夕一ンはスギと阿椋，東北地方の木質古文化財の年代i)!lJ定に威力を発締するであ

ろう。 (光待妬災)
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動物遺存体の調査(9 ) 

埋蔵文化財センタ一

本年度に行った動物遺存体|対係の研究成来を報告する。 1)群馬県月夜野111]教委より提供を

受けた矢瀬遺跡;(純文晩JyJ)の土成の水洗選日IJ。住肘力1:・水坊を中心とした地点から土成を保1&

し，フローテーション技法を考案しながら分析中である。土中からは多くの焼什 ・植物部子が

採集され，今後の同定がf-.'j:たれる。2)山絞り1~. tI~~市教委による奈良H寺代から鎌倉時代にかけ

ての上長浜貝塚の発掘 ，整理!に参加lし，研究'1'である。r11'，正:国風土記j ・ 木仰など文献~;jS十と

の対比から，古代より中l止にかけての漁村の約済!と ・生活!との解明に大きな成採が期待できる。

3)使所遺構の研究 ;今年!立も各地で便所迂I仰の発婦が相次ぎ， 2月23日には平城宮資料館で

研究集会「使所をめぐる考古学」を開催した。当日は250r，を越えるi前日の参加者ーで制から夕刻
まで討議カfjtEり上がり，社会的にも大きな1tblを受けた。発表成味・は現在編集中である。f年報

]992J で制介した， 平減1江東二坊J:}j間路I国自!ll i昨 SD4699 の水洗他所発見のき っかけとな っ た!!~

航土の試料が，金原正明氏の手元に若ごF残っ ており ， その:(.J:~l:: !.l t卵分析の結果を新たに~~]るこ

とが出来たので収錯する。本;bt李|は金原氏が]989年に平城市j査部より花粉分析の依頼を受けた

|襟に， 将来の新たな分析が可能になったH寺のために採取し保竹していたものである。(怯)1・市)

平城京束二J:}j以illIJ路西側出SD4699の下附 (lOcmおきに 4̂'1 i\~ a-d) から， 千年~!lt卵が比較的

多く検出された(下凶参!!(!.)。分析結果は|支|示したが， ~:生虫卵 {立 回虫類 (Ascan's ) ・ 鰍!!.l t小型

(Triclllln's small type)を主に位大佑で 1cm3あたり234を示す。他にJJFI吸虫 (Clo川 町llissille，凶s)・異
形吸虫 (，¥Ielagollimus-Helerotllycs)・JJF舵類 (1ア'asciola-Pramlllislo削u川

来四大ilVi:砕jSD5100や朱行;大路京1J!1Ji昨SD02・京-J:}j大路間側iNtSD36 (r ?'-H.!. ili組成文化l!l;\114作概~・

11W;-令J1993 奈良市教委)では. :(.j:とl::!.l; ~ 1'l はまれに検11\ さ れるものの，多い拭*'1 で 1 CI113あたり

に算定して50内外の値を示す。SD4699下附の古代はやや大きく.:9't伎の成分がかなり多く合まれ

ていると Ii・える。他の消との1il[の黙なりは.9(.伎の汚染地または投楽地からの距離や椛による

用途の区別などが考えられる。他にベニバナ花粉の出現傾向との関係も図に示したがほぼ相|対

を示す。ただし 谷生虫卵数と全花粉数も羽"刻を示すため，水流による微細|遺体の淘i太が反映

されている可能性が高い。 (金IJ日正IJl-J.金IJ;(正チ)

肝
U
R

刻

一興

形

吸

虫

ー…

肝

吸

血
i
 

一

般
虫

m

un
-
9
・

l
 

虫
一
生一

岡
山
畑

得

r
i
l
l
-
-

合

計

以

料

一ベ

エ
パ
ナ

‘d島・t-
初
…一

合

計

E
e
 

2976 

1754 

5943 

-49 -



飛鳥地域出土石材の保存科学的研究(2 ) 

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥およびj篠原宮跡近辺の遺跡から出土する石材の多くは，飢家花尚岩類としての花的i岩お

よびIXJ緑15(竜門11I系周辺ilE)と火山砕府岩としての流紋岩n凝灰f{j際岩および浴結凝灰岩など
である(二上府群および室生層鮮~~)。 これらの祁岩石に|刻しては，岩石学:的かつ保存科学的見地

から調査を継続している。

一方，当地成では従来から少数ながら凝灰1't砂岩も11'，土しているが，詳細については未調査

の状態であった。 紋近この岩石が削船石両遺跡から多祉に11¥土しており.それらは出土後の劣

化が著しく，早急な保存科学的研究の必要性が生じてきた。この凝灰'l't砂岩は，岩石学的特f設
や貝化石など含むこと， また地理的条件などから藤原肘ltf-:!:183塁l付 (jiijlUI中新世一中期中新11土)産

のものにlW定できる。この砂岩は，淘汰されており闇結の程度は大きくないことから，脊易に

かつ短m~ 1I1Jで多祉の石材・として整形加工することが可能であったと考えられる。

出土した岩石の特徴として，短H与IHJで多i止の水分をl吸収し (平均I'J:大合水率は15-20%).乾燥

H寺には多数のひびi1ilJれが発生する。また.I脱水した岩石は，強度の低下が著しく表層部分から

崩壊するなどの劣化現象を示す。

ìt~片による検境の結果.石英，長石類， =21サ・類と火山ガラスおよびパミスなどで構成し，わ

ずかに炭質物などが合まれる。これらの鉱物粒子を充嘆する脇消物質は部分的に粘土鉱物化し

ている。また，雲l止の一部がイライトに変質していることも X線的に確認できた。

以上の闘終結果から 1.虫水状態にあるこれらの岩石を急激に乾燥すると，粘土を急激に自然

乾燥したのと同様な現象が生じることを示した。しかし，岩石全体が崩壊しないのは.~1't音11

分の隠~í'物質がある桂J立の強度を保持していることと 適id;な鉱物粒子が骨邦lを形成している

からである。以上のことから.11'，土直後の岩石は，急激な乾燥を防止して徐々に，;吃燥を行うこ

とによりひび割れの発生を段小|浪にi坊止できる。

保存処理!で重要な点は，これらの岩石は内部まで風化しているため，岩石全体を均一に強化

処理する必裂がある。岩石内部に強度勾配を生じさせると新たなひび訓れが発生する。また，

過剰に水分を含む岩石に.WSS-OII [Si (OCI12CH3)，，] (ワッカ一社)を合法すると，岩石内音11に充

分処理液が合浸しないばかりか，加水分解が急激に起こり，岩石にひび割れを発生させる一因

にもなり，アルコール脱水や徐々に自然乾燥するなどの事前lij処芝IIが必裂となる。

また，ひびi切れが多く破片を取り外して接指できない岩石の場合は，強化合泣と同時に接才(

効果もlE:袈となる。WSS-OHは強化できても..j妥豹効果:はJUJ待できず，今回は，接治効果の大

きな WSS-MESIOO[CII3Si (0) 1.' (OCH3)O.S]について実験したところ，強化および接対・には大き

な効果があった。 しかし，処理後は，光沢は~ミじないものの，やや附い色調に変じることなど

があり，現在改良中で砂岩に対しては笑則の主主に達している。 (JI巴啄峰保)
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飛鳥~奈良時代のガラス遺物の材質

飛鳥藤原宮跡発掲調査部

昨年度，飛鳥池遺跡;で発凡されたガラス]みI}I刻辿造物について調査したのを機会に.今年肢

は. 飛13~奈良時代のガラス迫ー物の材質について ~J，'，J査した。 調査資料は， i藤原京，平城京およ

び近辺の遺跡から11'，土した約100点の造物で.これについて分析をおこなった。

その給J巣I某4，当 lI~i

きる。 アルカリ羽珪IJ~敵変I凪益ガラスは，すべてナトリウムを融剤とするソーダブfラス系で，カリを1M!

斉IJとするカリガラス系は古泊Ik¥=代中JUJ以前の逃怖からのみ検11¥する。ソーダガラスには，般化

アルミニウムを10%前後合有する向アルミナソーダ石版ガラス [Na20-AI203-CaO-Si021と陪

化アルミニウムを数%しか合有しないソーダ石灰ガラス [Na20-CaO-Si021の2秘頒が存在する。

そしてこれらには数%の際化鉛[PbOlを合有するものと，わずかしか合有しないものがある。

出アルミナソーダ石Jズガラスの出土例としては， :iti:，q二子塚古墳11'，土の架王があり，このうち，

1~t緑色半透明および抗色半透明を呈するものは， PbOを数%含有し，茶色一赤茶不透明なもの

は1%以下である。水浴遺跡/1'，土の淡'T'f色ガラス小玉 平城京内から11¥土したj炎青色透明ガラ

ス小玉などは，いずれも山アルミ ナアルカリ石lポガラスて悦}合有此は少なし、。般化アルミニウ

ム合平ii止が少ないアルカリ石以ガラスの11'，土例は，iuj松坂古j-J'tlll土のW*，lt色半透明ガラス玉，

諜Oili手'i'II'，土のi炎i'Hlt色不j韮fJf4"iiラス片， 111附遺跡 (愛知川 11¥土のi炎w緑色透明ガラス未製品な
どで，いずれも鉛含有此はわずかである。ガラス鋭型に残存するガラスを分析した例としては，

飛鳥池遺跡と上之官遺跡のものがあり，いずれも山アルミナアルカリ石灰ガラスである。

鉛珪i'I!Z塩ガラスは. PbO-Si02系の一般mのみであり，大半のものは PbOを60-70%含有す
る日鉛含有の鉛ガラスであるが，なかには PbOの合平d止がこれらより少ない鉛ガラスも存在す

るようである。6世紀には':VJffj('半jみでは，鉛ガラスの製造がI)fJ始されていた可能性があり， 日

本に製品もしくは一次製品を輸11'，していたことが考えられる。これを示す証拠として大阪府以

廻古噴 (7世紀後半)11'，土の也:玉は，朝鮮半品川医のJn鉱石が使用されていることが鉛阿佐体比測

定で明かにされている (1991，111崎)0 7世紀後三1'"，の鉛ガラス製造物としては， I仲1，

の緑色透明プガfラス玉，安f行寺11'，土の緑色板~比状プfラス (PbOは約50%).川原寺11'，土の博 (鉛:flil.

日本i1H'Hliヘ石を使111)などである。 7世紀末には. JI~ .r，J i也地跡で、大211の鉛ガラスが製造され.こ

れらは，鉛同位体比iJ!IJ定の結果， 1:1本産鉛鉱石を使用したことがIY:Jかとなった。ガラス:1I1'J向は

藤原京内，平城京内， i殺到リム'1:'対IITl遺跡 (8世紀後半)からIJ'，土しており，すべて鉛ガラスを

検11'，している。薬師寺とから多此のガラスJi-ゃ玉知が発見されている。このうちコパル トブルー

のガラスを除く，黄色透明.赤色透明，緑色透明. ~hl色半透明のガラスはすべて鉛ガラス (PbO

は60-70%前後) で国jlR /，~，て4ある。 この他，平械1;f . 坂凹寺からも $fiガラスを検出 しており，当

時の'I'i搬や寺院に多)，::のガラスが使用されたことを示すものである。 (11巴塚阪保)
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日韓における考古遺物の材質 ・技法に関する分析の比較研究

埋蔵文化財セ ン ター

わが国出土の考古遺物の源流は，その大勢を韓国に求めることができる。それらは，大陸か

ら舶載されたり，あるいは製作技術のみが伝摘したものである。なかには，材料そのものが日

本に伝えられ， 日本で製作された逃-物もあるといわれている。本研究では，こうした考古迫ー物

の材質分析やその製作技術に|刻する研究成果を見直して，改めて阿者1/¥1の考古造物の比較検討

を試みた。この秘の分析に|努しては，大半の造物が，すでに劣化しているために正確な分析値

が得られないという欠点があった。しかしながら，わが国と韓国の気候・風土はきわめてよく

似ており，遺物の埋蔵環境も類似し迫-物の劣化状況には共通するところが多い。そのため，

材質分析に|捺しても，この劣化の程度を正確に把握することによって，材質分析の精度を高め

ることができる。あるいは，分析結果を相対的に比較検討することも可能である。本研究は，

考古学研究のみならず，遺物の科学的保存処型のための情報をも提供することを目的とした。

背銅器に|刻 しては，銅成分に対する錫 ・ 鉛の含有il"~:比に着目して測定し，さらに微量成分の

銀.!(比素.!11I鉛 ・鉄などの含有量を検討したが，顕著な差異はみとめられなかった。なお，今

回の数多くの資料収集のなかで，事11.固における金製造物の出土品がわが国の比ではないことを

あらためて認識させられた。

そのほか，大型の木製造物， とりわけ，海底出土の船体保存や石像文化財・の保存技術に|刻す

る問題が詳細|かつ具体的に議論された。また，古代の顔料の分析などに関する研究を行った。

なかでも，漆製品の分析研究では，両国における出土漆製品の断面の簿片を作成し，顕微鏡的

な観察をもとに製作技術や使用材料に|刻する比較を試みた。i奈に混ぜられた顔料， i奈を塗り重

ねたときの塗り回数，下地の挟雑物の材質などに|刻しては，両国間に共通する部分が非常に多

いことがわかった。その技法的な類似性については，韓国と時代的なズレがみとめられ，大|塗

からのこの種の技術の伝婚経路を研究する上で有益な資料を得ることができた。木胎にi奈を滞

く塗る技法があるが，それは中国では戦国時代にみられるものである。一方， 日本では弥生時

代にみられる。また， i奈の下地に動物の骨を焼いて粉砕したものを混ぜている例が数多くみら

れる。中国ではj英代の製品に，斡国では 7世ー紀の製品に確認されている。日本では， 奈良時代

の製品に骨粉が確認されている。資料数に乏しく，定かではないが， 一時代遅れてその同等製

品が日本に出現しているように思える。

金属製造物に附 しては.分析調査の資料数を増やしたうえで，器種ごとに，そして時代別に

比較していく必要が生じた。出土木材の分野では，両国で PEG含浸法が盛んに実施されており，

今後の継続的な経年変化の比較観察が必要である。すでに，木材内部における PEGの凝固時の

形態変化などの基礎的な調査にもとずく観察を確認しあっている。今後、各種材質に|刻する分

析と保存について，より厳街な比;1波研究をおこないたいと考えている。
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赤外線カメラを利用した木簡文字画像鮮明化システムの開発

現在日本全国で出土 している木簡は，総数]7万点に迫ろうとしているが，この中で実に約13

万点以上が奈良国立文化財-研究所の制査によって発指i!された。しかも近年制査された長屋王邸

跡と二条大路跡の2遺跡だけで，木附j/1'，土数は]0万点を越えている。これだけ大訟の木目Iiを整

理する中で，木附表而の文字の判読作業の改善が重要課題であった。このためには木前の文字

をできるだけ鮮明に読みとり，読みと った'1'1';報をフ ァイ ルしていくシステムの開発が必要で

あった。このたび導入した「木附文字画像鮮明化システムJは，これまで赤外線カメラでよLて

もよくわからなかった文字国像をさらに鮮明化するためのシステムであり，少しでも多くの情

報を迅速に木附から引き11¥すことを目的としている。木削の文字は墨で告・かれているが，誤の

主成分である炭素は赤外線を吸収しやすい性質を持つ。このため，肉IIRでは確認できない程度

の患の残りでも，赤外線領域の光を感知する撚{象管を官iiiえた赤外線カメラでとらえることがで

きる。このたびのシステムでは 赤外線カメラに「スーパーアイjとl呼ばれる阿像強制ビデオ

カメラを採用した。このカメラは画像の政淡織別能力を従来よ り高めた搬{象管とアナログ画像

処理を組み合わせたものである。この装iliではJlli像管で、とらえたアナログ信号を直抜間像強調

機能に取り込めるので，ディジタル化のための情報欠落もなく，制11かい部分でのコントラス ト

強調が可能となる。さらに，このカメラはモニターの走査線方向に指向性を持つので，木Nii判

読の障害になる木目をこれに合わせる と， モニター上で木目を消 して観祭することも可能とな

る。また，操作が簡単なのも大きな魅力である。スーパーアイから取り込んだアナログ信号は

披適条件に加工したのち，画像静止ファイルとしてプリン トアウトすることも， 2インチのビ

デオフロッピーにも保存できる。将来的な拡張性を考えて， i成終的に光磁気ディスクにフ ァイ

ルを帯和できるようにもなっている。このシステムの導入により，作業のいっそうの能率化が

はかられるようになった。 (沢Ll1正IIll・村山1-. 1を)

:J'IJ読しにくい木附j(な)が，木EIがii'jえて(布)読みやすくなった。
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平城宮第一次大極殿の建物復原

平城宮第一次大根殿地区復原整備のための基礎調査の事業プログラムのうち，第一次大極殿

の建物復原について，本年度は設計のための基礎的な資料を収集するとともに，設計ーの基本的

方針を決定して行くため，務穂の検討を行った。このために伊藤延男・岡田英男 ・泌島正士の

諸氏を委員に迎えて復原設計部会を開催し，所内での検討を踏まえて議論を行った。復原設計

部会は 6 回開催し，他に 3 回の小部会を IJ~Jいた。 その検討内容は以下の通りである。

孟'" A. 回， ..，. 

第 1回 5月25日 遺構特に大極殿平而の再検討， 第 2回 6月22日 大極殿の機能の史

料的検討， 第 3回 7月27日 基壇Wt造およ び大内装図考証の検討， 第 4回 9月24日

基壇の矩計り及び平而・立而の検討. 第5回 11月12日 大極殿案の比較検討， r古事類苑j
所収史料と中国 ・朝鮮の事例紹介， 第6回 1月6日 復原、の具体的問題 (意匠 ・構造)

小部会

第 1回 10月15日 大桜殿椛造の検討， 第2回 12月18日 大極殿 ・廻廊 ・|剖J"卜東西楼

関全体の検討， 第3回 2月4日 廻廊・|討門・ 東西楼附の検討 (llJi判;?人)

大極殿復Ji;tの二家
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平城宮第一次大極殿院地区復原整備のための基礎調査

1978年に文化庁が策定した I特別史跡平城宮跡保存整備基本桃想jでは，平城宮第一次大J極

殿院地区は，建物を復原することにより平域宮の規模， tit成主事を表示するとともに，遺跡博物

館の中核施設とすることが決まっていた。その実施は. ["基礎的準備段階」完了後の概ね10年Il.lJ

を目途とする 「第1WJ整備計画」に位iEづけられていた。つまり.1989年頃までには第一次大

極殿院j也区の復原を完了する予定であった。しかし，それは第一次大鑑殿院地区と同様に 「第

1 WJ整備計闘」に入っていた朱雀 I"J. 東院l定IÆIの復原とともに， 主として予Z?:上のi1i1]~カから実

現に主らなかった。

1989 (平成元) 年は「第lJ~J整備計画J が完了に近づき，本来ならば 「第 2WJ整備計画J を検

討すべきH寺WJであったが，上記のような現状であり， ["第1!UJ整備計画」 の残された課題である

第一次大極殿院地区の復原にむけて基礎制査を始めることとした。悲礎調査は，まずはじめに

音|園地現況の把握，その問題点の分析をおこなったよで，復原建物の設計，および複原する建

物の活用方法を検討することと した。1992年伎はその4年目である。

本年度は，①コンピュータ・グラフイ yクス (C.G)で作成した建物復原因を現況写兵と合

成し，復原する建物の景観予測， ②復原建物の設す|ーをつめる作業，①平城主(の整備:fJl.況把握 ・

分析のまとめ， @復原する建物の活用方法の検討，をおこなった。

また，本年度には文化庁の方でも 『大極殿復原椛想検討会議jを設i丘し第一次大経殿の復

原について検討し，その審議の結果を文化庁長官に報侍した。 (泊i潟i要一)

平城宮第一次大極殿院復j点閃
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平城宮第二次大極殿屋根の一部復原

建造物研究室

第二次大根殿院地区の発掘調査報告書(学割(tji511llf)が刊行されるにあたり，同地区から出土

した瓦を使い屋根の一部を原寸で復原することとなった。!Iq:瓦とともに，I明木の品を裂い木口

を風間から護るための瓦製の|料水蓋も発見されているところから，隅音1¥分を製作するこに した。

完成後の展示場所として平城宮跡資料館のー|同をあてたため，スペースの関係でさほどの大き

さはとれず，一辺2mまでと限定し設計を進めた。

発掘!遺構から知り得た建物の規模は，桁行129尺 .MEll1i54尺を身舎各15尺 ・庇12尺とする 9間

4Il月に分かち， ~主的の出は各而13尺とみられた。 これらの こ とから間報告書では，屋棋を二重

の容棟造、 !I汗のIIJは上下とも15尺と復原している。一方造物からは，瓦制りを約30cmのピッチ

とする本瓦立であること |料水叢の内法幅から隅木先端幅は約 1尺あったことなどが知られる。

これらの基本事項をもととして，飛槍垂木は4寸5分X4寸の断而で瓦割りと同じく]尺に

割り付け，茅負は奈良時代iill有の直接瓦繰りを施す形に定めた。また附である以上当然!I[f先は，

反り上 りをもっていたであろうから ここでは配付垂水4本分で約4寸の反りをとっている。

参考のため木部の設計図をあげておく。

木部の製作はさほどの困燥さはなつかたが いざ瓦を茸き始めてみていくつかの問題に直而

することとなった。その内の抜大事は鬼瓦をどの位置に据えるかということである。鬼瓦その

ものが高さ58cm，幅55cmと大きいこともあって軒丸瓦のl本自ということはあり得ず， 一定の

寸法奥にひかえることになるが，どこが一帯それに過しているかがなかなかむつかしい。

結局3本日の丸瓦の前ということに落ち於いたが，それでも附行丸瓦と平行丸瓦の接点の水

処理の問題が残る。ここでは隅行を優先させて，平行はそれに仕合わせるという方法をとって

多少ともそのわざわいを緩和させるよう努めたが，なお一抹の不安はぬぐいきれない。民斗柿

みの最下段の見付而を大きくとるいわゆる肌l;Jt斗方法があり得るのかどうか， f合ldt斗を 3線も

ちいたがこれで良いのか，超大型軒丸瓦を鬼瓦上に使ってみたがどうであろうかなど，今後るそ

良時代の屋根茸技術とともにその茸上げの形態についても検討すべき点が多いことを，このさ

さやかな復原を通じて，今さらながら知らされた思いがする。

なお， 隅木および垂水の木口にはそれぞれ金波金を施した透紋の飾金具を藤原京大官大寺山

土のものを参考にしてデザインし取り付けた。

使用した瓦の形式は次のものである。粁平瓦6663C，H丸瓦6225A，鬼瓦上九瓦6225L，鬼E

lVA。 (漏11見必三)

平城7~;第二次大緩殿復l京l量級瓦1i:立て中/

平城主f第=次大短殿度総事fまわり設:n@→
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滋賀県近代和風建築総合調査

建造物研究室

調査の槻要 滋賀県近代和風建築総合調査は文化庁の補助事業として平成4・5年の 2カ年にわ

たり行うものである。近代和風建築に閲する全国的な制査としては滋賀県と富山県が最初Jとな

る。調査はまず平成 4年度に各市町村の調査員によって一次調査を行い，約1600件をリスト

ア 7プし，簡単な訓査業の記入と写真搬影を行った。一次調査の成果は「滋賀県近代和風建築

総合調査所夜リス トJとして刊行した。この郡!査成果をもとに当研究所において重要とみなさ

れる物件約150件を抽出し， 二次調査を行っている。二次調査では調査票の記入 ・配置図作成 ・

平而実iJ¥lj・写真撮影を行い，適宜断面実il¥リ・ 展開笑測を行っている。平成4年度に 2度の調査

を行い，同 5年度にさらに 4J立の郡査およひでMIi足調査を予定している。

調査対象は，明治~昭和ji~前に建てられた和風木造建築，すなわちこれまでに行った民家調

査 ・近世制:寺調査 ・近代洋風建築調査 ・近代化遺産訓査など全国的な調査において対象となら

なかったものすべてである。したがって対象となり得る物件は多岐にわたり，造平手数も多く，

調査対象物件をどのように評価して絞り込むかか言問査当初の大きな課題であった。この点は一

次調査において顕著な問題点となり，地元の制査員の判断により一次調査段階ですでに調査物

件の絞り込みが行われたため，市111]"村によって剤査対象の偏りがみられた。

二次調査物件の抽出は主として以下の点から行った。近代以前ではみられない平而形式 ・構

造 ・意匠をもっ建築，近代になって現れたm途もしくは現在失われつつある用途の建築，材
質 ・仕事とも上質な建築，顕著な特徴を有する建築，歴史的官lIi値がある建築，従来の調査では

あまり調査が行われなかった種類の建築である。なお，社寺については近世以来の伝統を引き

継ぐ形式のものは調査対象から除外し，近代において研究者や修理技師によって設計された復

古的な建築に限って調査した。その結果，訓査対象の大半が住宅となり，他に料亭 ・旅館，公

共建築，宗教建築等を制査した。今年度の二次調査は主として県下東南部の草津市，近江八幡

市，野洲郡，蒲生郡，布11崎~t日近辺で行った。

五個，lflllf歴史民俗資料館外観 古川治家平岡図(J : 400) 
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二次調査の成果 以下では今年度制査した物fLIーをまt-1介する。住宅の恭本的な形式は.11¥111);(りを通

り土lilJをもっ凹IIIJ取りもしくは六IIli取りとし，外観を入lリ!歪または切妻の大きな屋根をかける

単純な形式とする，近世民家の延長線上に佐世づけられるものが大半である。一次調査の物件

についても同様で，県下の住宅建築では近l止から近代にかけてあまり大きな変化は見られない。

ただし，座敷音11分や二1;皆座敷の充実は近代の特色として位置づけられよう。このように主崖は

近世以来の附素な形式としながら，経済力のある|松川では離れJA敷に賛を尽くす例も見られる。

五個荘11汀の五個荘歴史民俗資料館(IElif;幻|邸)では 主毘 (明治初JVJ)は近世以来の簡素で飾り

気のない形式であるが，昭和 9 年に建築された客殿 (湖tれI~j{蚊) は本給的な書院胤建築とし，風

日や使所では数千字j屋風の意匠を凝らし，さらにはスイスの山社胤の洋館を{耐えている。また，

五個荘町の吉田家でも主屋 (明治20年)は伝統的な形式としながら，出11:れ座敷 (明治3-11j:'.)，政座

敷(明治34年)は格式高くしかも凝った建物としている。このようななかで中主1111'の宵川家は昭

和12年に建築されたもので，従来の伝統的な平而形式とは異なり中廊下型の平而形式と し， 建

物の質・意匠とも高い点で~ffllliできる 。 ただしこの建物は大阪の設計事務所によって設計さ

れたもので，この地方では特奥な先進例である。

料亭 ・旅館については今までに縦まった剖査がなく ，今回訓査したものの位置づけは今後の

課題であるが，近江八崎市の兵凹楼は明治中!UJの三1府主主建築として武重な例であり，草津市の

開盛楼(明治初!UJ)は，小規模な部屋剖りが残り旧i草原11の}9tU宵を伝える建築として許filliできる。

公共建築は凝j:(;風建築が多いなかで，近江八l陥ユースホステルは手11風の大規般公共建築であ

る。この建物は勧業館として明治42年に近江八l附市内で建築されたもので，和Htl公共建築の典

型例である。ただし， 外観の残りは良いものの内音1Iが大改造されているのが惜しまれる。

宗教建築と しては天迎教の建築が11.1ヨされ，今年度の調査では八日市市のiNJ京大教会を訓査

した。天理教の建築は大規棋で良質の建築が多く，伽|監の椛成.や11殿の形式，省:殿のっくりな

ど個々の建物も興味深いが，大教会では大教会に|拘わる人達の住宅等によってひとつの11町を形

成しており，大教会内の敷地の構成についても校目される。

なお，平成 5 年度の訓査終了後， 同年度内に報告も"を刊行する予定である 。 (!:~図敏リ} )

兵凶後八怖lf.r，fJ!lJ外観 近江八幡ユースホステル外観

- 59 -



楊鴻即]先生の来日と頭塔復原

平城宮跡発娼調査部・建造物研究室

本研究所に事務局をtiJ:く古都調査保存協力会 (代表 ・背山茂教授)の招j停により，中国社会科

学院考古研究所の楊鴻助先生と中国文物研究所の張之平先生が来日された。楊鴻助先生は，新

石探時代から唐代にかけての発掘建築遺構接原研究の第一入者で、あり，一方の張之平先生はこ

れから始まる応県木塔(遼代)の修理担当をつとめる気鋭の女性建築史家である。

日本での滞在は， 1993年2月17日から27日までの短い期間であったが (張先生は都合によりさ

らに3日来日が遅れた)，精力的に各地の古建築 ・庭闇 ・発掘現場を見学された。とくに奈良と京

都では，興福寺・春日大千':1:・新薬師寺 ・相国寺の解体修理現場を視察されるとともに，本研究

所で開催された研究会において 鈴木嘉吉 ・岡凹英男 ・出島正士 ・問中淡らの日本側研究者

(敬称略)と，古建築の修理 ・復原に|刻する意見を活発に交換された。

今回の来日活動のなかで，私達にi架い感銘と印象を残したのは，楊i鳴助先生が試みられた頭

塔復原のスケッチである。楊先生は，頭;塔の発掘 ・整備現場を視祭されたあと，鈴木所長の冗

談混じりの依頼に応え，またたく|制に 3種類の復原案(方裟之一一三)を考えられ， 実際にそれ

を図面化されたのである 。 この 3 ~震は ， いずれも 5 層の屋根をもっ外観に復原するもので， ブ7

2住之三は日本人の復原案とそう変わらないが 他の22長は最上府に磁鉢形の土佐頭を用いる特

異なものである。 方栄之ーはそれを露出させたス ト ゥーパ)ffi~の外観 方案之二は稜鉢の上に犀

恨を架けた多宝塔風の外観にデザインされている。いずれも日本人には思いつきにくいアイデ

アであり，おおいに参考に値すると考え.ここに紹介させて頂いた。(浅川滋努)

方案之一 方案之二
立而 ・断而 復JJl(パース

ブ;J ~住之三 方案之二
立 国 立而

ハU
F
huv
 



平城宮跡・藤原宮跡の整備

庶務部・建造物研究室・平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 平城 宮 跡の整備j

1992年度に実施した宮跡整備は，宮内省凶北殿復原，朱後門周辺整備，第一次大極殿院地区

整備， 佐紀池石和説岸整備， 案内板設-i[1:，j日j圧屯気整備改修，保存科学実験室改修及び樹木名

板設置などを行った。

宮内省西北殿復原 昨年度に引き続く工事で 12月にすべてが完了し ここに取h線をそろえて桁

行91:Uの西南殿と12間の凶北殿とがそろうことになった。梁IBlが2lIiJであることや榔造形式や

外観等すべて両者共通しており. !ド1・に京間する扉口と土壁との|刻係を同じパターンで統ーした

こともあって. 2棟の連世!惑がより強調される という効果が11'，た。図l.A (利目啓三)

宮内省正殿の礎石復原 西北殿の東方に位IUI:する桁行 7lIiJ・ 梁行4IIH .柱間各15尺 ・陶北械の大

形建物で，この区域内での正殿と考えられている。礎石が北から3s;iJにわたり当初のまま遺存

していることでもこれまで注目され，f~ II U展示の形をとってきた。 ところが南殿 2 椀が復原さ

れたのをはじめと して， このたび凶南殿・西北殿ともそろい，整備レベルのIVJ係もあって，こ

の際に建物の復原を念頭においた上での礎石復原を行うこと となった。一部であれ当初Jの礎石

が残るところから，先ずこれを被離し保護することを第一義に考え，礎石を養生の上，全面に

わたり厚35cmの鉄筋コンクリ ートスラブを打ち，この上に}!/30cmにカ ットした礎石を扮iえる

という 工法をとることにした。 周凶の~，Piiは羽目石 ・ ~石で椛jまされる Nîî ijl なものであったろ

うが，今回は復原せず法而に形成した上，上ITtiと同じように仮芝仕上げにとと'Ihた。

この建物の桃造形式は. jlJ:{;~. 造物などから，切妻造でII立き . 三ツ斗程度の翁l物をもち ，

軒は地円飛fl:)の2~q:であったと想定される。 もちろん外壁壁-には扉口や辿子窓窓、または土壁等でで、附

さざ‘されていたはずである。 今後の復l原原啄、がj刈則リ引l陥符待aされる。医図l日1.8 (紺釧l旧見r碑存三)

朱雀門周辺登備 H 

大垣の復原表示と門前広脇場.の整{制怖備i市桁ilを行つた。

朱雀門基担と既設復j京築地とのIIIJは， 築地の平ITti表示にとどめ，既設築地と同様に雨務葛石

は凝灰岩延石， 築地両側下には花尚岩延石を並べ，犬1Eり・築地|々 はそれぞれ色モルタル仕上

げを施した。朱主主門基出復原に先立つ第121次発抑制査によって，築地中日はこれまで考えられて

いた門両1Jl11のみ基底l陥12)cと大きくなるというものではなく ，すべて基準師9尺であることが

わかったので，この新知見による築地幅としている。なお.，協門の存在は第16次発抑調査でも

硫認された通り，門中心からがjlOO尺隔たった位世に柱心々14.5)~のくぐり 1'9があったとみてよ

い。今回は直径1.2尺の門柱を地上80cm立上げその位iliを示すとともに，!dt居敷や蹴放しはそ

れぞれの下に入っていたであろう見切石を制え表現した。ただ，東方は全長にわたって施工で

きたが.iLEi方は市道との関係から朱作門ll!1Jの柱 1本を立てるにとどまった。図 1.C (紺l凡啓三)
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門前広場は，正而階段及び来}jおP'Iと復原二条大路内苑路とを結ぶ苑路を造成し，苑路は化粧

砂利敷(I"J正l而mlIMr.¥17m，脇f"J苑路中M5 m)告IIi袋とし，その他は張芝とした。なお，新設苑路と二

条大路内苑路の媛合部には!II.l1::栂 (ステンレス製，後14.3mm)を，その他道路境界線には擬木柵

(コンクリ ー ト製焼杉イ 1:上げ，高45cm) を設ir，~した。 (上垣内茂樹)

第一次大極殿院地区登備 第一次大極殿院j也区暫定整備の一環として，本年度は北の大筏殿が建

つ台地と持jの広場との1111にある出を視覚的に捉えられるよう出造成を行った。ここには奈良時

代前半期の山さ約2.2mの!!'j.{i't擁壁と，その後位置を約18.3mrtiに移してつくられた奈良H寺代後

半期の玉石航機壁からなる高さ約1.8mの出がある。今回の造成では現存する後期!の遺構を保護

する|刻係上，玉石航機壁の位i?1に出を設けた。しかし， 7Ji低差については法而を芝生で保護す

るため約1.2mとし.かっその勾配も本来の玉石航機壁より緩くし，約26度とした。なお，造成

した段差の東西延長は約131.4mである。岡1.0 (日溜í~ー)

佐紀池石積護岸墜備 平城宮跡の北阿部にある佐紀池の西山は民地と接しており，波による堤の

JbH容が近年 I~I 立つようになってきたことから， I百l池の1L'H予告11に花崩岩~~割石による設以挫備を

行った。石航機壁の場合，コンクリート悲礎を設けるのが通例であるが，今回は，下部に残存

する遺構に彩斡を与えないよう遺構上告11に生必丸太の』弟子胴木基礎を採用した。なお，石和擁

壁の設置I立世は，擁壁裂込のf表紙lを敷地境界線に合わせるようにし，機壁の所不了と色・型w任が
明確となるよ うにした。施工した石舶の総延長は約7001となった。閑l.E (波法成!と)

案内板設置 平城山助;サイン計阿に法づき，大拠点集合サインHι逃椛解説サイン(8)5器及
び平城宮跡地問サイン (路面J.l1l込型)7悲を設置した。

大拠点集合サインは，平波宮のI3隊問，平城宮跡地問，平減目幼:の説明文，資料館の案内な

どを焼き付けた陶絞を，鉄筋コンクリートの躯体に張り付け.花i前岩切石で外装を施したもの。

総合案内板の役:，1討を持つもので，泣併以示nr.東側の案内広場・の北端に位置した。説明文は，和

文 ・英文のほか，平城7:[跡のサインとしてははじめて中国i訴・ハングルでの表記も探川した。

迂I桃解説サイン (8)は，イラストと説明文 (和文 ・英文)を焼き付けた陶板をコンクリート躯

体に強り付け，説灰岩の切石で外装を施したもの。イラストは，それぞれの遺構の家良時代の

推定復原岡を基訓とし，人物をffliき込むことによって臨場感をii.ii11'，した。設置場所は，宵内省

の復原建物，内裂の井戸，朱往門，兵l~il符，北而大垣である。 閃 1.F (小野健許)

V大拠点集合サイン 2αlO 

V治情解説サイン(8)

1αlO 

500 

平城山 f~;サイン，ìlTIIijに法づく ~IλJ{反
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高圧電気設備改修 平城12;跡内の発抗日調査f日正:j}j:;ωIf，lとして 宮跡、内に地中立II設配線 (6.6KV)を

行っているが， 近年配屯設備の老朽が進み耐用年数も経過していることから，これを改修する

こととした。既存の設備は施工後20年を経過しており，発掘部l査や環境整備の進捗にwう経路
変更の必要性も /1\てきていた。 本年度は第一次大極殿院外の東北ド/~古11受tU設備 (キューピクル)

をはじめ，中央緑|怠;;17内変屯;古市iii等キューピクル (1~~;O: き型)を計 6 基及びそれらに至る配fE

線 (~'~H:スチールコルゲー ト ケーフソレ22sq-3c 土中山:J.ill) の更新を行 っ た。 悶 l. G (小i虫|秀彦)

保存科学実験室改修 平成3年度にそれまで第3収減邸内に分散していたLI¥土地物の保存処理施

設を集中させるよう大型造物処理II械の建設を行った。その結果，移転跡の利用法として，発指

/:1:¥土逃物の保存処理II方法や災|捺の作業が見学できる施設に改修することとし，平JJ，え'ι-跡資料館
地区の見学:施設の充実を図った。改修は， 見学者が保存処理II作業の邪魔にならないよう見学用

通路 (廊下)を設け，その通路沿いの各処理主の壁にできるだけ定、を多く取り， 内部での処理作

業等が見学出来るように した。図 ].H (坂上定敬)

平城宮現況樹木調査と樹木名板設置 当研究所で、は第一次大極殿院の復151整1iiiiに向けて，平成元年

度から基礎調査をすすめてきており 1I1;:{1~)立(平成 3 年度)には宮内に現存する樹木の悉セ!?訪日査

を行った。その結果，現在宮内には約3.800本の樹木が生育していることが把握できたが，今後

将来にむけて樹木の生育を追跡制査する必要がわかった。そこで今年度は追跡部!査すべき訓査

木を約100本選び，これらの樹木の台帳を作成するとともに，各樹木に登録ナンバー， f!~{準キ11名，

学名，植栽年度を入れたアル ミ製プレートを取り付け 5年ないし10年後に予定している追跡

調査に備えた。同時にこれらのプレートは平城宮見学者に樹木名を学習してもらう ことも考え，

追跡調査用とは別に見学者m プレートをこれも約]00枚取り付けた。(~.~瀬要一)

:!.f l ~1折 1主1).1宇? 朱背iI"J

酋~t殿 正殿~石 f，'iJ辺

1担 JJ;( !!I JJ(. 務{柑

261.39m' 685.7m' 2.952m' 

94.245千円 28.531千円 19.528千川

第一次 後 1).1~1i Jh圧fE

大値段 ;llt ill 気技術

~備 改修

7.328m' 13 必 6 A 
27.202千円 13.905千円 36.968千1'1

弘:最~it!! 樹木 i栄作

護;~~ :}'， 札 科学窓

石 m ]収f.J 改修

72.7m' 201本 192m' 

11.422.7千円 669.5千円 14.008千円

平城主.，制;幣制iPI't内沢 平城山E事務制iì 1立ii"1~凶(1)11 1 ) 

ぅ、
u
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2 J篠原宮跡の整備

':~~~、双方の集、務(，\:j殿)から鴨公小学校に辿給する通学路整備の一環と してl:\J!堂院の中央を束

刊に走る畦目下沿いに国|路整備を行った(1ヨl中A)。新設困路は臨2.5mで 粒調砕l肢の表而-1J:上げ

とした。また，これと並行して大極殿院および':¥J!1主院地区に鹿土による広場を造成した ([支l中

s)。広場は，大極殿院の東と西を陶北に流れる 2本の民業用水路に挟まれた東西約225mの区域

のうち，大極殿!淀の市而回廊から先述の新設闘路に歪るrti北約150mの範囲である。平均盛土l平

は約50cmで，表而を化粧砂利敷，問凶のi:t而iを雌芝で処理した。また， 造成後の土I32安定のた

めに予め表土 (緋作土)の掘削除去を行ったほか，時土rl'に10m1/¥11縞で透水管を埋設するなど，

特に排水に樹立した設計を行った。周辺の米rt収地 (緋作j也)との関連から従来の水系を温存す

る必裂があり，営良時に給捌水路としてI)fj削された小規模な悲抑椛なども極力l情渠で践すこと

とした。この広場への導入路として 西方と南方の市辺から延びる化粧砂利敷の園路を設ilfし

た。本年j立の整備面舶は47.093m2，工事政は185.400千川であった。

なお，この造成地は1995年3月29日から樹原市主催のもとにIJM催される藤原京f:1!都1300年記

念事業 (ロマントピアt語版京)の会場としても利用される予定である。 (本中点)
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南アジア寺院の調査

アジアにおける寺院の研究

研究諜題としている日本中世寺院史研究を進展させるため，寺院建築の伽車配置，なかでも

1ih J;(;と， 1\~' ~/fçの居住する 1'，Y/ -1;))の !刻係を中心として ， 建物配置や構造について， 日本と外国の事

例を比!絞検討する資料 を綜ることを目的に， インドおよびイン ドネシア所在の仏教寺院および

ヒンドゥー教寺院・イスラム教寺院を尖J也に訓査した。インドでは，京イ ンドのピハールナ1-1，

持1インドのアーンドラ・ブラデーシュ州，阿インドのマハーラーシュ トラ1+1の寺院遺跡の調査

を行った。僧坊は，すべてのjfi跡遺構に造存しているわけではないが，基本的には寺院におい

てはスタ トゥー， 大学:においてはスティジのような中心となるものをとりまく形で三而に構築

されている例が多く，それらはすべて例別の房室が接続した形態をとる。それは西インドの仏

教石結寺院においても同株であり ，r打者11諸大寺の三而f'，Y/J:)iとの関係を何わせる。そして一連の

僧坊はおおむねベット，テーブルなどその椛造にも共通性がある。インドネシアにおいては，

ジョグジャカルタ周辺， ゲドングソンゴを巡祭した。例えば ポロブドウールのステゥーパは

崇停の対象であり，元来それを取り凶む似1))も存在したかと思われるが，現状ではfi(f認できな

い。またプランパナン周辺のプラオサン寺は，1判北2株に分かれている寺院であるが，joloi寺の

背後には述結している縁石の残存がみられ，例坊のごとき居住施設かとも思えるが， ~IJ心寺院

をl捌む小寺院の可能性もあろう。似1)jと付属小寺院との識別も謀阻である。 (絞村 宏)

アンコール文化遺産の調査

本年J立は， 上智大学アジア文化研究所の主催する.アンコール泣跡学術国際部j査団の一員と

して!I"川・ 杉山が現地での訓査活動に参加した。本研究には， アンコール遺跡群のパンテアイ

=クデイ遺跡の制査と，プノンペン芸術大学での学:1二指導という 2つの目的がある。

8月の調査には杉山が参加し，プノンペン芸術大学において考古学の講義を行った。日経後

半は，現地に移動し， パンテアイ=クデイ遺跡で小規伎な発抑制査を行った。その結果，現在

比られる遺構以前に.ラテライトを中心に組み立てられた前身地tflltの存在することが明らかと

なった。この造.Hltはラテライトで化粧を施した悲出上に建立されたもので，ラテライトの敷石

を伴う。造物の山土は少なかった。発抑制査終了後， 現地保存事務所に保包:される附俄器の調

査を行う ことができた。しかし，フランス極京学院などが発比した陶磁器類の多くが. F/'J1iiJi.の

混乱WJに所在不明となっていた。残されていたのは，小形の制利l系陶器矧が多し、。なかには，

~I:' 国産の白磁や77白磁も合まれていた。

3月の調査には， !j'，川と杉山が参加しそれぞれプノンペン芸術大学において工Lt門分野の講

義を行った。こうした人材育成を進めることによって，アンコールを合む追跡の多くが，今後

カンボジア人自身の手によって訪l査 ・整11mされることがJVJ待されている。 (杉ILJ il 
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中国との 交流

中国早期建築の研究

日本学術娠興会の特定国派遣研究員(長JUJ)として， 1992年 5月16日から 8月29日まで，中国

で表記の研究に従事した。おもな受け入れ機|刈は，中国社会科学院考古研究所である。研究の

対象は，主として新石慌時代から18代にかけての建築と都城であり， 北京のほかWf江 ・制珪・

峡酉 ・1m川 ・チベット ・主主南.!J訪日江 ・進主主の各地で，数多くの遺跡 ・古建築 .T}l物館を訪れ

ることができた。とくに印象深かったのは.制建省武山山市近郊の崇安械遺跡 (i矧't)である。

崇安城は， r文物j その他の学科:j~t.誌に発tIil J主来がいくどか報告されてきたが，造物 ・ 遺構のあ

らゆる1Jl1JiTtiに中原系の要素と|品l位土着の製紫が見られるため， 遺跡の担い手に|刻する議論が大

きく分かれてきた。建築造桃に限定しても， ~I';''';殿建築の外観を中j京系の台附建築に見せながら，

その1)刊JIには南方系のiEJi床式建築技術を応用しており，このような建築を築造したのが， J~'，J越

人だったのか， l十j下した中町、渓人だったのかは，いまだに断定しにくい状況にある。それにし

ても，どうやら私は，この遺跡を訪れたはじめての外国人研究者であったようで， l持殊な建築

造械をつぶさに観察できたのは，まことに幸ijlliだったというほかない。現地で12年間も発掘に

機わか今回も私を案内していただいた張Jtifij:氏 (稲ill'(i博物館)に，この場を借りて，感謝の

気持ちを記しておきたい。

このほか，滞在JVJJIIJ 中には，小野世住吉 ・i此口正人 ・杉本和樹3氏の協力を得て，芸術学?ナシ

族の母系社会と建築技術に閲する部j査もおこなった({~宅総合研究財団の助成による)。 この成果

については， r奈良国立文化財研究所創立40周年記念論集jを参照されたい。 (浅川滋リJ)
交河故域保存修復のための調査

この調査は，ユネスコによる中国新腕ウイグル自治区交河故城保存修復プロジェクトの第一

段階として尖施したものである。ユネスコからの要約により， 1 992年 8 月に IIlr lE~が概況調査

のため現地を訪れたのに続き，同年10-]]月に村上|を・小野生tt吉・小沢毅 ・文化庁記念物諜の

桂雄三氏らが，新112ウイグル自治区文化庁 ・新彊考古研究所と共同で，現地の悲礎調査を実施

し，その成占Ii:報特を午n文 ・英文でユネスコに拠/1¥した。

遺跡綴要 うど河放城は，シルクロード天山市路沿いのトルファン市の近郊にある者JI城遺跡。2本

の河川が合流する地点に位irìする柳禁状の台地 (lt~・:j30m，長さ 1 .7km， ~f，iO.3kl1l ) 上にある。

B.C.2世紀に111師前回が王j成を位き，J，占代には安問者11議l好が-JI寺JUJilLかれt }，'fの西域経営の中

心となった。その後も都市として存続したが.モンゴルの勢力により14世紀に滅亡した。 現在

残っている郁市遺跡は，おもにjAf代に建設された役所 ・住居 ・寺院 ・墓地などである。

調査成果 小沢は，泣跡内の建物の構築法が，J也山削り11¥し，版築，生煉瓦の航み上げの 3種類

に大別され，それぞれの分布が建物の秘類とともに明確な特徴を示す事を指摘した。また.小

沢 .;J、U!I'・lま，本格別査に際し正確なiJ!IJiL(に器つ'いた宍iJIIJ図の作成が不可欠で、ある事を抗日ーした。
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村上は.壁体構成材の材質分析と現地での24 11'.\'川の漏出度計ìl[lJIこ 1，~づき ， 凍結融解現象が壁体

の劣化のー凶となっている可能性を指摘し，今後合成制)J行などを用いた本格的な保存処理を実

施するとすれば.現地でのテストを重ねる必裂があることを折摘した。小切・は，後i止の要素を

合まない純粋な遺跡公制の主裂性を折摘し，その)jtfOl保護を舵号した。また，遺引1.の人的位指

を防止するため， 観光省:の比学ルー ト設定の~t案を 1ì't/1¥した。

華 北 古建築調 査

(小~!r'fd!i'i) 

1992年8月9日より23日まで，"，国華北の古建築の調査および修理方針の検討会に参加する

ために訪中した。 調査問は鈴木所長，医l ::iiJ!f民|専の j知人，~JF.士教授\京大人文ìiJfの問中淡助教授

および藤田山児の41'，で，国家文物局，文物研究所，iJli川省文物局. iITJ;1ヒ符文物J弓.111iL41'i古

建築保存研究所などのお世-話になり， lNにlii(e-!'T'文氏は終始liiJ行して下さった。主な;U，¥J査対象は，

山西省では，大IfiJ市の上:rWINt=!j:・下1荘厳守-LE尚石間 ・=.'(f化ミ'j:.Hi.iW県の懸宝寺・ 7I<安寺，応

県のイム宮寺釈迦搭 (いわゆるk.M木椛)，代県の技後，大i11，(市の文1(iJj・ノI<iil昨手'):， fl)~，!，の県減なとで

ある。とくに，1.1::.県木搭はひどい主みが生じ.l'岐Hiの危険性が正:Jまっているので，文物研究所

の管理のもとに修理が計阿されており，その方針を検討する学術会議が. [J本1l!1Jのほかに，修

理を担当する文物研究所の張子平氏， 111同名古建築保存研究所の柴博俊所長，オ，J;{t保管所長，

応県県長らが参加 しでもたれた。 訓査の後半では f!\lj~l，tの独楽寺，天津市の市東|凌などを訪れ，

独楽寺では文物研究所の余I!!与謙 ・孔祥珍両氏や， 天i-司1桁|

金針|に |凶刻する会議をもつた。 純水造建築のj餅ijlf.刊イ休~， fl修多四型11*絞:ゲ干l験段の少ない l小ド 閤でで、 は， 日本側の木椛造への

理解と修理H経験が少なからず役立つものと思われた。また国家文物同の張徳助局長による歓迎

会が1mかれるなど，中国側のJUJ待が大きいことが伺えた。

日本古代都城と中国陪唐都城との考古学的比較研究

(藤mj~B~)

]99]年6月に奈良国立文化財研究所と中聞社会科学院考古研究所との川で淵印した「友好共

同議定書」による「日本古代都城と中国111-jl;[f者1¥械との考古学的比較研究jの2年目にあたる。

共同研究は文部省科学研究補助金(国際Jtl'i]研究.代表鈴木必計)によるもので.8月には鈴木京

背 ・111]'回12-上限兵人がJ吐き，代表的な'1'図の者1¥城j担跡、を，U，¥J査した。次に10月4日から 2ヶ月

11¥1， i!_4口寿!:I二・寺山ij保広を考古研究所に派遣し，治|場減の白川易宅跡、の発}ft]調査に参加すると

ともに . 各地の者1\械泣跡; ・ 造物の部l査を行った。 特に今回はi日出~ I州系の遺跡と J立物，および法

的なとを実見することができた。一方.10月28日から 2ヶ月間1，中国社会科学院考古研究所の

朱岩石・包強の 21'，が来日し.平城山跡・藤原円以;の発i}.ilに参加するとともに， 日本考古学の

現状について研究した。 1 99311~ 3 )1には，考，'，M究所から徐光北副所長はじめ，段鵬時 -i15承

i'f.社玉生の祐氏が来 !こlし， 奈良国立文化財研究所において「円中部域研究の現状llJと題す

る公開の研究会を開催し，討論とうど流を深めた。中国側lの発表は徐「京貌北子千葉1¥城朱liJJ門湖、の

司，¥j査とiiJf究J.段「波数治|場城跡/1'，こ仁の北側磁出と}Jiti:fill土保J，-l'1: r北鋭治|場外1~li城の発見と研

究J . 鴻 rlíMf治|場城の九洲池跡の発抑制作」 であった。(寺~/.j保広)
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アフ・トンガリキ遺跡の調査

南太平洋の孤島ラパヌイ (イースターぬ)は.チリ共和国の首都サンチャゴより西方3790km

にある。その海岸のほとんどに約1000体の石像(モアイ)が，祭国(アフ)から落下し倒された

状態で残っている。アフ・トンガリキ遺跡はぬの東南部 (南総27皮7分，西経109皮16分)に位置

し， 1960年のチリの大地震に伴う津波によって二度目の破壊にあい全壊した。それ以来，研究

者はもちろん島民にとっても，この遺跡の発掘~~査と再建は悲願となっていた。 1992年に日本

企業-の援助があり，チリ大学を中心とするアフ・トンガリキ再建委員会(代表0・ピノチエト国

立南極研究所長，後にマルタ国立古文{~r館 ・ 博物館長)による発掘制査と研究，遺構の整備計画が企

画され， 日本のモアイ修復委員会 (鈴木務官委員長)が，これを支援することとなり，当研究所

員も参加した。両国のほかイタリア ・アメリカ ・ポーランドの研究者の参加もあった。

追跡:は約250m凶方に及ぶ広大な範聞で，海岸側にアフが立ち，内|塗官llJに家屋，炉，洞加と岩

盤に彫られた魚、，マケマケ(創造布11の阪)の岩絵がある。この遺跡は1955年，ノルウェーの研究

者， T.へイエルダールが烏を訪れた時，最初Jに錨を|硲ろした海岸であり ，そこは別世界のよう

だったと言う。この頃すでに， トンガリキのアフ上には15体のモアイが，内陸部に向かつて顔

を下に倒れて数世紀が過ぎていた。津波によって一面か右とモアイの散乱場と化した。

今回の制査と整備は，アフと玉石敷広場を中心に行った。まず，予備調査として，現状の写

真iJ!リ泣， 地質調査，および， 津波以前のデータ，写真の収集から着手した。 1992年 9月から始

めた発掘調査では，まずアフの義国基暗にそって 6本のトレンチをいれ，乱石積基壇の基石と，

それに接する墳墓を検出した。次にアフに直交する 4本の トレ ンチを入れ，アフの構築，その

前而の屯j眠状の盛土 (ラ ンプ)及び，側面i石 (パエンガ)と敷石の技術的究明を行った。

泣幼;は大きく 2時期lに分かれる。前期]のアフは，後期のアフ (15世紀頃)と重複して，その痕

跡、を僅かにとどめているにすぎないが，正面 (内陸部)を束にし， 2基以上のアフが，南北に直

線状にならんでいた。簡のアフは横帆約30m，奥行5.701である。正而には石敷が広がり，アフ

から7.201織れた所に高・さ0.901，~J詰1. 2111，厚さ 0.1501 の板石が並ぶ。 アフと板石の間の空間が

ランプである。北のアフは，南のアフより約 501の間隔をあけ，横幅6001，奥行5.701をiJ!lJるが，

ランプの板石の痕跡は残っていない。2基のアフは併存したのであるが，北のアフ前面に前期

の小形モアイがあり，これに対応する白羽j瑚製の目と巣l収石製のi陸が出土している。

後JUJの逃榔は，前JUJの南北のアフが総合し， tJVi幅9801，奥行6m，高さ 501の規模になってい

る。前期jの小形モアイの石材・がアフの石組に転用されたものもあった。ここでは前方の傾斜而

がさらに 401拡がり，縁に高さ0.901，何1.201，厚さ0.1501，の板石を立てている。つまり， 会

{本で奥行が11mを越える大きなランプとなっている。この傾斜而には径約0.501の玉石を敷き詰

め.石敷広場から望むアフの壮大さを強調する ~jJ*があった。 アフ上の15体のモアイは. 全て

顔を下に して倒されていた。倒されたモアイの下，ヤプカオ (附子)，ランプの中，さらに石敷
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広場などを利用して，.t:i't墓が作られていた。石室

の一般的な規模は長さ 2m， I陥0.7m，高さ0.7m

程であるが，なかには長4mの大きな監穴式石室

に9体の洗骨が埋葬されたものもある。モアイが

立っていた|時\アフ内にも墳誕があったのであろ 匝;~
"世J勺 9

うが，津波によるアフ壊滅によってその痕跡はな lo~.._~
「。・防. 

い。人骨の山土数は]50体分を越えているが，そ レI:a

の下限は19-1止紀まで降る。出土遺物は，モアイ， I 日

マケマケ， ウナキ・の頭部石造!日，石器.骨品，貝

製品がある。

発搬の成果と古い写真をもとにアフを再建した。

また，周囲の遺構の復町、を行った。その後モアイ

を建立した。ラパヌイは南緩から強いj孔が吹き続

ける。凝灰岩製のモアイは風化が激しく ，それを

防止するため，石材サンプルによるテストを繰り

返し樹JJ旨による保存処理をおこなった。 発抑制盗iitrの散乱するモアイ

(鈴木嘉吉.~I'i!f悶rt勝 ・ 伊京太作 ・ 沢EHiE附 ・ JI巴以降保 ・|人HH JlH人 - 花幸子治・若手本音)
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「古代の日本展」報告

国際交流の一環として，文化庁が米国スミソニアン研究機椛およびアーサー .M・サック

ラ一美術館と共同で， r古代の日本展」をサックラ 一美術館(ワシントン)で開催した。奈良国
立文化財研究所もこれに協力し， 資料の集荷と図録の解説執筆に1j~わり，展覧会場では出陳資

料のチェック等を行った。展覧期間は199211~ 8月9日-11月1日。当研究所職員の派泣は， )11 

越 ・舘野 ・毛利光の)1阪で，それぞれ滞在は約 1ヶ月 間であった。休館日はなく，ほぽ毎日一度，

陳列のj昆・湿度等をチェック。余11院は図書室や収蔵庫あるいはボストンやニュ ーヨークにまで

出かけて資料収集した。事前の連絡をしておけば，資料を手に取り実測することができた。

展示は大部分を垂直に並べ 日本側で好評であり ，!!日明も専門家がおり効果があった。期間

中. 10月2・3日にはシンポジウム「古代日本の美術 ・技術と社会」が開催された。2日は佐

原センタ 一長が 「仏教以前の日本の絵画表現」と題して講演し 3日は当研究所では工楽室長

が「弥生時代の技術J.I1汀田部長が 「藤ノ木古J賞・高松塚古墳と正倉院」を報告した。

入館者数は計91，243人，一 日平均はほぼ1.000人。サックラ一美術館のアン ・米村氏によると，

地下で通じる他の美術館からの入館者は含まれておらず，笑|僚の人数はさらに多く大成功で

あったという。次に「平城宮展」という声も1¥15かれたが…。 (JII組俊一.(i'i，i!J]I'lll巴・毛利光俊彦)
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飛鳥資料館の研究展示 ・特別展示

飛鳥資料館

研究展示 「高松塚壁箇の新研究J] 992年は明日芥村にある山松坂古噴で，筏彩色の壁画が発見さ

れて20年にあたる。そこで，これまであまり胤みることのなかった視点で，この壁闘がどのよ

うな技法によって拙かれたかについて研究を進め，その成果を中心にして，写Z其工パネルを{使史つ

て展示した。 このR砂研)庁f究は束j海毎大学学'1目附1η?羽報i技術セン夕一とj共七向でおこない 発掘H

函のカラ一写其の画(像象処羽型!をして，岡而上の{初~'，i を除去したうえで酎像解析により各図像を比

較検討した。すると，男女群像では，人物の下絵を摘し、た幾つかの型紙が用意されていて，そ

れを壁面上で操作:して昨像表現の下fillきを作製した可能性が

指摘されるようになった。また.W:.j1_fj壁の')'r龍と白虎に|刻

しても音1I分ごとに図像が一致することにより，型紙による:J1li

1抑Ihを除いた白虎閃 さらに尾形光琳の;日¥iili図にも見られると紹介した。

特別展示 「飛鳥の工房J 7佐紀後半lJiの鋳物，鍛冶，ガラス創11工などの火を扱う工房で働いてい

た工人たちの作業を. 11"0土品や現代工人の航行-により，復JJ;i、的に展示した。1991年の初11に，

飛t~íj:藤原宮跡発掘調査部が:l1~X~寺東南のJí:陵谷川で発倒した亦く焼けた炉跡や小規棋な抑立柱

建物跡.!克楽物jffは， 3!17誌な，"'，土品から，そこで‘金工品やガラス製品を作っていたことを教え

てくれた。出土土探の年代から藤原氏の|時代に盛んに燃をあげて操業 していたこともわかった。

これらの工房に|刻する諸道具ーや未製品などを展示し また合わせて現代工人による製作過程や

その諸技法を笑物の道具や模作品，多数の写真パネルで解説民示した。 (工楽普通)

i沙l\~を作る 鋳型とその剣金J-!.
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公開講演会発表要旨

玉織と銭一中国新石器時代の武滋を考えるー 近年. iiUill' l:.t諸文化のili跡の発掘によって峨

壁 ・出正装 ・金以協などが発見され，文明の起ilJ;(によUt'Iしを迫っている。ここで国家形成過程

で生じた戦争l時-に使用された武器が問題となる。中国11主古の武持はり矢と鍛 (マサカリ)であろ

う。今から6500年前に.1勾!以の工具としての石斧から.メJ帆が広く身のiWい有干し石銚が分離し，

武器としての辺を歩む。5000年前には王製のjJxが11¥現 し， 他の特殊な玉器と共i*する事が!tx凡
される。これは玉織の儀器としてのn!IJi1liを示す。4500年前にはイしが大きくなり，装飾が加えら

れ. ~I:箭杯j型の鍛カf誕生する。 i糊代以後，武23の主裂なj恒はフf ・ 文に説るがt Jtt古の権威の象

徴である鍛は「王」のヰ:も合め，各!求訴に今に主るまでそのt'，をfllめることになる。(佐川正敏)

遺績は諮る 平減宮内誕地区の発掘調査は既に完fし.平成311::にその成果が 『平城宮発瓶詰14査

報告XIIIJとして刊行された。この報告書ーに法づき.袋良l時代のJ-V1WIに及ぶl勾喪の構造の

変遷を， 主として各時期の空IIlJ構成のあり方と，その1111の変化の様相|に衆目し検討した結来・を

述べた。すなわち，平減宮内裏ではVlUIに北辺寸'央に弘前日が成立 し.i1 JUIに主り北辺束!判に

後宮が成立したという，文献史料では知り符なかった新たな!と尖を発見し， その背id;に古代に

おける女性の政治的 ・社会的な地位の低下と，天;iiを':1:'心としたれ版社会における父系lIJlIの導

入の事実があると ~ft定 し た。 fjj:せて発抑制査で検1'" し たii1f;~かられ体的な史実を払J I.t、上げ，文

献y.見|・と比般検討を行うことによって古代史をN+昨成する新しい方法をも提示した。 (.ff.i本義l!IJ)
南中国の先史住居 一発錨遺構にみる住まいの多織性一 安志敏氏の:fi:t'，な論文「子|品|式建築的考古

研究J<r;JJ-，liJ 1963-2)以来.i漢英代以前のI中|ド3国の{住主1，

二元的イメ一ジが定玉才箭「行fしてきた。しかしその後30年IIljに， 11~: ltjの各地で多様多様な住まいの

遺構が発凡され続けている。祭者は，先!と華南の住I，'j-Jll:をO型 (火/，';) ・I型 (山よ式) ・日型

(1:主立ち平j也式). 11I型 (位ほIJ同1の平地式)・IV型 (幣立ち>leJt!!A)の5知型に分け，その地域分

;(fiを示すとともに，西市少数民族建築との比l絞などから.それぞれの 「担い手Jを推定した。

また，気楽な;li;:砕j起源説が微行している高床式建築については，長江中下流域のiM地帯で，稲

作に先行して発生した可能性があることも指摘しておいた。 (浅/IIi諮問

丸瓦作りのー工夫 行法九瓦の紋什の一種に，竹ーなどのk:IIIWを僚のように制み束ねた脱'f']'がある。

これを使った竹状紋骨丸瓦はこれまで北部九州だけに分布するとfiわれていたが，近年，飛.1:;

手'1:や飛13池遺跡で多此にI.U土し，大和にもあることが中IJIYIした。大手11の竹状般'目-7L瓦を検討す

ると.1111 き似の観賞nな どは九州、!と相違する点もあるが，絞'rl'のf;~:ìtは共通する 。 1.1'，土遺跡、の年

代などからこれらの瓦は7世・紀後半のもので，九ナ1-1に先行する。対応する!Iq:メL}Lは幅広い素紋

訟をもっ桜弁八弁紋あるいは重弁紋，軒平li.は三iff.';瓜紋である。これは九州でセットをなす百

術系!ji弁軒丸瓦と二重狐紋車1・平瓦 とは一致しなし、。 'lff}Lの紋織などからみて，大和の竹状絞f~-

丸瓦は百済ではなく27i句胞の影科を想定すべきではないかと考えた。 (イE谷i;'i)
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調査研究 蒙 報

薬師寺典範文書調査 京大史料編纂所との共同調査。第16・22・23・25・26商の整理分知 ・調41i-

作成と，第21商の写真搬113を行った。うち節目面については割担:作成を完了し，第21雨につい

て写真搬;揺を績を続中である。各医iに多iotな近世文書が収められているのは従来桁摘の通りであ

る。現在，第 1-21・24問が訪問・作成了で，第22・23・25・26際iが縦続中であり， また第 1-

19函の写真;411帥巴を終えている。92年7月。 (絞村.1111. nH出f'.森 ・il.立返)

醍醐考文書調査 限醐寺文f!}-の写~ぬ;揺を継続中であるが， 今年度は第15 ・ 16商について継続し

て実施し，マイクロフィルムによる微;揺は完了した。92年8月。

大友家文書の調査 束|専の文化庁分室で写点411目玉を行った。93年3月。

(絞村 ・1111.波法)

(絞村 ・1111'森)

歴史研究室によるその他の調査 文化庁美術工芸課の依頼により石山寺政校合聖教の訓査 ・写真41ti

彩に協力 (92年8月)。石山寺 ・滋賀県教委の依頼により同派術政盟教訓査に協力 (92iJo8月・12

11. 93年2月)0 i'({;岡県教委の依頼により三叫大社文書調査に参加1(92年8月)。北IlliHl人氏の街:

!日?を受け北iili定政|刻係資料 (木知2~Îi ) を受納。 92年 4 月 。

法隆寺所蔵佐波理製容器の調査 法隆寺所蔵の佐波理製手五時計'20点の実iJlリを行い， x線透視によっ

て製作技法を制祭し，蛍光X線分析によって材質を調査した。その結果，奈良時代後半から平

安時代に入ると鉛の比率がやや高くなること.鎌合時代にはっくりが厚手になるこ と， 11H~1時

代の製品もあることなどが判明した。次年度は紀年銘資料を中心、に考古学的訓査と科学分析訓

査を継続する予定。 (~I~城;凋脊部考古第 1 ・ 2 調布主. )ll[文センタ一足I物処理研究室)

飛鳥池遺跡出土金属製品の材質調査 当遺跡11¥土の金属製品は.鉄，銅，銀一銅合金で.jjl一銅合

金造物にl刻しては前年報告し銅製品について調査した。剥製品には魚、々子や人形などがある

が，組l成はほぼ近似する。Cuは97-99%で.不純物として. Fe=0.2-0.02%， Pb=0.2-

0.02%， As=0.09-0.02%. Ag=0.5-0.1%， Sn=0.3-0.02%が合有している。 (JI巴塚阪似)

年輪年代学の国際研究集会 1992年5月15日から 5月16日にかけて，イタリアのレ γチェでヨー

ロッパ諮問の年輪年代学研究者がー|白lに会し，iは新の研究状況を報合した。日本からは光谷一

人が参加し，ヒノキを用いた年輪気象学の研究成果について報告した。 (光谷桁実)

大通王手建造物調査 滋賀県長浜市にある大谷派別院の大通寺の境l人lにある近世の堂舎の保存方針

を検討するため，境内のすべての建物の調査を行った。本企以下 3f*は重要文化財， I"J 2棟が
市指定文化財・であるが，この他I!_IL裂1\ ・ 鈍綾などが近 i止のf~品で，知例の少ない誹の建物も良質

である。 f大通寺建造物語~J査報告{~r-J (長浜市教委)として成栄を刊行。(山j手・必本 ・向日1・正義ITI)

総光寺庭園の実測間査 本庭園は山形県飽iliHlIl松山町にある県桁定名勝で，正確な作l必年代は不

明であるが，!t1呆9(J 724)年以後に務主がしばしば花見に参指し，この頃には!副主lが完成して

いたとみられる。庭園は本堂の南に連続する4!?院の東淀で，J，U方の架から述続する傾斜而を築

山とし， そこから松郎の園地に沌が絡とされている。実iJ!リifij.fi'tは約15000120 (本中 ・j日本 ・内111)

- 72 -



奈良国立文化財研究所要綱

I 事業綴要

1 研究普及事業

公開講演会 (5) 1992{ド11月lilH 石神.i1t跡第11;)， III.-j;: ，'J.'.I~~ 

(1) 1992ij， 5月16日 白1'170同公I~I"削減会 (6) 1992年IIfJ21H '1<城山・跡第230次

r -E機とJJx-q，悶新石総H年代の武?t~を考える 一 J

佐川正敏

r jl'tfI/;は21tる一千城山内災地区の.i1ttllt変j笠をめ
ぐって-J 総本 自主liIJ

(:rl:: .. W(i) 中ト-t iuー

(7) 1993{1二2月13H '，laî: .It:Ji遺跡:~3次行IÌ<. 'ti三

(8) 199311' 2 J120 11 'I'-J.成': :~'・~~・ ~238次

{第二次')}J中:院Jlttt'i托・;:U j;，.-j;: i(I文
(2) 1992年11J1 7日 ~71同公I~I必i~i会 (9) 1993{ド3月2711 本業向li.'j'小I"J跡 本中 !'[ 

rm中間の先!と11:1，';'一発UTIi:立備にみる(1:まいの多
械1'U i主111 i~リj

rJL瓦11，りの-J:犬一銭1)..1における竹状i見付九Jf.
の検制I-J イヒ谷 川

現地見学会

(1) 1992年11月24H Ii~JJ;('::\紛:~70次

(11.1災IJIj外邦j也lえ)

現地説明会 平綬宮跡資料館・遺構展示官官 {比や行数)

(l) 1992年6J1I3El .ド減':;.;糊:~ì229次

(.rt::部平í~事) 1]、t事 殺

(2) 1 992if-6月27日必JAil-1跡、第67次

(J!!1i1":i.lli也l弐) 川~ 俊一

(3) 19921ド8月IIR 柴山li.'i'北I(IÎ阿廊 ・ 必r.:~: 資料館は1970年J必.i1tIt'lIJJ(:，J;f!I¥IJ.1963{1二度以降の拡，n
必本修向

(4) 199211~ 8月22EI N成'::\~~:~ì230次

(/.eJ江三条-i)j十・ 1・五 ・1-プ，rr-J ノl、'1'(- fd!山

2 1992年文部省科学研究費補助金による研究

新 H( 11 研 究 ，，!jl .w 研究11::l<:お 火1・UYi(千1'1)継

新 4年)jlJ.lflUlli研究川 ïl-j代~1:i，riJ;!境í!iJf，(のための新手il:の fì(l'な {主 J!;~ !'i 118.000 

新 iUl.':PiiJ或研'先(1) .ìl'I: 1'1):探税法の総合的I~I発研究 IlIi H 5.500 

新 {(.'.'.( ~fi)或研究(2 ) 集部 ・ )'1 1.納.ì1t~~:のJ菜作 IJlj H lJi 2.400 

韓宝 一 般研究 (A) データ・ベースの|泊先による近III:Hゾ'j'ill築研究の総 松本 修 1'1 2.000 

j，Fi 

調E 。 ~II股j止の総合的抗1f'，先 'ド川 ~'{. ~:ド 2.400 

継 一 般研究 (13) 石?~製作泊料lW!j( と 製作jS.式実験研究 ?公 in司I('1ミ 500 

省主 一 般研究 IC) ，'iIU:¥ m;における内災のJL従的研究 総本義liIJ 400 

蔚I " 政\'rr:l lか らみた .')'院， 'r~:資料の{云米に l刻する研究 絞 村 }よ 400 

新 " ミ1<城白 ・J;(:H上土師23の分芳iと路地I，;J定 ~IS 淳一f!ll 800 

新 " 仁 .1i. 11I:~のf，'iJオI~ . 品'iJ二割I.Z trfl ~(1， り の 事l''1< liの製 山紛れ 二 700 

作_U:，¥l!.ilJ;(によるc人系市|対係の研・允
新 今 伝統的水辺ill~告の l荷iE安定1'1ーにl則する研究 lλj 111 IIll人 1.300 

祈 4シ 古代l¥ilit!!の3i:J也と形態 ~':j ~決: ー 1.200 

新 " ポI'li文IYJ交流においてステップルートが来たした役 山 本 忠 I~I;' 8∞| 
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新 奨励研究 (A) 室町時代の事f瓦の地域的比較研究(近畿 '*1"'1編) 佐川正敏 900 

新 4シ 目線/.ll土!.!JJt.の比較研究 イE谷 il今 900 

新 ク 弥生時代裟身.uの縦年的研究 岩永平?三 900 

新 。 前方後円!.tV氏五:)，Q絡の系統的研究 山本ji'i文 900 

新 " 先史弔問の!tlu右上とその地域tt ~: 1主JIIi~ JJJ 800 

族史的~rlr1;(

電E 試験研究 {日} フラックスゲートを別いた新しい縫気探資技術一三 西村 11i 4.400 

紬グラジオメータ ーのI~I発

新 。 わが国許!tの稲作淡緋研究における~I:物考7片手:的手 工努i'，Y{-泌 7.500 

法の Im~

縦 国際学術研究 日本古代初城と中国~W，'f布111減との考古学的比較研究 鈴木五五古 7.500 

新 今 日憾における考古遺物の材質・技:itにl泊する分析の 沢田正 H日 3.700 

比較研'先

縦 研究成栄公IJII促進~~ 長lal玉木Oiiデータベース 町四 f，( 4.840 

首十 23!~1: 168.740 

特別推進研究(1) {新鋭) If't- 奨励研究 (A) (新縦} 5 !~二

iIll.(旬jJ或研究(1) (新線} 1 !'午 試験研究 (6) (縦絞} 1 !牛

" (2) (新総) 1 !'t- イシ (6) (新総) 1 !'t-

一般 研究 (A) (縦続) 2 !'t- 国際学術研究 (総統) 1 !~I: 

" (6) (縦続) 1 (キ イシ (新総) 1 !~・

今 (C) {継続) 1 !宇 研究成栄公1;:1促進費 (帯電銑) 1 !~・

" (C) (新総) 6 !'t- 23(キ

3 飛鳥資料館の運営

展示 普及

第一JJUJミ室 常投民示

第二民示室

存JUIli庁究展示 fm~~軍壁画の新研究J

IYI 上l 杏村 ・ 側jlv.:~ (~\f{:IH 閉共fHi

1992.4.9-5.31 (53 H 1111) 

秋JUI特別l説示 filH~の工房J

1992.10.9-12.8 (61日1111)

特別m演会
1992:11'.4月25EI

f?M公塚f廷闘の線jl~i一日本伝統絵耐との考祭一J

)jl.山晋也

1 992:1f-5月23日

f~':j1.公塚墜聞の-';nl-古代日本にl:~t;'・はいな

かったー」 佐h江 氏

1992:11'.10月17日

fi片!tのilj造技術J
1991:1ドII月14日

fi'i代ガラスの材質J

中野政樹

，，~塚 隆保

インフォメーションルームにおいて縦覧者のnunに
応じている。特別泌示の刊行物として r;rr，必塚壁画の
新研究j及び「飛13の工房Jを刊行した。

入館者数(1992.4.1-1993.3.31IliJ飢1:l'U<318日)

区分 同人的m þ.l体rul~ 司T科 J黒字十 合計

般 39.670 15.312 

M，'大生 6，481 13.623 
小・'1'!le 9，510 37.058 

121.654 9.298 130，952 

L_!L 55.661 65.993 

陳列品購入

IIJ回寺山土17銅五郎像複製

)'r剣の飾出金 ・釘など鋭逃に|則する資料
木工ロクロによる製，日Bの製作過税を示す一倍資料
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4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 修)!Ii磁文化IBの~必にi'i-~・ることを 11 的と して

主に地方公共f.l1体のJlII政文化財保護行政JIl当者を対象

に次の研修を実施した。

(1) 平成 4 年度)!I\必文化IIH~1jIH主術:?í'}. .'，(門研修

(i!1跡探流沿rn
1992年5月1211-5 JJ 22 11 (参加1/'i'81'，)

(2) 'I'-J，)t 4 il二度)11\必文化財1~jltl技術'/'í' W. I "1研修

(l.ÇlJ先考 Ilj;I'I!f'~)

1992iF 5月28H-6111911(安川1/'i'201，)

(3) '1'-成4ilニJ皇)11\成文化I!~'発111:技術朽一般研修

(一般研修)

1992Sf-7月 IH-8JJ7H (参加/'i'32名)

(4)平成4:(ドl立)11¥磁文化財発jll:技術符NI"I研修

(::fï ?ii湖資3~!1'f.)

1992年8JI25 U -9 JJ 8 H (参加行201，)
(5) ' 1'-成 4 年JiO' II政文化財~1I1:妓術行・NI"I研修

(遺跡iRlJi止泌r.l)
1992:(f-9JJI7H-IOJI81-1 (参加1/'i'20i円)

(6) 'I'-J反4年度)11¥磁文化I!HNII:技術者!，I，lI"1研修

(文化財写lUI!W)

1992;F10月1311-10JJ30H (参加行21名)

(7) ・ド成4{I'-I支J.'I¥居者文化IH発JlI:技術-gιf.l"lf刑事

{中近1"治制:訓干'r.，]'HO

1992il'.l 1 n 5 11-II n 13 f-I (参加者32t，)

(8)ヱI'-J，)t"年度以蔵文化財発品1:技術朽・~lil"J研修

(ìl1跡仇:イf盤i柑~~~ね:)

1992年 1 I 月 191~-12月 911 (参加者19名)

(9) 'I<J皮4{I:.I主JIH磁文化財発拘!妓術者専門研修

(1以イf・fI・♂;!:.~æ~，{~I~fID

1 993ilミl月191-1-1月29H (主主加者161，)

(1国 杓&:'1 {ド!交JIH蔵文化IH発1It!技術者

(水 ?ii訓1i: J~tね)

1993:(1'-2月4H-2J19f-1 (参加者30名)

(11) 平成I111'- 1定員1\磁文化II~ 発Jlj:H-í.f.i:g'~，\別研修

(イi機î'till物応急処.irl~ ， l単位)

1993年2月16H-2Jl191i(参加者16t，)

112) 'I<J災41n主sI¥磁文化IB
(JlI¥必文化財l，!;QIi，I'l!N)

1 993:{1'-3 fI 2 Ii -3月8f-I (参加者38れ)

研修 H - ~:Lぷ

!(; t， s背 lJi 受入れmJnI ~・入れ m~ ~Ij 研究・研修内'u

1-1内

天野秀目11 三可U'，¥J型説文化111七ンター 1992.9.1-1992." .30 ~t(løjlJ血}'f跡発l\l!，.I'I先制i 発llil，.l'lj'c研修
17Jl型!lTi!J;t t・l'

rf 11 夫 f HI 技師 1992.11.9-199:1.2.8 '1 '峨1・{跡公lI~凋1f.f.Ií HJニ

i't.下英 tfi 升川~'，\~~磁文化111 凋1f.七ンター技師 1993，2.18 ~I\弘文化IIt七ンタ ー 似UII学研修

向係 r主 秋IlIYM理磁文化目l七ンター 1993.3.1 1..11唱 1..1 1: 
q:zι'1' 

l‘1 ~~ 
鄭 It: I二大~Jb::ω l'I.'l・文化財研允所 1992.5.10-1992.11.10 用品文ftUI七ンター 1'5'I'j"，':6岬修

沼紛ょ，調査研究ν~~ ワ・長研'i1!L:

.".必大仰1(凶 l聾州文ftllt研'it，n 1992.5.18-1992.5.28 1..11 i思IHV;::研修
文ftUti'l'埋J.. ) 文化部

朴 文部 1..11'. HI 1..11: JUJ上

鄭 'K ~ 1，，11ニ 1"11二 1，，11: 1，・JJー

1i 勝:lI 1，，11二監1C111"iIi ゆ92.8.16-1992.8.23 1..11:. JUJ上

ソーレン ・ デンマーク オーフス大ザ:教1" 1992.10.6-1992.10.31 1，，11: 母山rl・研修
7 ンヂル七ン

也 111 典 大切1(図 1'1主主化財研究所 1992.10.19-1992.12.25 1..11: mif:ff?研修
文化財布ー理局 追跡目周先研究官l~

Jj fI4 '1"('人l"KIIII-1 IIWI唖物院 1992.10.26-1992.12.26 l'峨'1;¥'跡先llil，.rWRli 1$' ，'j''j':fl)m 
文物保護冊12所

F
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見ミ n {I '1'棋:人1UUIII!1 中凶社会科学院 1992目10.28-ゆ92.12.26 1 .. 1 t 1;，1上
考古研党所第三研究室

包 強 1..1上 1 .. 1 t 1..1上 向上

文 検 11( 大仰民l!1l!I立文化財研究所
保存fト学物埋金~・長 保if処理抑止1

1992.11.1-1992.12.30 仰.磁文化財七ンター 保7I'W?-研修

1.'. Ili *l '1'恥人KJ~制作l 隊商省考古研究所 1992.11.1-1993.2.27 I"Uニ 考市学研修

肋珂研究II

ウ寸ン-!-.1'/ク プータン内務i'i I主Ti 1992.11.18-1992.12.7 τ I'~定跡先制調1èffil |示Uニ
キノレイ

ナデージナ ・7 Uγ7 1'十q:アカデミ -1坂東文書ß~.正!と 1992.12.01-1992.12.14 Nl正義文化財セン1- '15' ，'iq:研究 ・研修
ルテテシトヅγ 学 ・JJI'iq;・民族学研究所研究11

ー- 十 ・ I..U二 1..11二 ""よ 1..1上
レ J広シェンコ

ユーリー ・ 1..1上 I .. U: 1 .. しt I..Uニ
ニキーチン

金 f+; 1¥: 大将1-'1吋 l‘I.il.l量州博物館 1992.12.14-1992.12.27 I..IJニ !NHl学研修
~(: ;.:研究屯

4ト 成 t事 大9n-，I'1 JI(oJJo:大学校 1"11ニ 1 .. 1上 1..1上

カム/(イ ・ ラオス IlittI文化省博物館年山応 1993.1.18-1993.3.17 ""上 仏教遺跡研修

カン 1ヴ噌 ン Jfl'i;t ;tn補佐

ウせンマニ ・ ラオス 情報文化省博物館考I'i応 1，，1 t I"Uニ 1，，1上
ムンテ 4ソン 1J，t;;;t WI"lll 

也 JJl f+; J、9~ 1 -，1!1 III立光州協物館 1993.2.3-1993.3.30 I .. U: 考古学研修

学芸研允可i学芸研究土

];. 大一 大UKI‘11‘l立文化財研究所文化 1993.2.12-1993.2.21 I"Uニ 保有1干学研修
II t*PI~向 保存ff是非研究"'，，~lf.I"IQl1

~ Jt tI・ λ:m-，凶作191大学校博物館 1993.2.15-1993.2.21 1，，11ニ 1，，1上
似U朴正'(:係1<

4ド ，'11 '1' 恥人10~fll凶 祈質文物考 l 'ífl}fï1! 1993.2.20-1993.5.19 l'峻日跡先制調査部 考古学研修

ilr 文l曹航II

4日 渇 l山 '1'恥人l-，JHIII'1 中I!I社会科学院 1993.2.20-1993.2.27 1，，1上 1，，1上
号山研究所教授

世i 之 l' 中前人1-'Jt 111凶中凶文物研究所 1"J.1二 1，，1上 1，，1上
出I.M器保護総副主任

金 見( tf km-，I‘1 1'1主文化財研究所 ゆ93.2.22-1993.2.28 J%il文化財七ンター 保存科学研修
文化ut符理局 保存科学防究室長

チ，ンプヌト ・ タイ五]!J シルパコール大学 1993.3.1-1993目5.31 1，，1上 1，，1上
プラサγ'"./ト 号，t;q:ff .A師

m 聡イギリス ・ホンコン行港中文k'?- 1993.3.3-1993.3.13 I..Jjニ 仏教遺跡研修

'1'1‘l文化研究所副研究II
:主 4結晶1km-，w 凶立中央博物館 1993.3.4 -1993. 3.27 I"Uニ 1，，1上

i思{(:fトq:宅 q:誌研究土 . 
Ji; 官事 中部;人1-'Jt 1111<1 '1' 1‘11t会科学院 1993.3.1'1-1993.3.28 l'城'8"跡発掘調査郎 考I'i学研修
JJ，tj研究所 I~I所 t~

段 鵬 I毒 II"'V:人1-'J~ÆIII!I '1'凶社会科学院 I"U: 1"1上 1，，1上
~'lli研究所第三研究第一 副主任

-‘i" Jf< i事 11' /i~ 人 KJHIi I!l 'l'l!llt会Hij':院 1，，11: 1..11: 1，，11ニ
与山研究所第三研究宅訓研究fil'!ll

l上 Ii '1， 川よ 1..1 1: 1，，1上 1，，1上

唖i i止 n 中 恥1-'1'1 I!I立自立正iI事物院 保Uff 1993.3.22-1993.3.25 JIll蔵文化財センター 仏教遺跡研修
う主υ¥il<

ピ-1ーロウ イギリス ダーハム大学考古学作 1993.3.22-1993.01.5 1，，1上 考I'i学研修
リー ・コニー A鋪
」
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発掘調査・保存.g備・探査指導
(北ibJ辺)手'fb，"i同r.J，'1片品ill跡， ('j'[森~n プミプ~lIijr村

主主ノTiiji立跡， i:ltU氏減跡他，(Z;手りみ) 11Jl: 1~~減2品、. 志

i皮峻紛" :;IL~泣~・lrr: ， 大波 II 遺跡; ， (秋IJIM)秋IHI成，

払阻~lIm・， (術JJG県)惣 日 早'j'~:占、， ft~ ;;<足I助、， (栃木りよ)

法界寺跡、下野国分寺紛;， ( Ir(: ，r:!~\'，~)高瀬間音 IlJ ill跡，

(千葉['Mïlïl!.(~漁民世lij立幼ト， (耳tJ;(制;)品}II台場跡， 9'f 

i:lt悶公附足W:， (神祭}IIV，t)旧太IH家住宅土産1illWEI.

(新均以)八申請林造跡. (石川県)創刊鍛山火，'itJl，能

登国分寺跡，徽江41:迂I跡，141の仇・i1itl'!l洋， (:L剖'H，~ )

2.4梨氏nn跡.恒川泣跡，~，;m街本~ílí跡， (岐l;:-vn杉
崎!発~n1J:. 坂出会it仲|吟t.遺跡 ， U{; I湖町~)久野城跡，

員長機illi'JJ貧，徽須賀城跡，大知li帥ドJ先手)'跡.勝1/11削減

跡，巴川足I跡:B土丸木-JiJ.，~f: ßII 足í~1J: ， )守山15t;，n:舟，御
殿・二之宵遺跡，(愛知県)'i'gま内明.三i可図JI.f湖、.東

州stW'跡，ヰニ呂町ili辺足iV:事，(三Æ~.'J峨之感地跡，

赤木城・ 問主IL子峠Jfリ場跡. 制~I・ 1姪省、跡 ， 1l見Jjg'i跡.

(ii1賀県)安土h史跡，木村ï'ïmm:， 架 i:ltilJl lr~迂lV:占兵

主神社j忠岡，~呑楽'/戸J跡，木爪1!;(遺跡， (五f者liJl.f)長

|河京W):，恭仁?可W):，大覚寺iip@'1):大沢池.私ili九I.lJiJi

I'J'!，加茂liP'II!神社境1人J.泣所ill跡，(大阪府)狭山池.

住友剣l次所跡， 9iti皮7判事， 大路手'j'lm助"然食山前打t
i也上1vl峡遺跡"心合寺山内町't.新i也j出;輪製作íijr~:舟， ~(l 

上ïl1lWj~占;附;'J;~:占: ， ( Jî<H.:~n 赤総JJH:仇小火:;lLill~1J;，

怖感因分尼寺跡. 五i lt lfl 中ill跡. 篠山I成~1J:， 1111泣跡.

山中遺跡，知;1 1・1成跡 i炎i可行 IJj( ill~1J;， i昨之国泣『占"凶

~Jj~;'F，銚二r ヶ谷iàUJj( ， ニ ッ民正ì~:品， (x，取りn侃山
内m，市谷大山遺跡，上i;EM手'H占"羽衣l.il成跡.鳥取
城跡， (!:Ht~~n 天~J;I~fA'w):，岩見銀山足H1J:下川 IJ;(I吹

出跡，1長谷V遺跡， J二長iJuUま，nヶ的遺跡.主glJ'川
放水路. (岡山県)制il中松111城跡.尖作間l{f跡，I河山

城跡.111陽自動車道関係迂I跡，(広m;t.)三ツ械i'iJtt，
ii:t泣跡昨. 11江戸千事I'IUrm跡.別所前身'tllf . 万i'，ÆU淀~1J:，

(山口県)萩域紛卜. 大lλH\ill跡長~HI>I Ll I 粉、 . (待川

~n 讃岐国分ぜ1・跡， 不i問7it{t目下，(愛絞りよ)来0:成寺

跡， i
'
ilm泣跡，(!t¥l:，占リn矢野ill跡. (稲|刈りよ)上のj以

内然湖、.太宰I(.f史跡.鴻11監fifi幼似f.J泣跡，1iiJa泣粉、.

(佐'ci[';'，)名護lぷj成制:・距li跡， ~HI\減跡. 大tM:町泣W): ，

'. !~群竹h;(泣跡11下， (大分~n 成立政手)'瓦烈跡， lilJY'f泣

跡.ガランドヤi'itl't昨.大分元日Ir石仏.瀬戸遺跡他.

安回寺集務泣湖、， (':'\崎県) 国1fii ・ m;l~i ' 古宇佐跡ì!Ii ヶ

i也縦穴 Ir下，下村f足跡(!!~本県) ， つつじケ i訂T

大付杭7穴¥:11群下. (i'I'岩肌~) irliiふj成跡， 糸数Jt主跡.友平Ilill

Zかフルス トIJ;(jjJ:紛" ，.殻名l{il

埋蔵文化財ニユース刊行

自i~75号ー 会悶文化II~ デー タベースについて

首¥76号 1 988年度刊千iJ!I\磁文化財発j~l!訓1ttIH~f併に|刻

する十，'IW;¥1Ij1t

5 その他

委員会等

自';19岡?IV:J資料館五li'i:('協議会

1 992~ド 5 月 1 91:1

二IL城・ J1H，政 !!;11ff助I:~判資務官iil指導委ii会

於JI~Üft料館

19921ド6月5・61-1 於平j成宵跡、資料館講'市

外国出張

i}{川正1I!l イースタ一応モアイ (正i!象)の似存科学的

訓B'Eのため.チリへIB'J長
1992~ド 4 Jl 7 FI-1992"1ミ411201-1 

~I'Ui~兼1)幸 イースターj;bモアイの訓術研究のため，チ

リへlB~N

1 9921jo 4月13日-J992il~ 4 )'1251'1 

千川剛i且 iJ1J1毎回関係ut跡湖査のため.中市人民共和l

図へIH~J~

19921ド4月27H-1992年5n 71'1 
牛川:-r~~i ドイ γi生手1;共和l固との学術交流のため.ド

イツへlJ~ 1;'長

1 992~lo 5月8H - 199211~ 5月171'1

光;谷抗j~ 年始年代半:の分科会1l¥1tI;のため.イタリア

へtH版
1992:'1'-5月13FI-1992年51118日

小型f'他1~r :1~r十j行ナシ紋の居 (-1:機式と建築技術に|則す

る;羽交と研究のため，r:1'.ï';人民共和l医lへ :I 'II;!~

199211'.511161:1-1992年6n 8 "1 
i長川滋リj 中間以WJill築の民政考古学的研究のため，
中国人民共和国へtB保

1992$lo 5月161-1-1992'-ド8J130FI 

m!!~)削除 百i苅i1i耳目Z主十;qj告の研究，Wj1tのため.大作

ll!.図へ H~';J~

1992'1'-5月27ト1-1 992'-1~ 5 n 31 13 
91fBl ボ トルファン郊外交jll[自主械保存，iI'rliljに係わる

JJV也川任のため，中市人民共和l国へ山保

1992$ド7月 1H -1992年7)-18円

iW士l正1I!l 考古泌物の保存科学的共1，;1研究のため.大

qflll!.同へlU'JJ~

1992'-lo 7月2711-1992年 7)131 H 

:;ilI<干?三 ヨーロッパと日本の:j'f剣日注文化の比+史研究

のため. ドイツへtB必

1992"1' 8月11-1 -1992Sf-l 0月311:1

4抑制10防 ポリネシア石造物の研究のため.アメリカ

へlPdU
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1 992~f- 8 月 2 日 - 1 992~f-8月9日

工Wl'r{-通 アムール川流域における初期鉄総文化 (ポ
リツェ文イヒ)の泣跡発捌訓資のため.ロシアへ出張

19921ド8月7日-19921ド8月24日

杉山 i下 第8次上初大学アンコールm紛:研究国際湖
千'EI吋への参加のため.カンボジアへi山1¥ド吋.)

lω992.1年芋8月8 日-19921年芋8月28日

鈴木u.古.上派兵人 H本i1i代都械と中間附作者目減と

の考?7学:がj比較研究のため.中市人民共和l閏へ1.1.¥娠

1 9921f-8月9日-1992:if-8月23日

田rm:I;-t 日本古代書111成と中国附117都峻との考r'i学的
比較研究のため.中1i~人民共和国へlI'o~n

1992年8月9日-1992:if-8月初日

勝IH¥P.BU 伝統的文化財保有:技術の~.I'~託研究のため.

中市人民共和国へU\~J~

1 992.1f-8月9日一19921f-8月23日

小池111'彦- 伝統的文化財保存技術の;凋炎研究のため，

中市人民共和国へ11I悦

199211ミ8月9日ー1992年8月24日

上野手11ー 「アジア 'l!!i太3ドi羊都市保存オ、ッ トワーク

ml回シンポジウム」参加のためマレーシアへ出版
1 9921f-8月14-19921ド8月21日

v.!i村 Llr 科学伎{f.jを利JlJした文化IIHt.1f究i去の!日l発の
ため，アメリカへ11¥.j]!

1992年8月17日-1992年8月31日

!1t1!~1伝勝 イースターJゐモアイの'資料;湖3'f.のため，チ

リ・アメリカへ出版

199211ド8月24日-1992"f-8月31日

川辺俊一 「古代の円本拠JIJ1lf11lによるU¥M，文化財の
保護 ・似siiJ等の現地指滋のため.アメリカへ出張
199211ド8月25日ー19921ド9月25円

4封熊j正ijJl.伊東太It.ÎJWII(j人 イースタ - }.'~m跡調

ヨモのため.チリへ11¥')n
1 99211o 9月8日ー1992年9月19日

沢聞.iEII(l， I1巴啄l制呆 パジ リク玉造1~3~j~!に f* う 1.lI土品

の保存科学に|刻する共同研究のため.ロシアへ出張

19921ド9月22日-19921f-9月30日

熊野手H己 「宵代の円本民JIJHIiUによるIH品文化財の
保護.陳列等の現地指~rtのため，アメリカへI.B張

1992SI~ 9月22日-1992年10月31円

!lt1mJ転勝 百済研究阿際学術大会参加のため，大悦1.":

同へ1.lI~.長

19921ド9月28円一19921ド10月2日

佐IJ;( !lt 国際シンポジウム「古代日本の芸術と技

祁術jυ」参h川加11:及及ひび，セ一ラムピ-ポデイ什|
ぴ;訓刈T按「河百研庁究のため. アメリカへ11¥必
1 99211o 9月301:l-1992if-l0月10日

回rm~. I楽将通 国際シンポジウム r，'i代日本の

芸術と校術J参加lのため.アメリカへIJ¥仮
1992年9月301:1-1992年JO月5日

守的保広. 西日Ï;f~1:. 日本古代書IH成と中回日;rWf都城と

の考・門学的比政研究のため.中市人民共和l国へtlj ~J~

19921f-l0月4R -1 992:1f-12月5円
毛利光俊彦 r，li代の円本l足JIlll llilに よる出品文化II~

の保誕， 隙9Ig'~の現地指導及ひ~tJ~品文化財日本国返

却lに随f'lーのため. アメ リ カへIII~J~

1992年10月15日-1992年11月15日

小野他吉.小i'f¥毅.村上 i後 交iuIi欣I成の調査研究

のため.中帝人民共和国へは.HU

19921f-l0月22H -19921f-1I月4H 

~lt1m;脹勝，安l干I Iìl!太rm. 臼杵勲パジリク文化，'ítft 

n下にl刻する共和l研究のため.ロシアへ出版
19921ド10月24H -19925f-11月21:1 

絞村 宏アジアにおける寺院の研究のため.イン

ド・インドネシアへ出張

1992年Jlfl1 1'1-1992年12月26H

沢m.iElI[j 日仰における考古遺物の材質・技法に|刻す
る分析の比較研究のため， 大r!H..:同へlH~，長

1 9921f-l1 fl 5 FI -19921f-l1月12日

沢111.iE附 イースターぬモアイ石像保存調子Eのため.

チリへ出娯

1992年J2月 1FI-1992年12月12円

鈴木YIr古 伝統的文化財保存技術の湖託研究のため.

中市人民共和l同へIM1~

1993年1月8A -1993年1月17円

!lt1m1正勝 イースタ一応アフ ・トンガリキ.ii1跡の;湖特
のため.チリへ11I'JU
19931f-1 J~ 9日-1993flo1月24円

イE谷治 イースターμアフ・トンプfリキ遺跡:のi調資

のため， チリへ/LI~U

1993年1月9R -1993年2月2511

JI巴塚除保.村上l後 Hftl.における考7片ili物の材質 .f支

訟にl刻する分析の比較研究のため.大仰民国へH10民

1993年2月4円-1993"1こ2月101:1

佐川正敏 日本7片代者11減と中国附1，lfllll城との考古学的

比較研究のため.中市人民共和l図へ11¥5.長

1993年2月15円-1993年2月271:1

IJr!lI太作.~J:Jニn'(夫 伝統的文化財保存妓術の淵1f.ft)f

究のため.中市人民共和国へU\~U

1993年2月151-1-1993年2月271-1

j!t1!訂正勝 イースターぬアフ ・トンプfリキ遺跡の調資

のため. チリへ11\ 'jJ~

199311'-2 fl 20卜1-1993"ド3月"~I 

謀本 ??f イースターぬアフ ・ト ンガリキ泣跡の;剖3'f.

のため.チリへ/l.¥1J!

1993$ド2月23H -1 9931f-3月30A
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牛川将司会.杉111洋 アンコール遺跡、研究 ・|司際;~Ht

1:11 に参加lのため， カンボジアへIJ\ ';)~

1993年2月27日一199311:'3月81:1

rz瀬~ー 仏教泣f~;のi淵1f: ・ 保存盤側iに関する基礎的

;~~1t研究のため. ラオスへ，'B 'J}~

1993年3月5日-1993年3月21上l

中村wー 仏教.i1't跡、のみ1先 ・保存政側iに|則する必礎的
2則1t研究のため.ラオスへ出張
1 99311~ 3月5日-199311:'3月19Fl 

紺l比佐三.いl岡IIs人 平減衿il'1l;復IJ;()!J木材の受給状況

日純資のため，合的へIH';J~

19931ド3月121:1-1993玉ド3月17H

伊東太作 イースタ一応泣跡の写r~iJ!lJi礼調貨のため.

チリへll~~.長

199311ニ3月17円ー1993:11:'3月301:1

猪熊兼JI除 イースター山アフ・卜ンガリキ.i1'tf~;の l制

It・指導}}._ひ'll)J言のため.チリへlH仮

1993:11:' 3月17ト1-1993年3月24F1

山本.1~1.1;IIJ インド仏教足l~舟の保存2官官ii に|刻する訓脊の

ため.イ ンドへ出張

1993年3月23日-1993:11:'3月24EI 

寺院~f保広 故手{隙物院所属車中国挺代文物及び中央ZE2

研究所における泌附謝有の視察のため，台湾へlB1長

1993年3月24EI-1993年3月31円

~m!~ :l削除 百尚子'ï~武築mブiitの研究のため. 大仰L\;困

へa~ l;長

1993:1f.. 3月27日一1993年3月31H

協力事業等

文化庁では1 971年!えから科目1) 史f~;ri鉱脈符跡の問布化

を進めており. 1972年度から当研究所かヌ:化Ii'から支

出委任を受けてn収事務を担当しているが.1992:11ミ肢
の状況は下記のとおりである。

18:分

1992 年度

I!I 1i J也合;1I

E 図書及び資料

図利 136.193111ト

区分 .f!f( ))IJ 購入

干11泌l' ~ 1.515 
1992:11三Ijt

il f':: 47 

柏li英t':・51.460 
w. 

i午 1':: 5.697 

写~'.!; 493.464 (199211:'1交ぶ)

金制

279.998. :364 

24.689.158.912 

(1993.3.31) 

~: m1 

5.524 7.039 I 

125 172 

77.363 128.823 

1.673 7.370 

E 研究成果刊行物

1 1992年度刊行物

4合 事1・

リ~~ Il! 第511111 平減':，，;w~・発4ft!剥fi靴作担::X IV 

百:521111 il.4P.iíè苅')eUj!湖ヨ刊誌{~;'iIF

!と 平| 第361111 木r.if集成Jglj最近縫JJj(始縦一

1jl371111 焚銃尖illlj医l集成(Jニ)

図 録第261111 飛1.3の工房

=ftH";'il::等 近11I:i.l:"'i'建築の研究第三サ

1991 年度半減肖跡発抑制託部発州市Hf.概

割i

飛13 ・ ijliJJ;(手i発抗日!;tI:.j3!E概t~122

半減';f....発抑制交t1'.上水ITii概千世25

平城山1Êj!ll~剖流出土木 Nìi概キ1126

藤JJ;(J;t湖、の{ト史イ所レ泣m

2 前年度までの刊行物

ザ矢良同立文化UHiJf究所学級

王J=:Ijt ぞl .f~; 

1954 第 11111 11. nni illi~の研究

立;2illl 修学|淀離':;.;の彼1J;(的研究

1955 第31111 文化史論波

1956 f:fl4 1111 祭良時代的房の研究

1957 首;5 1111 11~X~"'de州 J川裕報告

1958 tii 6 1111 中111:1.定l事|文化史

第71111 興編"'i'f主役発抑制究111ft;.

1959 I第81111 文化史論jnu
立;9 1111 川 JJ;t寺発J両日~Ht報告

1960 I第10111十 平城下f跡第一次 .ldV:H茂吉't:i;f~;発

品1!:i¥'4fEキlif!?

lぺ1962 第121111 巧IIî:安 1.'F){J;llと i仰快I~

お131111 寝殿造系出l申lの立j也的"'5.t，詩

~l 14 1111 I.'fHlt'E守政 「レースJと「金f色令利

身fJに|則する研究

第151111 干減~，i.;発j!Î!;J:l1é報告 11 'fiilliJ也I止の

;J:l'l'i< 

196:3 I第1611庁 、!とj成':;，;発j!~;Jllff.報告 1 11 Iλl現地肢の

;純:"1f.

1965 I ~~ 171111 平城1可発射訓究報告IV 1守街地成の

話1千'f.

第181111 小Jí.i\ j主州のfn~

1967|第191111 }応山

1969 I tii20HlI 名物裂の成"S1:
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19711 m211肝研究諭MH

19731第22Isr 研究溢終日

1974 1 ~;231附 ギ域~.'~f発J程調m被告 \1 平城京左京

一条三坊の調査

t!;24 11骨 肉山-Jljf!iÉ~湖査報告-

1975 1 t!;2511骨 平城山w;;;三条二以i

t!;26 1時 半城';if発話il調査報告¥1

t!;27 1111 飛1J3・政JJ;(':有発似調査報告 1
t!;28 1111 研究，冶終日l

第291111 木門街J:Uf:一回T路市rtf.羽目作一
1976 1第301111 五条一回f!iE澗査の記録ー

1977 I第31111十 飛.n.藤JJ;(宵発低調資判i作 H
m32111ト研究諸集W

調;331111 イタ リア中部の一山最終洛における

民家i湖3'HU告

ヨ;341111 平城日発J昭二司査報告LX
19781第35附研究諭集V

第36冊平j成符整備調査報告I

1979 1 m371111 JlH~ ・必似白発J問調3't報作 IIJ

~;381111 研究諸Mn1

1980 I m39IsI 半減符発似湖3't報告X

1981 1 ~;40 1ll1 平i成日発jl~湖公判i特別

19創|第411111 研究諸集¥U

m421111 平)J!(下';~~Jlil;lI'jff.報告 XII

t!;43 1111 日本における近I!I: l.l;';~主(股主主)の系

統的発以

1985 I羽1;441111 平城京左京三条二坊六Pi'発Jm調子HI!
，_.， 
し2

1986 I第451111 薬師子r発鍋調査報代

1988 1 tお46111ト半減:t;(布京八条-1Jj十三 ・十l叫1'1'発
lffi調査報告白

19881第47IsI 研究占集団

1990 I第"81111 年始にJlt~と を読む一日本におけるï'î

王手+歯学の成立ー

員~49ml 研究i冶MHX

m50ml 平城下f跡、発仮調査報告の XIII

と長jミfiil立文化財研究所!と科
』年度 | 名 紘

1954 1m 111け Iti ，f畦 liuI必陀仏.(tIYr-~ (彼製)

1955 1 第 2 11暗聞大合、叙t~伝記集成

1963 1 t!; 3 11け 1 刈I -:，H: ~と料守諸制 1

196" 1 t!; 4 1附 俊来幼虫淑史料集成

1966 1 tお511時 半城山木簡1 図版
19671第 61附 f:和、干!と科守芯縦2

19691第 511昨半減山本有ii1 解説 (別!冊)

19701第 7IlIr 1).刊行lit寺!と科 l

1974 I m 8 IlIr ギ峻白木簡2 I~I版 ・ 解説

m91冊 目本美術院彫刻等修理記5よ1

19751 mlOlI昨 日本美術院彫刻~.~修理記録 H

19761第111冊 目本美術院彫刻等修理記録111

1977 1 t!;12mr 厳JJ;(符木簡1 図版 ・解説

ml3111r 日本美術院彫刻等修理記録lV

1978 I第14111r 日本;m符院彫刻等修理記録V
第15111r 東大寺文作目録第 l巻

19791 ml6111r R 本美術院彫主l怜~;修理記録W

有~17111r 半J成'jJf木附3 1刻版 ・解説

第J81111 Ji~~IJ;(':i.(木Oli2 図版 ・解説

ml91111 米大寺文・~Ir 目録m2 巻

1980 I第201附 B本美術院彫刻等修理記録¥1

第21 1府東大寺文件目録m 3{~

1981 1 自~221借七大寺巡礼私記

m23開} 東大寺文i!i'目録第4巻

1982 I第241階東大寺文件目録第5巻

m25冊平減手f出土m啓土~~成 1

19831 tお261附 )J!大手Ij:文ilf目録第6巻

1984 1 m271llr 木器集成図録ー近後背代制-

1985 1 m28mr 平域宵木簡i4 雇l版 ・解説

m29IsI 興福寺典結文i!i'目録ml巻
1988 I第301111 1111λ'Ji"'i~J考古資科 l 以紙苫，'dU涙'li

料f也

m311111 ょlej成下clJ ~ ニlニ!JH!~土?if~成 H 

1989 I ~)32 I11r 山 lλ'Ji，'í' ~J考古'li科 2

1991 I第331附 1.1 1内i，"r~J考古資料 3

m34111r 1111人IWリj考古資料4

m3511崎山内i.'iYJ考宵資料5

復fH，~図立文化財研究所基準資料

五lol!t 名 殺:

1973 第 Imt 瓦fl，!1 解説

1974 第2slr 瓦編2 解説

1975 第3slr瓦編3

1976 m41111 瓦縦4

m 51111 瓦縦5

1978 自;6 IIIr 瓦編6

1979 m 71111 瓦編7

1980 m81111 J五縦8

1983 自，;91111 J[.縦9

Ht山資料釘n立1$生
'年度 | 名 林

1976 1第 1mr 飛自白鳳のを銘金剣仏

自;2 mr ílV:~白駄の:(j;銘金銅仏銘文~

1977 1第 31附 日本i1iftの墓誌;

1978 I第4冊 H本古代の忍忍; 銘文お

~; 5 1111 i1i代の誕生(1.
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1979 I第6111t 飛鳥時代の古坑一高松塚とその周

辺一

1980 第7111t 日本古代の邸尾

1981 第81l1t 山悶寺疫

1982 自IH II庁 高必塚姶年

1983 第lolHt 波楽人の寺ー桧152寺と坂問寺一

第lllllt 飛鳥の水時計

第12111t 小建築のI!I:耕一Ji(i輪から瓦絡までー

1984 I第13111ト 藤原富一半世紀にわたる制査と研

君主一

1985 I第14冊 日本と悦閣の塑像

第15IHt飛134r

19861M 飛lbの石造物

1987 第17冊前業乃衣食生E

第18冊 壬lドの乱

1988 I第19冊 古杭を科学する

第2011甘 聖徳太子の世界

1989 I第21情 仏舎利息II納

第22冊 法隆寺ー金1~:盛岡飛天

I吋
1991 第24仰} 飛HI時代の.1m成文化財に|則する一考

察

~25冊 飛13の源流

ν定員

V 予算(1992年度)

|人併費

辺~. 1を

事業管理

一 般研究

特別研究

発抑調査

官跡経侃i管理

飛r~資料館巡営

埋蔵文化財センターilli営

本庁舎維持管理等経費

飛J~K草原~i~，g~抑制査官11巡':1'

施設費

施設経 備費

平減富『高等3在備費

各所修 *i呼吸

682.557千円

944.634 

7.609 

59.008 

123.643 

528.706 

71.248 

52.396 

50.024 

27.638 

24.362 

419.041 

50.310 

357町410

11.321 

2.046.232 

'IJI ~毎設

土地

ヲ長良国立文化財研究iMr管 47.890 

本庁舎 8.860m' 

月tC~U主防〔宮跡発J開;Øil :tf.部 20.515m' 

飛鳥資料館 17.092m' 

1:11山街舎口 80，，-/金

飛鳥資料館街舎 1.343m' 

文化庁所管 (関係分) 1.421.668m' 

ミド波宮~~・地区 1.083.281 m' 

藤原1主跡地区 339.399m' 

飛13稲ì~:1宮殿跡地区 5.04101' 

建 物 28.521 m' 

1.庁舎 28.053m' 

区分 本庁舎 sn，主 藤lJ~t 料飛館X~資宮M!J.跡);( 

m' m' nl 0121 m: nl 

JJ~ 務室 568 122 197 90 977 

研究・3在思議 1.419 1.642 1.205 77 4.069 

資料・ 包I~I~!主 1.021 383 36 1.440 

会議室 338 129 42 509 

諦 通、.Pi• 384 210 89 683 

展示 室 845 25" 648 1.747 

写J'L室 79 256 149 64 548 

i立椛展示室 1.408 1.408 

J'I{ 84 968 352 94 l町498

念I!I('収蔵N1. 123 4.728 2.041 480 7.372 

研修 練 1.416 1.416 

3、与 の 他 l目673 2.026 1.506 lρ61 36 6.302 

百1 6.721 12.379 6.426 2.681 36 28.243 

2 . 街舎4・~; 486m' 

lli:~文化財旧米谷家住宅 213m' 

~m山街舎口 48m' 

飛鳥資料館街舎 225m' 

主要工事

(1) llL減官粉、地~nを備費 千円

三I<JJ!主1ヨ.尚卜"ßF" JギÎ~反原工事 122.808 

平城宮~~・朱雀 1"1周辺旋備工事 19.126 

平1成'ë; ~;品~1 次大極殿j也区技術工事 27.197 

~域'/出;粉、f&:紀1也護岸工IJI 11.428 

Zド1成1向:2:舟案内仮設in工司L 13.647 

玉ドl成宮~;Iλ'J j';:j圧電機i技術改修 36.968 

íi~ lJi\宮跡、環境繁備工事 185.400 

(2) 官庁営純資

奈良国立文化財研究所防水改修工事 50.264 
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(3) その他(各所修繕 ・f'f資)

:;_f!械衿;跡2高 3 収成時 l 階保存科学~験室 3.965 

改修空間役備その他工郁

Jlll硲文化財センター研修練l隊機械室 1.545 

ボイラーl収持工事

飛鳥資料館街舎外tlP.整備~S;工事 2.369 

羽人事異動 (1992.4.1 ~ 1993.3.31) 

4月1日 手奈良国立文化財研研究所長 (再任)

鈴木 1苅郊古

i 庶務掬郁11:庶江務:課果別t長毛にJ列1.イ1任壬 I府1号3場祐次m朗
} 飛Xμl'む，3}げT資t料自館館i官:u庶!任f:，f務方室長にJ釘芥1干.任 2家反村 !脱，1市|町fリm

庶務青部11庶務課諜:E長毛祁補i佐に列任 1宮主宣.谷 法

l庶在1務主淵部i会計3!l跳~県Il日l長毛布制郁Iì佐にJ抗1.任 U波立士溢監 』版l民t史

庶1務方脅郁11会言計十;諜車経理

:1~同f毎1f{(

埋蔵文化財センター教務室教務係長に

昇任 川X~ 保夫

埋蔵文化財センタ一段に芥任

佐原 自主

埋蔵文化財センター研究指滋部長に昇

任 ~l'î1m )削除

趨l蔵文化財センター研究指羽部1.IS終遺

跡研究室長に占1・任 111中 敏史

飛XHt科館学芸室長に配置換
工楽普通

飛鳥勝目tg・跡発御調干Effilに自己ilH奥

jゐ回敏男

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官にl'ieill換 立木修

文部技官 (庶務部会:n?.!Il)に探用
上垣内茂樹

文書11技官 (lJ!減宮跡発鋸湖'1f.部)に採

用 I;l..J田和{'I'
研究補佐員 (飛鳥目語版宮跡発婦別:ttt'ifl)

に探川 村田和弘

文化庁文化財保護部文化財鑑資官に転

任 問中啄

京都工芸繊維大学[(f:J:i5課長に転任

中川 良和

奈良工業高等専門学校会計課長に転任

布Ipド治

京都大学庶務部庶務課長補佐に転任

石塚幸男

京都大学医学部附属病院医事総長補佐

に転任 il!聞広士夫

大阪大学附属図件館t，'付~1D-理2集会計掛

長に転任 ~i幼 i享~

京都大学薬学部会計lliに転任

新41:イ'1'-

4月16日 事務補佐日 (飛Ih資料館)に採川

森:)1・恵三子

5月7日 事務補佐只 (庶務部会;ìI'?~l)に採用

上村敬子

5月11日絞殺 小坂由紀子

6月 1EI l]l務補佐日(飛鳥資料館)に係川

米川まち子

7月 l日 平減宮跡発惚;判資制i主任研究官に昇任

i長川 滋lIj

平域宮跡発掘削査部主任研究官に昇任

小野健千7

飛XH長以12.跡発4fi!調査部主任研究官に
列任 花谷 ipi

.l1ll量産文化財セ ンター研究指税制i主任研

究官に11.任 村上隆

8月1日僻験 佐伯博光

8月13日苦手段 枕上裕子

l月l日 技能補佐A (飛13藤原宮跡発4!1!制査剖1)

に採用 木Pl買志
3月31日 文化庁長官官房総務総専門員に転任

(日本芸術文化娠興会第二国立劇場(仮

称)準備室専門口就任予定)

松岡 進

天理大学:文学部に転任 山本忠尚

奈良市教育委只会社会教育部に転任

安悶龍太郎

併殺 平llJ重利
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wr 組織規定
文部省組織令く紘粋>

lI{fl"59~ド 6)1 28H 政令自i';22HJ
第21詩文化庁

~} 3節絡，没1宇1幾l刻
(hã，;!l:~宇機関)

第108条 文化庁長行のï~r+;liの下 lこ . 文化Ji'(こ国立jJil Jft仰f
究所を世〈。

2 jjIJ.ITIに定めるもののほか.文化liエに次の絡s没待機関

をillく。
(11'1/¥) 

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第1 1~~ 国立文化111研究所は.文化111にl則する湖資研究.

n科の作成及ぴその公表を行う機関とする。

2 自立文化財研'究所には.支所を位くことができる。

3 凶立文化財研究所及びその支所の:Y，弥.f.i:i丘及び内

部組織は.文部符令で定める。

文部省設置施行規則<依粋>

1111和28年 1fI 13H 文部行令第2サ
~l5 f，'( 文化庁の施設と:~;機l則

指}'1 nn 図立文化財研究所
~ 1 款名付:及び位iri:

(名ft;及ひ'位im
第 11 6~の 9 国立文化財研究所の名fh;及び位':iri:1ま.

次の汲にj!，Jげるとおりとする。

t 名 称 I I立 i7，:

東京国立文化財研究所 | 東京都台東灰

奈良 国立 文 化財研究所 | 奈良県奈良市

~2 款 奈良国立文化II~'研究所

(i好長)

第 1 23~提 言長良国立文化II~ 研究所に.所長を[代〈 。

2 所長は.所務を1jtlAする。

(1λH';il組織)

第 124 ~絵 奈良岡立文化財研究所に.庶務部.建造物

研究室及び阪!と研究室並びに平城符~;発抑;.IH'f.古11及

び飛n~JJ;(符跡発抑制3'f.古11 を iri:く 。

2 liifl.l'iに定めるもののほか.奈良国立文化JlHiJF究所

に.飛.13資料館及びJ!I[政文化財センターを[斤〈 。

Wf.務部の分~!I\&ひ可q方)

第J25~ 庶務部に.次の二課を 'irl~ く 。

一庶務課

二 会，'1課
2 I.~U)1~!I!においては.次のnQl，をつかさと'る 。

ー 聡11の人事に関するJJ ~絡を処理ーすること 。

二 股只の縞利l以生にl刻するIJ~務を処泊!すること 。

三 公文型nnの傍受及び公印のt;:守その他庶務に|刻
すること。

凶 この研究所の所1jL;Jjq1，にl則し)，車紛i調整するこ

と。

E. この研究所のI~i':止に係る迂HI~lえひ'ill物の保全の
ための??備に附すること。

/" jjif{キ号lこ掲げるもののほか.他の1貯水に以しな

い事務を処理すること。

3 会liL.単においては. 次のJJ~務をつかさどる。

一予知にl刻する)Jq:l)を処里Ilすること。

二 続行及び収入のiJとtl:その他会，tIに|刻するl:Jqtを
処理すること。

三 行政財産及ひ・物tlJ，の色;~I[に l則する~Jqhを処lÆす
ること。

l川 'T~及び設備の総持. WJ!l[に l則する~HJ:I)を処理
すること。

五 庁内の取締りに|則すること。

~; 1 26条 削除

(建造物研究室谷;の..'!lA:Iil

第127条 ill造物研究室においては.建造物及び伝統
的建造物r.rに附する訓有研究を行い.!i主びにその結
決の公1<.を1-1'う。
2 !.佐史研究室においては.考古及び史跡地ぴに挺史
資料に|対する，.問責研究を行い..¥if;.びにその紡採の公

表を行う。

(平城山跡発持il;湖3'Effllの六三i1えぴ!jQ1，)
約128条 半減 ." j 跡発llil~刈ヨ日11に . 考背筋一訪日t~.

考・T1î第二;:JII1f.玄. 考 ï'ï第三f刈~f.Zf. 正ítllti.W荷主. ;11 
iI!IJ.~ :lii:調子正室及び!と料;刈査室を i7，~く 。

2 liiflJ[の各室においては.平城'::c跡に|則し.次IJ[か
ら第 6 .1)'[までに定める事務を処J~I[するほか. その発

lItlを行う。

3 考古第一，制作室.考??第二;刈千「宅及ひ'考i'i・第三J制
rtr主においては.日IJに定めるところにより分担して.
ill物 (水防iを除く 。)の保存務理&び訓資研究議ぴ
にこれらの結果の公去を行う。

~ illf再i刈布袋においては，泡桃の保存整理及びみ，~3'f.

研究長びにこれらの紡糸の公表を行う。

5 ，ihl!q修jiti純資25においては.illIWの，il'iP'IJ&び修tit
!ifi.びにこれらにl刻する調査研究説びにこれらの紡'*

の公表を行う。

6 'l.'.科;制作fJにおいては.木附jの似存整理!71ぴiJIlj'E
研究，と科の収集及び訓資研究!I長びにこれらの結果

の公表を行う。

(飛13必JJ;('::-;跡発1I，!;.I'j任部の凶袋及び事務)
~ 129条 飛鳥藤JJ;f'::-;跡発締!湖干tl';ilに.考古第一;組経

3i.考古第二i調査3i.illtllf;~~ 3'f.3ilえぴ史料訓花笠を

iri: <。
2 liífJj'jの千円iにおいては.硲}j;{'j:-;跡及び飛 !:~地域に

おける日幼:その他の遺跡に|刻し.次.1J[から第5J)'iま

でに定める事務を処J~I[するほか. その発llj! を行う 。

3 考台第一必ずi:1'i'Uえぴ考古第二;刈干王室においては.

))IJに定めるところにより分担して.ill物 (木怖を除

く。)の保有終耳1[&び訓作研究放びにこれらの紡扶

の公表を行う。

~ ill!14訓任去においては.治仰の保存整理及び調査

内
《
ベ
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研究.足W~のilhlliJ及び修)j(，iÉひ1ここれらに|刻する湖

査研究並びにこれらのt'i栄の公表を行う。
6 'と科;純資~においては.木簡の保存3監理及ひ~~却資

研究.史料の収集及u澗 jft研究並びにこれらの紡'*
の公表を行う。

(飛鳥資料館)

第130条 飛鳥資料館においては.飛鳥地域の阪史的

1ま義及び文化JI-lにl射し，医Jll!:の理解を深めるため.
この地成に|刻する考合資料，俊史資科その他の資料

を収集し保管して公衆の縦覧に供し.あわせてこ

れらに関する別交研究及び事業を行う。

(~W資料館の館長)

ml3l条飛.1.:m科館に.館長をi喧く。
2 nn長lま. fìíW5 を ~t;J!l!する。

(飛鳥資料館の二室及ひ守J~務)

第132条 飛鳥資料館に.庶務室及び学芸室をin<。
2 !(!:.v;~においては，飛鳥if科館の庶務. 会11 1'待に

附する事務を処理!する。

3 学芸室においては.次の事務をつかさどる。

一飛鳥地上去にl刻する考:'，Iiif科.版史資料.ill:ili物，
絵画. 彫刻.典符. 767文~ Irその他の資料の収集.

保管.腿示.校写.f児lil.写点の作成.調'1f.研究
及び解説を行うこと。

二 飛nJ也j或にl刻する凶flF，写点その他の資料の収
M~. ~l，m. 保管. }J長示.閲覧及ぴ?調査研究を行う
こと。

三 飛鳥資料館のIr~tI'fに附する出版物の編集&ひ中l

行進ぴに普及宣伝を行うこと。

(脱政文化財センター)

第 133条組成文化財センターにおいては，次の~rq:lí

をつかさどる。

一眼磁文化財にl泊し I純資研究及ぴその結'*の公

表を行うこと。

二 以蔵文化JH・の側資及び保存旋1!J!に|則し.地方公

共団体の型1¥政文化財調流関係職uその他の1l!J係者
に対して.専門的.技術的な研修を行うこと。

三 趨!磁文化JI-l'の;凋jft及び保存盤:l)1!にl則し.地方公
共凶体の機|地その他l刻係の機関及び凶体当;の求め

に応じ.場1"1的. 技術的な指t~及び助言を行うこ
と。

凶 J.lI!.政文化財に|刻するM総資料の作成.収集.1在
J.'~. ~'l::ì;7.lぴ調査研究を行い.議ぴに地方公共団

体の機関その他関係の機関及びJ::JH科卒の求めに応
じ.その利n:Jに供すること。

(J!ll政文化JM'センターの長)

m 1 34 ~除草II政文化財センターに長を ir~<。

2 ljij項の長は.J111磁文化JH センターの~J~~r，を 1;Ulliす
る。

(JlII版文化財センターの内部組織)

第 135~快型政文化財センタ ーに， 教務室. 研究術移
ffl)及び仙寺I!資料t.2をin<。
(教務室のlJI，f)j)

第 136条教務室においては.研修の尖施にl測する ZJ~

J:liを処理するほか.JlII磁文化財センターの庶務にl刻
する事務をつかさどる。

(研究ll1ttl'illの六3i及び事務)
第137~民 研究指滋剖iに.考古nl同研究室.:m京高遺跡
研究室.発槻技術研究EE，遺物処理研究室.測誌研
究室及ぴ保存工学研究室をil1<。
2 考-i'inl-蘭研究室においては.ml33条第 l号から
第 3号までにmげる~Jq:lí (他の室の所訟に属するも

のを除く。) をつかさと'る。

3 集務ill跡、研究室においては.~~務逃紛:に|均し.ff，
1 33~第 l 号から第 3 .~までに拘げる事務(発抱校

術研究室.治物処理!研究室 i日目立研究室及び保存工

学研究室の所徐に泌するものを除く。)をつかさど

る。

4 発ffil技術研究室においては.ill跡の発期技術に|則
し. 2お 133~第 ] {~ーから第 3 号までに制げる事務を

つかさどる。

5 泣物処理研究室においては.遺物の処理にl刻し.
~;133~m 1号から第3号までに掲げる事務をつか

さどる。

6 i則公研究室においてはJll¥磁文化財のi則及にl均し.
mJ33~~) 1 号ーか ら第 3 号までに~tlげる事務をつか

さどる。

7 保存工学研究室においては.治跡の保存終備にl則

し，第1 33条第 I 号から第 3号までに掲げるZJ~務を

つかさと・る。

(もIHU1t科室のZJ~J:I1)
m138条 約調i資料釜においては. 第1 33~tíl4 号に梢

げるZJq:1，をつかさどる。

(谷口研究只)

til139粂 祭良国立文化財研究所に客只研究J1を置く
ことができる。

2 客ml)f?'E11は.所長の命を受け.奈良悶立文化財・
研究所において行う調査研究に参画する。

3 ~U研究11 は，非常勤とする。

改正昭和43年6月15日文部省令第20号

昭和45年4月17日文部11'i令第11号

11日和48~t~"月12日 文部約令第6号

昭和49年4月11B 文部省令第10号

昭和50年4月28 文部符令指'113号

昭和51年5月10日 文部符令指;16号
lIiH1I52年4月18日 文部学?令第10号
日前日53!ド4月5日 文部符令指'119号

IIs和53年9月9日 文部符令指~33号

H併1J55~1~4月5日 文部約令第14号

1I(J:f1l55~F 6月25日 文部省令指;23号

昭和58!t~ 1 0月 1 日 文部符令百;25号
昭和59it~6月30日 文部約令第37号
IIß布1631t~4月8日 文部行令til12号
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